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日医発第30号（地Ⅱ8） 

平成２１年４月１０日 

 
 都道府県医師会長 殿 
 

 
日本医師会長     

唐 澤 祥 人 
 

日本医師会認定産業医制度実施要領の改定について 
 

時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

貴職におかれましては、日本医師会認定産業医制度の推進、充実について多大なご尽力を

賜わり深く感謝申し上げます。 

ご承知のとおり、日本医師会認定産業医制度の基礎研修は、平成８年９月の労働安全衛生

法の改正において、産業医の資格要件を得るための研修として法令により規定され、日本医

師会と都道府県医師会が国の指定を受けて実施しております。 
さて、「国からの指定等に基づき特定の事務・事業を実施する法人に係る規制の新設及び

国の関与等の透明化・合理化のための基準」（平成18年8月15日閣議決定）に基づき、国

からの指定等に基づき特定の事務・事業を実施する法人に対する国の関与等に係る見直しが

行政改革推進本部事務局を中心に行われ、平成20年３月31日に次の決定がなされました。 
１．事務・事業及び指定規準の基本的な事項を法令で定めるとともに当該規準に係る詳

細な事項を法令又は告示で定める。 

２．主務大臣に対する報告に係る規定等を法令で定め、指導監督を厳格に実施する。 

この決定に伴い、労働安全衛生規則における産業医研修に係る指定法人制度の見直しが行

われ、指定の基準、業務の委託、業務規定、事業計画の認可等、必要書類の備え付け、主務

大臣による指導監督について省令に規定を設けることとなり、平成21年3月30日労働安全

衛生規則が別添１のとおり改正されました。 

本会では、産業医研修に係る指定法人制度について、これまで各都道府県医師会の意見を

ふまえ、本会産業保健委員会ならびに認定産業医制度運営委員会において検討して参りまし

た。その結果、現行の仕組みにより近く、都道府県医師会の事務負担を極力増やさないとい

う基本的考え方のもと、日本医師会認定産業医制度実施要領改定案が取りまとめられました。

これに基づき、標記の件について本会常任理事会（平成21年3月31日）において協議いた

しました結果、別添２のとおり実施要領を改定いたしましたので、お知らせいたします。実

施要領の主な改定内容は下記のとおりとなります。 

つきましては、本実施要領に基づく日本医師会認定産業医制度の円滑な実施につきまして、

貴職の特段のご理解とご協力を賜わりますようよろしくお願い申し上げます。 



 

なお、本実施要領は平成21年4月1日より施行いたします。 
また、貴会関係医師会等への周知方につきまして、よろしくお願い申し上げます。 

 

記 

１．日本医師会認定産業医の新規ならびに更新の申請 

  平成８年の労働安全衛生法の改正により日本医師会認定産業医制度における基礎研

修修了が産業医の要件として法令上位置づけられましたが、その重要な要素として日本

医師会認定産業医制度が医師会員以外の医師にも開かれた制度であることがあげられ

ます。このようなことから、このたびの産業医研修に係る指定法人制度の見直しを機に、

日本医師会認定産業医の申請につきましては、これまで都道府県医師会長が推薦する医

師となっておりましたが、都道府県医師会を通じて申請された医師と改定いたしました。 

 

２．日本医師会認定産業医制度基礎研修の実施 

日本医師会が国からの指定を受け、日本医師会から都道府県医師会に日本医師会認定

産業医制度基礎研修の事業を委託する方式に改定し、日本医師会と都道府県医師会との

間で実施要領に基づく研修実施の委託契約を締結していただくこととなりました。 

 

３．日本医師会認定産業医制度基礎研修の収支の報告 

日本医師会は、実施した基礎研修会について、厚生労働大臣に対して研修事業の報告

が義務付けられます。これに対応するため委託した基礎研修会の収支の合計を把握する

ことが必要となり、都道府県医師会には収支の合計のみを報告していただくことといた

しました。 

 

４．関係書類の保存 

  研修に関する帳簿および書類の保存は、当該事業年度終了後５年間といたしました。 

 

５．産業医学研修カリキュラム 

  カリキュラム策定要領に講師の要件として「研修及び実習を適切に行うために、必要

な能力を有する講師」を加えました。 

 

６．実地研修ガイドライン 

  留意事項として通知していた「認定産業医制度に基づく実地研修ガイドライン」（平

成13年10月4日）を実施要領に加えました。 

 

 



づ登 別添1

㊥ 暴発第03300035■号

平成21年3月30日

社団法人日本医師会会長殿

　　　　　　　　　　　　　　　臨7
　　　　　　　　　　寧景。目

厚生労働省労働基準局翻輻繹

　　　　　　　　　　酷き膿

労働安全衛生規則等の一部を改正する省令の施行及び関係告示の適用等について

　国からの指定等に基づき特定の事務・事業を実施する法人に係る国の関与等の透明化・合理

化を図るため、今般、労働安全衛生規則等の一部を改正する省令（平成21年3月30目厚生

労働省令第55号。以下「改正省令」という。）が公布され、本年3月31日から施行される

とともに、労働安全衛生規則第12条の3第2項の規定に基づき厚生労働大臣が定める講習科

目（平成21年3月30日厚生労働省告示第134号）ほか34件が平成21年3月30目に
告示され、本年3月31日から適用されるごとになったところです。

　つきましては、下記に示す改正の趣旨等を十分にご理解の上、今後、必要な手続等を行って

いただくようお願いいたします。

記

第1　改正の趣旨

　　「国からの指定等に基づき特定の事務・事業を実施する法人に係る規制の新設及び国の

　関与等の透明化・合理化のための基準」（平成18年8月15目閣議決定）及び「国からの

　指定等に基づき特定の事務・事業を実施する法人に対する国の関与等に係る見直しについ

　て」（平成20年3月31日行政改革推進本部決定）に基づき、これまで告示又は通達に基

　づき厚生労働大臣又は都道府県労働局長の指定により実施してきた安全衛生に係る講習等

　の事務・事業については、原則として法人を登録して当該事務・事業を実施する枠組みと

　する方向で見直しを行った上で、当該事務・事業の基本的内容及び登録等に関する基準等

　を厚生労働省令として定めることにより、対象法人に対する国の関与について、一層の透

　明性、厳格性等を確保すること等を目的とするものであること。

第2　留意事項

　1　登録安全衛生推進者等養成講習機関

　（1）安全衛生推進者等の選任（安衛則第12条の3第1項関係）



　　安全衛生推進者等は、労働安全衛生規則（昭和47年労働省令第3？1｝。以下「安

　衛則」という。）第12条の3第1項に基バき、都道ノllf県労働局長の登録を受けた者が

　行う講習（以下「安全衛生推進者等養成講習」という。）を修了した者その他業務に必

　要な能力を有する者のうちから選任するとともに、安全管理者及び衛生管理者につい

　ては、労働安全衛生規則第12条の3第2項の規定に基づき厚生労働大臣が定める講

　習科目　（平成21年厚生労働省告示第134号）に規定するところにより、安全衛生

　推進者養成講習の講習科目のうち、一部の免除を受けることができることとするもの

　であること。

（2）登録（登録省令第1条の2関係）

　　労働安全衛生法及びこれに基づく命令に係る登録及び指定に関する省令（昭和47

　年労働省令第44号。以下「登録省令」という。）・第1条の2第2項の規定により、申

　請者が法人である場合は、その定款又は寄附行為を申請書に添付することとされてい

　るが、財団法人から寄附行為が提出された場合は、一般社団法人及び一般財団法人に

　関する法律及び公益財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に

　関する法律（平成18年6月2日法律第50号）第40条の規定に基づき、当該法人

　の定款とみなして差し支えないこと。

（3）登録基準（登録省令第1条の2の3関係）

　ア　安全衛生推進者等養成講習の講習科目の範囲及び時間は、労働安全衛生法及びこ

　　れに基づく命令に係る登録及び指定に関する省令第1条の2の3第1項第1号の規

　　定に基づき厚生労働大臣が定める安全衛生推進者等養成講習の講習科目の範囲及び

　　時間（平成21年厚生労働省告示第135号）によることとするものであること。

　イ　登録省令第1条の2の3第2号の表の「危険性又は有害性等の調査及びその結果に

　　基づき講ずる措置等」の項の「条件」の欄の「危険性又は有害性等の調査及びその結

　　果に基づき講ずる措置について知識経験を有する者」には、次の者が含まれること。

　（ア）平成12年9月14日付け基発第577号「労働安全衛生マネジメントシステム普

　　　及促進事業について」の別添3に基づくリスクアセスメント担当者（製造業等）研修

　　　及び平成11年6月11目付け基発第372号「労働安全衛生マネジメントシステム

　　　普及促進事業について」の別添2に基づく労働安全衛生マネジメントシステム担当者

　　　研修を修了した者

　（イ）平成13年3月26目付け基発第177号「職長等教育講師養成講座、安全衛生

　　責任者教育講師養成講座及び職長・安全衛生責任者教育講師養成講座」に基づく職

　　長等教育講師養成講座又は職長・安全衛生責任者教育講師養成講座（以下r職長等

　　教育講師養成講座」という。（イ）においては、危険性又は有害性等の調査等の科

　　　目を含むものに限る。）を修了した者

　（ウ）平成18年2月24目付け基発第0224004号「労働安全衛生規則第5条第1号の

　　厚生労働大臣が定める研修に係る具体的事項について」に基づく講師養成講座（以

　　下「安全管理者選任時研修講師養成講座」という。）を修了した者

　ウ　第1条の2の3第2号イ及びロの表の「条件」の欄の「同等以上の知識経験を有する

　　者」には、次の表の左欄に掲げる講習科目に応じ、それぞれ同表の右欄に掲げる者が含



　まれること。

（ア）安全衛生推進者養成講習の講師

講習科目

安全管理

作業環境管理及び

作業管理

健康の保持増進対

策

安全衛生教育

安全衛生関係法令

同等以上の知識経験を有する者 　　「
一」

　た経験を有する者

　する件（平成21年厚生労働省告示第132号）によ

　る改正前の安全衛生推進者等の選任に関する基準（昭

和63年労働省告示第80号。以下「旧選任基準」と

　いう。）本則第4号の講習の講師として講習の業務に従

事した経験を有する者

1　職長等教育講師養成講座を修了した者

2　安全管理者選任時研修講師養成講座を修了した者

3　安全管理者として5年以上産業安全の実務に従事し

4　安全衛生推進者等の選任に関する基準の一部を改正

　法」という。）第13条第2項の厚生労働省令で定める

　要件（以下「産業医の要件」という。）を備えた医師

　た経験を有する者

5　旧選任基準本則第4号の講習の講師として講習の業

務に従事した経験を有する者

1　労働安全衛生法（昭和47年法律第57号。以下「

2　衛生工学衛生管理者免許を有する者

3　作業環境測定士

4　衛生管理者として5年以上労働衛生の実務に従事し

1　産業医の要件を備えた医師

2　衛生管理者として5年以上労働衛生の実務に従事し

　た経験を有する者

3　旧選任基準本則第4号の講習の講師として講習の業

務に従事した経験を有する者

1　職長等教育講師養成講座を修了した者

2　安全管理者選任時教育講師養成講座を修了した者

3　産業医の要件を備えた医師

4　安全管理者として5年以上産業安全の実務に従事し

　た経験を有する者

5　衛生管理者として5年以上労働衛生の実務に従事し

　た経験を有する者

6　旧選任基準本則第4号の講習の講師として講習の業

務に従事した経験を有する者

1　職長等教育講師養成講座を修了した者

2　安全管理者選任時教育講師養成講座を修了した者

3　産業医の要件を備えた医師



　た経験を有する看

た経験を有する者

6　旧選任基準本則第4号の講習の講師として講習の業

務に従事した経験を有する者

4　安全管理者として5年以上産業安全の実務に従事し

5　衛生管理者として5年以上労働衛生の実務に従事し

（イ）衛生推進者養成講習の講師

講習科目 条件

作業環境管理及び 1　産業医の要件を備えた医師

作業管理（危険性又 2　衛生工学衛生管理者免許を有する者

は有害性等の調査 3　作業環境測定士

及びその結果に基 4　衛生管理者として5年以上労働衛生の実務に従事し

づき講ずる措置等 た経験を有する者

を含む。） 5　旧選任基準本則第4号の講習の講師として講習の業

務に従事した経験を有する者

健康の保持増進対 1　産業医の要件を備えた医師

策 2　衛生管理者として5年以上労働衛生の実務に従事し

た経験を有する者

3　旧選任基準本則第4号の講習の講師として講習の業

務に従事した経験を有する者

労働衛生教育 1　職長等教育講師養成講座を修了した者

2　安全管理者選任時教育講師養成講座を修了した者

3　産業医の要件を備えた医師

4　安全管理者として5年以上産業安全の実務に従事し

た経験を有する者

5　衛生管理者として5年以上労働衛生の実務に従事し

た経験を有する者

6　旧選任基準本則第4号の講習の講師として講習の業

務に従事した経験を有する者

労働衛生関係法令 1　職長等教育講師養成講座を修了した者

2　安全管理者選任時教育講師養成講座を修了した者

3　産業医の要件を備えた医師

4　安全管理者として5年以上産業安全の実務に従事し

た経験を有する者

5　衛生管理者として5年以上労働衛生の実務に従事し

た経験を有する者

6　旧選任基準本則第4号の講習の講師として講習の業

務に従事した経験を有する者

（4）業務規程（登録省令第1条の2の7関係）



　ア　登録省令第1条の2の7第1項第6号に規定する修了証σ）発行に関する事項にっ

　　いては、当該修了証の発行及び再発行に関する手続に関することが明らかになって

　　いるものであること。

　イ　登録省令第1条の2の7第8号に規定する安全衛生推進者等養成講習の実施に関

　　する計画については、安全衛生推進者等養成講習の実施時期、会場、受講者数、講

　　師等が明らかになっているものであること。

（5）経過措置（改正省令附則第2条関係）

　ア　平成21年3月31日の時点において、安全衛生推進者等の選任に関する基準の一

　　部を改正する件（平成21年労働省告示第132号）による改正前の安全衛生推進者

　　等の選任に関する基準本則第4号の規定に基づく講習を行っている者は、平成21年

　　9月30日までの間、改正省令による改正後の安衛則第12条の3第1項の規定に基

　　づく都道府県労働局長の登録を受けた者とみなされるものであること。

　イ　平成21年3月30日までに、アの講習を修了した者は、安全衛生推進者等養成講

　　習を修了した者とみなされるものであること。

（6）その他

　　安全衛生推進者等養成講習の修了者に対し、法第19条の2に基づく安全衛生推進者

　能力向上教育（初任時）を行わなくて差し支えないこと。

2　指定産業医研修機関

（1）産業医の要件（安衛則第14条第2項第1号関係）

　　　安衛則第14条第2項第1号の規定に基づき、厚生労働大臣の指定する者が行う研修（

　　以下「産業医研修」という。）を修了した者は、産業医の要件を備えた者とするものであ

　　ること。

（2）指定（登録省令第1条の2の16関係）

　　　申請者が財団法人である場合の寄附行為の取扱いについては、1（2）と同様であ

　　ること。

（3）指定基準（登録省令第1条の2の17関係）

　　産業医研修の研修科目の範囲、履修方法及び時間は、労働安全衛生法及びこれに基

　づく命令に係る登録及び指定に関する省令第1条の2の18第1項第3号の規定に基

　づき厚生労働大臣が定める産業医研修の研修科目の範囲、履修方法及び時間（平成2

　　1年厚生労働省告示第136号）一によることとするものであること。

（4）業務規程（登録省令第1条の2の19関係）

　　登録省令第1条の2の19第1項第4号に規定する修了証の発行に関する事項にっ

　　いては、1（4）アと同様であること。

（5）経過措置（改正省令附則第2条関係）

　　ア　平成21年3月31目の時点において、改正省令による改正前の安衛則第1．4条第

　　　2項第1号の規定に基づき厚生労働大臣が定める研修を行っている者は、改正省令に

　　　よる改正後の安衛則第14条第2項第1号の規定に基づく指定を受けている者とみ

　　　なされるものであること。



イ　平成21年3月300までに、アの厚生労働大臣が定める研修を修了した者は、産

　業医研修を修了した者とみなされるもび）であること。

3　指定産業医実習機関

（1）産業医の要件（安衛則第14条第2項第2号関係）

　　　安衛則第14条第2項第2号の規定に基づき産業医の養成等を行うことを目的とする

　　医学の正規の課程を設置している産業医科大学その他の大学であって厚生労働大臣が指

　　定するものにおいて当該課程を修めて卒業した者であって、その大学が行う実習（以下「

　　産業医実習」という。）を履修した者は、産業医の要件を備えた者とするものであること。

（2）指定基準（登録省令第1条の2の32関係）

　ア　登録省令第1条の2の17第1項第1号に掲げる産業医研修の業務の適切かつ確実な

　　実施に適合した大学とは、次に掲げる実施方法等を満たすものであること。

　　（ア）産業医の養成等を行うために必要な大学内における産業医学実習施設及び産業医学

　　　教育の協力事業場を有していること。

　　（イ）産業医学に関する講義等のうち専門的知識を有し、かつ産業医としての十分な活動

　　　の経験を有する者、労働衛生コンサルタント資格を有する者又はこれらに準ずる者に

　　　　よって行われるものであること。

　　（ウ）おおむね240時間程度の産業医学に関する講義等を実施し、当該課程における必

　　　須受講単位とするものであること。

　　（エ）（ウ）に定めるおおむね240時間程度の産業医学に関する講義等の中で、登録省令

　　　第1条の2の32第1項第3号のイからへまでに定める科目について40時間以上の

　　　講義を実施するものであること。

　　（オ）（ウ）に定めるおおむね240時間程度の産業医学に関する講義等の中で、産業医学

　　　　に関する大学内の実習をおおむね20時間程度実施するものであること。

　　（カ）（ウ）に定めるおおむね240時間程度の産業医学に関する講義等の中で、五日間の

　　　連続した協力事業場における実習を実施するものであること。

　　（キ）（ウ）に定めるおおむね240時間程度の産業医学に関する講義等の中で、医師免許

　　　取得前の学生のための臨床医学と産業医学を融合したおおむね36時間程度の講義を

　　　含むものであること。

　イ　産業医実習の実習科目の範囲及び時間は、労働安全衛生法及びこれに基づく命令に

　　係る登録及び指定に関する省令第1条の2の32第1項第3号の規定に基づき厚生

　　労働大臣が定める産業医実習の実習科目の範囲及び時間（平成21年厚生労働省告示

　　第137号）によることとするものであること。

（3）業務規程（登録省令第1条の2の34関係）

　　　登録省令第1条の2の34第1項第4号に規定する修了証の発行に関する事項にっ

　　いては、1（4）アと同様であること。

（4）経過措置（改正省令附則第2条関係）

　　ア　平成21年3月31目の時点において、改正省令による改正前の安衛則第14条第

　　　2項第2号の規定に基づく指定を受けている者は、改正省令による改正後の安衛則第



　14条第2項第2号の規定に基づく指定を受けていろ者とみなされるものであるこ

　と。

イ　平成21年3月30日までに、改正省令による改正前の安衛則第14条第2項第2

　号の規定に基づき厚生労働大臣が指定する大学において厚生労働大臣が定める実習

　を履修した者は、産業医実習を履修した者とみなされるものであること。

4　登録較正機関

（1）粉じん濃度の測定の特例許可及び較正された測定機器の較正（粉じん則第26条第3

　　項関係）

　　　粉じん障害防止規則（昭和54年労働省令第54号。以下「粉じん則」という。）第

　　26条第3項の規定に基づき、粉じん濃度の測定について労働基準監督署長による特例

　　許可を受ける場合には、厚生労働大臣の登録を受けた者（以下「登録較正機関」という。

　　）により定期に較正された測定機器を使用しなければならないこととするものであるこ

　　と。

（2）登録（登録省令第19条の24の2関係）

　　　申請者が財団法人である場合の寄附行為の取扱いについては、1（2）と同様であ

　　ること。

（3）登録基準（登録省令第19条の24の4関係）

　　　登録省令第19条の24の4第1項第1号イからルまでに掲げる機械器具はすべて

　　、登録申請時において、有している必要があること。なお「有する」とは、所有権の

　　有無を問わず随時使用可能な状態におかれているものであること。

（4）業務規程（登録省令第19条の24の8関係）

　　　登録省令第19条の24の8第1項第5号に規定する較正証の発行に関する事項にっ

　　いでは、1（4）アと同様であること。

（5）経過措置（改正省令附則第2条関係）

　　ア　平成21年3月31日の時点において、作業環境測定基準の一部を改正する件（平

　　　成21年厚生労働省告示第129号）による改正前の作業環境測定基準（昭和51年

　　　労働省告示第46号）第2条第3項の規定に基づく厚生労働省労働基準局長の指定を

　　　受けた者は、平成21年9月30目までの間、改正省令による改正後の粉じん則第2

　　　6条第3項規定に基づく厚生労働大臣の登録を受けた者とみなされるものであるこ

　　　と。

　　イ　平成21年3月30日までに、アの厚生労働省労働基準局長の指定を受けた者が行

　　　つた較正は、登録較正機関が行った較正とみなされるものであること。

5　登録発破実技講習機関

（1）発破技士免許試験の受験資格（安衛則別表第5の4の表関係）

　　安衛則別表第5の4の表第3号の規定に基づき、都道府県労働局長の登録を受けた

　者が行う発破実技講習（以下「発破実技講習」という。）を修了した者は発破技士免許

　試験の受験資格を備えた者とするものであること。



（2）登録（登録省令第19条の24の17関係）

　　申請者が財団法人であろ場合の寄附行為の取扱いについては、1（2）と同様であ

　ること、

（3）登録基準（登録省令第19条の24の19関係）

　ア　発破実技講習の講習科目の範囲、時間等は、労働安全衛生法及びこれに基づく命

　　令に係る登録及び指定に関する省令第19条の24の19第1項第1号の規定に基

　　づき厚生労働大臣が定める発破実技講習の実施方法（平成21年厚生労働省告示第

　　　138号）によることとするものであること。

　イ　登録省令第19条の24の19第1項第2号の表の「条件」の欄の「同等以上の

　　知識経験を有する者」には、次の表の左欄に掲げる講習科目に応じ、同表の右欄に

　　掲げる者が含まれること。

講習科目

火薬類の取扱い

同等以上の知識経験を有する者

　8年勅令第36号）による中等学校を含む。）又は中等

教育学校（以下「高等学校等」という。）において応用

化学、土木工学等に関する学科を卒業した者で、その

後5年以上産業用火薬類の製造等の業務に従事した経

験を有するもの

厚生労働省告示第号）による改正前の発破技士免許試験規

程（昭和47年労働省告示第97号）第4号の発破実技講

習（以下「旧発破実技講習」という。）の「火薬類の取扱

い」の科目の講師として講習の業務に従事した経験を有

する者

1　学校教育法による高等学校（旧中等学校令（昭和1

2　発破技士免許試験規程の一部を改正する件（平成21年

（4）業務規程（登録省令第19条の24の23関係）

　ア　登録省令第19条の24の23第1項第6号に規定する修了証の発行に関する事

　　項については、1（4）アと同様であること。

　イ　登録省令第19条の24の23第1項第8号に規定する発破実技講習の実施に関

　　する計画に関する事項については、1（4）イと同様であること。

（5）経過措置（改正省令附則第2条関係）

　ア　平成21年3月31目の時点において、旧発破実技講習を行っている者は、平成2

　　1年9月30日までの間、改正省令による改正後の安衛則別表第5の4の表受験資格

　　の欄第3号の規定に基づく都道府県労働局長の登録を受けている者とみなされるも

　　のであること。

　イ　平成21年3月30日までに、アの発破実技講習を受けた者は、発破実技講習

　　を受けた者とみなされるものであること。

6　登録ボイラー実技講習機関

（1）二級ボイラー技士免許試験の受験資格（ボイラー則第101条関係）



　　ボイラ…及び圧力容器安全規則（昭和47年労働省令第33号。以下「ボイラー則」

　という。）第101条第3号二に基づき、都道府県労働局長の登録を受けた者が行うボ

　イラー実技講習（以下「ボイラー実技講習」という。）を修了した者は二級ボイラー技

　士免許試験の受験資格を備えた者とするものであること．

（2）登録（登録省令第19条の24の32関係）

　　申請者が財団法人である場合の寄附行為の取扱いについては、1（2）と同様であるこ

　　と。

（3）登録基準（登録省令第19条の24の34関係）

　ア　ボイラー実技講習の講習科目の範囲、時間等は、労働安全衛生法及びこれに基づ

　　く命令に係る登録及び指定に関する省令第19条の24の34第1項第1号の規定

　　に基づき厚生労働大臣が定めるボイラー実技講習の実施方法（平成21年厚生労働

　　省告示第139号）によることとするものであること。

　イ　ボイラー実技講習に使用するボイラーは、油だき又はガスだきボイラー（小型ボ

　　イラーを除く。）とすること。この場合において必ずしも付属設備がなくても差し支

　　えないこと。また、付属品は教材用として別途用意しておくことが望ましいこと。

　ウ　運転中のボイラーを用いた講習の部分において、講習効果を勘案の上、必要に応

　　じ、シミュレータを補完的に併用して差し支えないこと。

（4）業務規程（登録省令第19条の24の38関係）

　ア　第19条の24の38第1項第6号に規定する修了証の発行に関する事項につい

　　ては、1（4）アと同様であること。

　イ　第19条の24の38第1項第8号に規定するボイラー実技講習の実施に関する

　　計画に関する事項については、1（4）イと同様であること。

（5）経過措置（改正省令附則第2条関係）

　ア　平成21年3月31日の時点において、ボイラー技士、ボイラー溶接士及びボイラ

　　一整備士免許規程の一部を改正する件（平成21年労働省告示第126号）による改

　　正前のボイラー技士、ボイラー溶接士及びボイラー整備士免許規程（昭和47年労働

　　省告示第116号）第3条第2号の規定に基づくボイラー実技講習を行っている者は

　　、平成21年9月30日までの間、改正省令による改正後のボイラー則第101条第

　　3号二の規定に基づく都道府県労働局長の登録を受けている者とみなされるもので

　　あること。

　イ　平成21年3月31目までに、アのボイラー実技講習を修了した者は、ボイラー実

　　技講習を修了した者とみなされるものであること。

7　登録コンサルタント講習機関

（1）コンサルタント試験の受験資格（コンサルタント則第2条及び第11条関係）

　　　労働安全コンサルタント及び労働衛生コンサルタント規則（昭和48年労働省令第

　　3号。以下「コンサルタント則」という。）第2条第7号又は第11条第10号の規定

　　に基づき、厚生労働大臣の登録を受けた者が行う安全に関する講習又は衛生に関する

　講習（以下「コンサルタント講習」という。）を修了した者はそれぞれ労働安全コンサ



　ルタント又は労働衛生コンサルタントの受験資格を備えた者とするものであそ）こと。

（2）　登録　（登録省令第25条（ノ）4関｛系）

　　申請者が財団法人である場合の寄附行為の取扱いについては、1（2）と同様であ

　ること。

（3）登録基準（登録省令第25条の6関係）

　ア　コンサルタント講習の講習科目の範囲及び時間は、労働安全衛生法及びこれに基

　　づく命令に係る登録及び指定に関する省令第25条の6第1項第1号の規定に基づ

　　き厚生労働大臣が定めるコンサルタント講習の講習科目の範囲及び時間（平成21

　　年厚生労働省告示第140号）によることとするものであること。

　イ　登録省令第25条の6第1項第2号イ及びロの表の「条件」の欄の「同等以上の

　　知識経験を有する者」には、次の表の左欄に掲げる講習科目に応じ、それぞれ同表

　　の右欄に掲げる者が含まれること。

　　（ア）安全に関する講習の講師

講習科目 同等以上の知識経験を有する者

産業安全一般 1　コンサルタント則第2条第1号から第7号までに定

ﾟる者

Q　労働安全コンサルタント及び労働衛生コンサルタン

@ト規程（昭和48年労働省告示第37号。以下「コン

Tルタント規程」という。）第1条各号に定める者

産業安全関係法

ﾟ
1　高等学校等を卒業した者であって、その後3年以上

ﾀ全の実務に従事した経験を有するもの

Q　5年以上安全の実務に従事した経験を有する者

（イ）衛生に関する講習の講師

講習科目

労働衛生一般

労働衛生関係法

令

条件

に定める者

2　コンサルタント規程第3条各号に定める者

1　コンサルタント則第11条第1号から第10号まで

衛生の実務に従事した経験を有するもの

2　5年以上衛生の実務に従事した経験を有する者

1　高等学校等を卒業した者であって、その後3年以上

（4）業務規程（登録省令第25条の10関係）

　ア　登録省令第25条の10第1項第6号に規定する修了証の発行に関する事項にっ

　　いては、1（4）アと同様であること。

　イ　登録省令第25条の10第1項第8号に規定するコンサルタント講習の実施に関

　　する計画に関する事項については、1（4）イと同様であること。

（5）経過措置（改正省令附則第2条関係）

　ア　平成21年3月31日の時点において、改正省令による改正前のコンサルタント則

　　第2条第7号又は第11条第10号の規定に基づき厚生労働大臣が指定する安全に

　　関する講習又は衛生に関する講習を行っている者は、平成21年9月30目までの間



　、それぞれ改IE省令による改正後のコンサルタント則窮2条第7号又は第1！条第1

　0号の規定に基づく厚生労働大臣の登録を受けている者とみなされる竜）のであるこ

　と、

イ　平成21年3月30日までに、アの安全に関する講習又は衛生に関する講習を修了

　した者は、それぞれ安全に関する講習又は衛生に関する講習を修了した者とみなされ

　るものであること。

8　指定筆記試験免除講習機関

（1）コンサルタント試験の筆記試験の免除資格（コンサルタント則第13条第1項関係）

　　　コンサルタント則第13条第1項の表第11条第2号又は第3号に掲げる者の項に

　基づき、医師国家試験合格者等であって、厚生労働大臣の指定を受けた者が行う講習

　　（以下「筆記試験免除講習」という。）を修了した者は、労働衛生コンサルタント試験

　　の筆記試験のうち、保健衛生の区分に係る筆記試験が免除されることとするものであ

　　ること。

（2）指定（登録省令第25条の20関係）

　　　申請者が財団法人である場合の寄附行為の取扱いについては、1（2）と同様であ

　　ること。

（3）指定基準（登録省令第25条の21関係）

　　ア　筆記試験免除講習の講習科目の範囲及び時間は、労働安全衛生法及びこれに基づ

　　　く命令に係る登録及び指定に関する省令第25条の21第1項第3号の規定に基づ

　　　き厚生労働大臣が定める筆記試験免除講習の講習科目の範囲及び時間（平成21年

　　　厚生労働省告示第141号）によることとするものであること。

　　イ　登録省令第25条の21第1項第4号の表の「条件」の欄の「同等以上の知識経

　　　験を有する者」には、次の表の左欄に掲げる講習科目に応じ、それぞれ同表の右欄・

　　　に掲げる者が含まれること。

講習科目 同等以上の知識経験を有する者

労働衛生一般及び健康

ﾇ理

1　コンサルタント則第11条第1号から第10号まで

ﾉ定める者

Q　コンサルタント規程第3条各号に定める者

労働衛生関係法令 1　高等学校等を卒業した者であって、その後3年以上

q生の実務に従事した経験を有するもの

Q　5年以上衛生の実務に従事した経験を有する者

（4）業務規程（登録省令第25条の23関係）

　　第25条の23第1項第6号に規定する修了証の発行に関する事項については、1

　　（4）アと同様であること。

（5）経過措置（改正省令附則第2条関係）

　ア　平成21年3月31日の時点において、改正省令による改正前のコンサルタント則

　　第13条第1項の表「医師国家試験合格者又は歯科医師国家試験合格者」の項の講習

　　を行っている者は、改正省令による改正後のコンサルタント則第13条第1項の表「



　第］1条第2号又は第3号に掲げる者」の項の規定に基づく厚生労働大臣の指定を受

　けている者とみなされるものであること。

イ　平成21年3月30日までに、アの講習を修了した者は、筆記試験免除講習を修了

　した者とみなされるものであること。

9　登録計画作成参画者研修機関

（1）計画の作成に参画する者の資格（安衛則別表第9関係）

　　法第88条第5項に基づく厚生労働省令で定める資格を有する者の資格について、

　安衛則別表第9の表の資格の欄の規定に基づき、厚生労働大臣の登録を受けた者が行

　　う研修（以下「計画作成参加者研修」という。）を修了した者は厚生労働省令で定める

　資格を備えた者であるとするものであること。

（2）登録（登録省令第53条関係）

　　　申請者が財団法人である場合の寄附行為の取扱いについては、1（2）と同様であ

　　ること。

（3）登録基準（登録省令第55条関係）

　　　計画作成参加者研修の研修科目の範囲及び時間は、労働安全衛生法及びこれに基づ

　　く命令に係る登録及び指定に関する省令第55条第1項第1号の規定に基づき厚生労

　働大臣が定める計画作成参画者研修の研修科目の範囲及び時間（平成21年厚生労働

　省告示第142号）によることとするものであること。

（4）業務規程（登録省令第59条関係）

　　ア　登録省令第59条第1項第6号に規定する修了証の発行に関する事項については

　　　、1（4）アと同様であること。

　　イ　登録省令第59条第1項第8号に規定する計画作成参画者研修の実施に関する計

　　　画に関する事項については、1（4）イと同様であること。

（5）経過措置（改正省令附則第2条関係）

　　ア　平成21年3月31目の時点において、平成21年厚生労働省告示第147号によ

　　　る廃止前の昭和56年労働省告示第56号（労働安全衛生規則別表第九資格の欄の規

　　　定に基づき厚生労働大臣が定める研修を定める件）第1条第3号の指定又は同告示第

　　　2条第2号において準用する第1条第3号の指定を受けている者は、平成21年9月

　　　30目までの間、改正省令による改正後の安衛則別表第9の表の資格の欄に規定する

　　　厚生労働大臣の登録を受けている者とみなされるものであること。

　　イ　平成21年3月30日までに、アの厚生労働省労働基準局長が指定する研修を修了

　　　した者は、計画作成参画者研修を修了した者とみなされるものであること。

10　指定労働災害防止業務従事者講習機関

（1）指定（登録省令第68条等関係）

　　　改正省令による改正前の安衛則第95条の4に規定されていた法第99条の2に基づ

　　く労働災害防止業務従事者に対する講習（以下「労働災害防止業務従事者講習」という。

　　）の内容等を、新たに登録省令第8章に規定するとともに、指定基準の明確化等を図るも



　のてあること。

（2）指定基準（登録省令第69条関係）

　　労働災害防止業務従事者講習の講習科目の範囲及び時間は、労働安全衛生法及びこ

　れに基づく命令に係る登録及び指定に関する省令第69条第1項第3号の規定に基づ

　き厚生労働大臣が定める労働災害防止業務従事者講習の講習科目の範囲及び時間（平

　成21年厚生労働省告示第143号）によることとするものであること。

（3）業務規程（登録省令第72条関係）

　ア　登録省令第72条第1項第6号に規定する修了証の発行に関する事項については

　　、1（4）アと同様であること。

　イ　講習の実施に当たっては、法第19条の2に規定する能力向上教育又は法第60

　　条の2に規定する安全衛生教育と併せて実施しても差し支えないこと。

（4）経過措置（改正省令附則第2条関係）

　　平成21年3月31目の時点において、法第99条の2第1項の指定を受け・労働災

　害防止業務従事者労働災害再発防止講習規程を廃止する件（平成21年労働省告示第1

　50号）による廃止前の労働災害防止業務従事者労働災害再発防止講習規程（平成4年

　労働省告示第80号）に規定する講習を行っている者は、労働安全衛生法第99条の2

　第1項の規定に基づく都道府県労働局長の指定を受けている者とみなされるものであ

　ること。

11　指定就業制限業務従事者講習機関

（1）指定（登録省令第82条等関係）

　　　改正省令による改正前の安衛則第95条の5に規定されていた法第99条の3に基づ

　　く就業制限業務従事者に対する講習（以下「就業制限業務従事者講習」という。）の内容等

　を、新たに登録省令第9章に規定するとともに、指定基準の明確化等を図るものであるこ

　　と。

（2）指定基準（登録省令第83条関係）

　　　就業制限業務従事者講習の講習科目の範囲及び時間は、労働安全衛生法及びこれに

　　基づく命令に係る登録及び指定に関する省令第83条第1項第3号の規定に基づき厚

　　生労働大臣が定める就業制限業務従事者講習の講習科目の範囲及び時間（平成21年

　　厚生労働省告示第144号）によることとするものであること。

（3）業務規程（登録省令第86条関係）

　　ア　登録省令第86条第1項第6号に規定する修了証の発行に関する事項については

　　　、1（4）アと同様であること。

　　イ　講習の実施に当たっては、法第19条の2に規定する能力向上教育又は法第60

　　　条の2に規定する安全衛生教育と併せて実施しても差し支えないこと。

（4）経過措置（改正省令附則第2条関係）

　　　平成21年3月31目の時点において、法第99条の3第1項の指定を受け、クレー

　　ン・デリック運転士等労働災害再発防止講習規程を廃止する件（平成21年労働省告示

　　第151号）による廃止前のクレーン・デリック運転士等労働災害再発防止講習規程（



！F成4年労働省告示第8L号）等に規定する講習を行っている者は、法第91）条の3第

／項の規定に基づく都道府県労働局長の指定を受けている者とみなされるものである

こと。

12　指定記録保存機関

（1）線量の測定結果等の厚生労働大臣の指定する機関への引き渡し（電離則第9条、第

　　57条、第61条の2及び第62条関係）

　　電離放射線障害防止規則（昭和47年労働省令第41号。以下「電離則」という。）第9

　条第2項（第62条において準用する場合を含む。）、第57条及び第61条の2（第62

　条において準用する場合を含む。）に規定する厚生労働大臣が指定する機関について、指定

　基準、実施義務等を明確化したものであること。

（2）指定（登録省令第96条関係）

　　　申請者が財団法人である場合の寄附行為の取扱いについては、1（2）と同様であ

　　ること。

13　登録大学等

（1）第2種作業環境測定士となる資格（作環則第5条の2関係）

　　作業環境測定法施行規則（昭和50年労働省令第20号。以下「作環則」という。）

　第5条の2の規定に基づき、厚生労働大臣の登録を受けた大学等（以下「登録大学等」

　　という。）において、必要な知識及び技能を付与する科目を修めて卒業した者等は、第

　　2種作業環境測定士となる資格を有する者とするものであること。

（2）登録（作環則第5条の3関係）

　　　作環則第5条の3第3項第6号には、第2種作業環境測定士となるために必要な知

　識及び技能を付与する科目として申請するものに係る単位の取得等に関する事項を含

　　むものであること。

（3）登録基準（作環則第5条の5関係）

　　ア　作環則第5条の2各号に掲げる科目の範囲、時間等は、作業環境測定法施行規則

　　　第5条の5第1項第1号の規定に基づき厚生労働大臣が定める講習科目の実施方法

　　　（平成21年厚生労働省告示第145号）によることとするものであること。

　　イ　作環則第5条の5第1項第2号の表の「条件」の欄の「同等以上の知識経験を有

　　　する者」には、次の表の左欄に掲げる科目に応じ、それぞれ同表の右欄に掲げる者

　　　が含まれること。

科目 同等以上の知識経験を有する者

労働衛生一般及び労働衛生管理 労働衛生コンサルタント試験に合格した者

労働衛生関係法令 労働衛生コンサルタント試験に合格した者

作業環境について行うデザイン

yびサンプリング及び作業環境

ﾌ評価

第2種作業環境測定士として5年以上作業環境

ｪ定の実務に従事した経験を有する者

作業環境について行う分析 環境計量士又は技術士として3年以上空気環境



1その他の環境の碇の実務に毛遊事した経験を劃

する者

　ウ　作環則第5条の5第1項第2号ハについては、同一人が複数の作業場の種類にっ

　　いて登録を受けていることを妨げるものではないこと。

　工　作環則第5条の5第1項第3号の「その他教育上又は訓練上必要な機器、設備」

　　には、労働衛生保護具、デザイン及びサンプリングに必要な機器等が含まれるもの

　　であること。

（4）経過措置（改正省令附則第2条関係）

　ア　平成21年3月31目の時点において、改正省令による改正前の作環則第5条の

　　　2の規定に基づき厚生労働大臣が認定する大学等は、平成22年3月31目までの

　　間、改正省令による改正後の作環則第5条の2の規定に基づく登録大学等とみなさ

　　れるものであること。

　イ　平成21年3月30目までに、アの厚生労働大臣が認定する大学等において、厚生

　　労働大臣が指定する科目を修めて卒業した者等は、登録大学等において必要な知識及

　　び技能を付与する科目を修めて卒業した者等とみなされるものであること。

14　登録試験免除講習機関

（1）作業環境測定士試験の免除（作環則第17条関係）

　　作環則第17条第2号及び第16号の規定に基づき、作業環境測定士試験のうち、

　環境計量士の登録を受けた者及び第1種衛生管理者免許等を受けた者で一定の実務経

　験を有するものが厚生労働大臣の登録を受けた者が行う講習（以下「試験免除講習」

　　という。）を修了した場合には、一部の試験科目が免除されることとするものであるこ

　　と。

　　　また、改正省令による改正前の作環則第17条第18号及び第20号の規定に基づ

　　く労働衛生専門官等行政関係者に対する作業環境測定士試験の一部を免除する制度を

　廃止するものであること。

（2）登録（作環則第17条の2関係）

　　　申請者が財団法人である場合の寄附行為の取扱いについては、1（2）と同様であ

　　ること。

（3）登録基準（作環則第17条の4関係）

　　ア　試験免除講習の講習科目の範囲、時間及び試験方法は、作業環境測定法施行規則

　　　第17条の4第1項第1号の規定に基づき厚生労働大臣が定める試験免除講習の講

　　　習科目の範囲、時間及び試験方法（平成21年厚生労働省告示第146号）による

　　　こととするものであること。

　　イ　作環則第17条の4第1項第2号の表の「条件」の欄の「同等以上の知識経験を

　　　有する者」には、次の表の左欄に掲げる講習科目に応じ、それぞれ同表の右欄に掲

　　　げる者が含まれること。

講習科目 同等以上の知識経験を有する者

労働衛生一般 1　学校教育法（昭和22年法律第26号）による大学



U　oノ　ジ疫学よ1口」守・子1］f1メ．　、，1ロモf　I』ゴ　し〉しTコ　k刀て口u　u　r　ゐノ」

令第61号）による専門学校を含む。）（以下「大学等」

という。）において理科系統の正規の課程を修めて卒業

した者であって、その後3年以上労働衛生の研究に従

事した経験を有するもの

2　労働衛生コンサルタント試験に合格した者

労働衛生関係法令 1　大学等を卒業した者であって、その後3年以上労働

衛生の研究に従事した経験を有するもの

2　労働衛生コンサルタント試験に合格した者

qiコ大学令（大正711三勅令第388一号による人学を含・

む。）又は高等専門学校（旧専門学校令（明治36年勅

（4）業務規程（作環則第17条の8関係）

　ア　作環則第17条の8第1項第7号に規定する修了証の発行に関する事項について

　　は、1（4）アと同様であること。

　イ　作環則第17条の8第1項第9号に規定する試験免除講習の実施に関する計画に

　　関する事項については、1（4）イと同様であること。

（5）経過措置（改正省令附則第2条関係）

　ア　平成21年3月31日の時点において、改正省令による改正前の作環則第17条第

　　2号又は同条第16号に基づく労働衛生一般及び労働衛生関係法令に関する講習を

　　行っている者は、平成21年9月30日までの間、それぞれ改正省令による改正後の

　　作環則第17条第2号又は同条第16号の規定に基づく厚生労働大臣の登録を受け

　　ている者とみなされるものであること。

イ　平成21年3月30目までに、アの講習を修了した者は、それぞれ作環則第17条第

　2号又は同条第16号の規定に基づく厚生労働大臣の登録を受けた者が行う労働衛生

　一般及び労働衛生関係法令に関する講習を修了した者とみなされるものであること。

第3　その他

　1　労働安全コンサルタント及び衛生コンサルタント試験の受験資格の一部改正

　　　コンサルタント』規程第1条第5号に規定する労働安全コンサルタント及び衛生コンサ

　　ルタント試験の受験資格の対象となる技能検定職種の見直しを行ったものであること。

　2　フォークリフトの特定自主検査を実施させることのできる資格の追加

　　　フォークリフトの特定自主検査を実施させることのできる資格として新たに、職業能力

　　開発促進法施行令（昭和44年政令第258号）別表に掲げる技能検定職種のうち、「産

　　業車両整備」に関する1級又は2級の技能検定に合格した者であって、次に示す研修を修

　　了したものを追加したこと。

　（1）「労働安全衛生規則第135条の3第2項及び第151条の24第2項の規定に基づ

　　　き厚生労働大臣が定める研修及び厚生労働大臣が定める者（昭和52年労働省告示第

　　　124号）」第4条第3号関係（事業内検査関係）

　　　ア　研修は、次に定める学科研修、実技研修及び検査実習により行われるものである

　　　　こと。



（ア）学科研修は、次の表の左欄に掲げる科目について同表の中欄に掲げる範囲に応

　じ、それぞれ同表の右欄に掲げる時間以上一行われるも（7）であること、

科目 丁　　　　　　　　範囲 時間

フォークリフトの検

ｸの方法に関する知

ｯ

分解及び組立ての方法

沚ｸの手順

沚ｸ機器の使用方法

e部分の異常の有無の判定方法

2，寺間→

関係法令 法、労働安全衛生法施行令（昭和47年政令第

R18号。以下「令」という。）及び安衛則中

ﾌ関係条項

tォークリフト構造規格（昭和47年労働省告

ｦ第89号）

1時間

　　（イ）実技研修は、フォークリフトの検査の方法（分解及び組立ての方法を含む。）

　　　について2．5時間以上行われるものであること。

　　（ウ）検査実習は、2基以上のフォークリフトを対象として安衛則第151条の21

　　　第1項各号に掲げる事項について行われるものであること。

　イ　研修の講師及び研修の実施方法については、昭和53年2月10目付け基発第82

　　号「事業者が特定自主検査をその使用する労働者に行わせるときの資格研修に関する

　　告示について」の記の1と同様であること。

（2）　「登録製造時等検査機関等に関する規則第19条の22第1項第1号等の規定に基

　づく厚生労働大臣が定める研修及び厚生労働大臣が定める者（昭和47年労働省告示

　第134号）」第4条第3号関係（検査業者による検査関係）

　ア　研修は、次に定める学科研修、実技研修及び検査実習により行われるものである

　　こと。

　　（ア）学科研修は、次の表の左欄に掲げる科目について同表の中欄に掲げる範囲に応

　　　じ、それぞれ同表の右欄に掲げる時間以上行われるものであること。

科目 範囲 時間

フォークリフトの検

ｸの方法に関する知

ｯ

分解及び組立ての方法

沚ｸの手順

沚ｸ機器の使用方法

e部分の異常の有無の判定方法

4時間

関係法令 法、令及び安衛則中の関係条項

tォークリフト構造規格

2時間

（イ）実技研修は、フォークリフトの検査の方法（分解及び組立ての方法を含む。）

　　について7時間以上行われるものであること。

（ウ）検査実習は、5基以上のフォークリフトを対象として安衛則第151条の21

　　第1項各号に掲げる事項について行われるものであること。

イ　研修の講師及び研修の実施方法については、昭和53年2月10目付け基発第83

　号「検査員等の資格等に関する規程の一部改正について」の記の1と同様であること。



3　その他この省令の施行に関し必要な経過措置を定めぞ）とともに、関係省令・告示の規定

　の整備を行ったものであること。

4　関係通達の整備

（1）関係通達の読替え

　　　登録省令等の施行に伴い、関係法令中の名称等が変更となったが、これまでに発出し

　　、なお効力を有する通達については、「登録製造時等検査機関等に関する規則」を「労

　　働安全衛生法及びこれに基づく命令に係る登録及び指定に関する省令」と、「代行機関

　　則」及び「機関則」を「登録省令」と読み替えて適用するものとする。

（2）関係通達の一部改正

　　ア　平成9年3月25日付け基発第193号「労働安全衛生規則等の一部を改正する省

　　　令の施行について」IVの第2の4（2）イ中「で、労働省労働基準局長が定める講習

　　　を修了したもの」を削り、ロ中「であって、労働省労働基準局長が定める講習を修了

　　　した者」を削る。

　　イ　次に掲げる通達の部分については、当該通達から削除する。

　　（ア）昭和38年3月18目付け基発第267号「ボイラ及び圧力容器安全規則の一部

　　　　改正について」の記の4から6まで

　　（イ）昭和47年10月27日付け基発第693号「安全関係免許規程および免許試験

　　　規程の施行について」の記の第2の2

（3）関係通達及び要綱の廃止

　　　次に掲げる通達及び要綱等については、廃止する。

　　ア　通達

　　（ア）昭和63年12月9目付け基発第749号「安全衛生推進者等養成講習について」

　　（イ）平成元年12月20目付け基発第663号「相対濃度指示方法による測定機器を

　　　　較正する者の指定等の要領及び当該測定機器の較正基準について」

　　（ウ）平成4年1月21目付け基発第30号「作業環境測定法施行規則の一部改正にっ

　　　　いて」

　　（エ）平成5年1月20目付け基発第35号「労働災害再発防止講習規程について」

　　（オ）平成5年1月20目付け基発第36号「労働災害再発防止講習機関の指定につい

　　　　て」

　　（カ）平成5年1月20日付け基発第37号「労働災害再発防止講習の受講指示につい

　　　　て」

　　（キ）平成8年8月22日付け基発第525号「作業環境測定法施行規則第17条第1

　　　　9号及び第21号の「労働省労働基準局長が指定する研修」について」

　　（ク）平成8年9月13目付け基発第567号「労働安全衛生規則第14条第2項第1

　　　　号の規定に基づき労働大臣が定める研修を定める告示の適用について」

　　（ケ）平成9年8月1目基発第547号「有機溶剤中毒予防規則第18条の2第1項第

　　　　1号の確認者に係る労働省労働基準局長が定める講習について」

　　イ　要綱等

　　（ア）昭和51年5月15目制定「作業環境測定法施行規則第17条第2号の「労働大



　臣が指定すろ労働衛生一般及び労働衛生関係法令に関する講習」の指定要綱」

（イ）昭和56年10月］．2日制定「作業環境測定法施行規則第！7条第17号び）「労

　働大臣が指定する講習」の指定要領」
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め
る
就
業
制
限

　
業
務
従
事
者
講
習
の
講
習
科
目
の
範
囲
及

　
び
時
間
を
定
め
る
件
（
同
一
四
四
）

O
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
第
五
条
の
五

　
第
一
項
第
一
号
の
規
定
忙
基
づ
き
厚
生
労

　
働
大
臣
が
定
め
る
科
目
の
実
施
方
法
を
定

　
め
る
件
（
同
一
四
五
）

○
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
第
十
七
条
の

　
四
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

　
労
働
大
臣
が
定
め
る
試
験
免
除
講
習
の
講

　
習
科
目
の
範
囲
、
時
間
及
び
試
験
方
法
を

　
定
め
る
件
ハ
同
一
四
六
）

○
昭
和
五
十
六
年
労
働
省
告
示
第
五
十
六
号

　
を
廃
止
す
る
件
（
同
一
四
七
）

O
平
成
三
年
労
働
省
告
示
第
八
十
七
号
を
廃

　
止
す
る
件
（
同
一
四
八
）

○
平
成
四
年
労
働
省
告
示
第
四
十
六
号
を
廃

　
止
す
る
件
（
同
一
四
九
）

○
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
労
働
災
害
再

　
発
防
止
講
習
規
程
を
廃
止
す
る
件

　
　
（
同
一
五
〇
）

，
○
ク
レ
ー
ン
、
デ
リ
ッ
ク
運
転
士
等
労
働
災

　
害
再
発
防
止
講
習
規
程
を
廃
止
す
る
件

　
　
（
同
一
五
一
）

○
車
両
系
建
設
機
械
運
転
業
務
従
事
者
労
働

　
災
害
再
発
防
止
講
習
規
程
を
廃
止
す
る
件

　
　
（
同
一
五
二
）

○
玉
掛
業
務
従
事
者
労
働
災
害
再
発
防
止
講

　
習
規
程
を
廃
止
す
る
件
（
同
一
五
三
）

○
平
成
八
年
労
働
省
告
示
第
十
一
号
を
廃
止

　
す
る
件
（
同
一
五
四
）

O
平
成
八
年
労
働
省
告
示
第
十
二
号
を
廃
止

　
す
る
件
（
同
一
五
五
）

七
四

七
五

七
六

○
平
成
八
年
労
働
省
告
示
第
八
十
号
を
廃
止

　
す
る
件
（
同
一
五
六
）

○
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
十
四
条
第
二
項
第

　
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

　
定
め
る
実
習
を
廃
止
す
る
件
（
同
一
五
七
）

O
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
旧
法

　
施
設
支
援
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に

　
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
（
同
一
五
八
）

O
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
及
び
基
準
該
当
障
害
福

　
祉
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定

　
に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
　
（
同
一
五
九
）

○
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
施
設
支
援
に

　
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準

．
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
六
〇
）

○
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
相
談
支
援
並
び

　
に
市
町
村
及
び
都
道
府
県
の
地
域
生
活
支

　
援
事
業
の
提
供
体
制
の
整
備
並
び
に
自
立

　
支
援
給
付
及
び
地
域
生
活
支
援
事
業
の
円

　
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
基
本
的
な

　
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
六
一
）

○
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
相
談

　
支
援
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す

　
る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
　
（
同
一
六
二
）

○
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
障
害
福
祉
サ
ー

　
ビ
ス
費
等
負
担
対
象
額
に
関
す
る
基
準
等

　
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
六
三
）

O
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
の
一
部
を

　
改
正
す
る
件
（
同
一
六
四
）

O
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
係
る

　
サ
ー
ビ
ス
管
理
を
行
う
者
と
し
て
厚
生
労

　
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
等
の
一
部
を
改
正

　
す
る
件
（
同
一
六
五
）

七
六

七九九
四

δ
三6

四
一。

ﾜ
○
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要
件
の
一
部
を

　
改
正
す
る
件
（
同
一
六
六
）

O
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
利
用
者
の
数
の

　
基
準
及
び
従
業
者
の
員
数
の
基
準
並
び
に

　
所
定
単
位
数
に
乗
じ
る
割
合
の
一
部
を
改

　
正
す
る
件
（
同
一
六
七
）

○
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準
の
一

　
部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
六
八
）

O
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

　
算
定
し
た
単
位
数
等
の
一
部
を
改
正
す
る

　
件
（
同
一
六
九
）

O
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備

　
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
第
百
七
十
一
条

　
並
び
に
第
百
八
十
四
条
に
お
い
て
準
用
す

　
る
同
令
第
二
十
二
条
及
び
第
百
四
十
四
条

　
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者

　
等
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
七
〇
）

O
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
等
の
一
部
を

　
改
正
す
る
件
（
同
一
七
一
）

○
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
の
一
部
を
改

　
正
す
る
件
（
同
一
七
二
）

O
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
児
童
等
の
一
部

　
を
改
正
す
る
件
（
同
一
七
三
）

O
障
害
児
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

　
区
分
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
七
四
）

O
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
一
単
位
の
単
価

　
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
一
七
五
）

O
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
及
び
基
準
該
当
障
害
福

　
祉
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定

　
に
関
す
る
基
準
等
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

　
臣
が
定
め
る
地
域
（
同
一
七
六
）

○
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
及
び
基
準
該
当
障
害
福

　
祉
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定

　
に
関
す
る
基
準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣

　
が
定
め
る
療
養
食
（
同
一
七
七
）

5
六

δ
七

δ
八6

九
二
〇

O
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
及
び
基
準
該
当
障
害
福

　
祉
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定

　
に
関
す
る
基
準
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣

　
が
定
め
る
研
修
（
同
一
七
八
）

O
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
第
七
百
九
十
二
条

　
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣

　
が
公
共
職
業
安
定
所
の
出
張
所
の
管
轄
区

　
域
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
（
同
一
七
九
）

O
都
道
府
県
が
行
う
補
助
金
等
の
交
付
に
関

　
す
る
事
務
の
一
部
を
改
正
す
る
件

　
（
同
一
八
O
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

　
破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

二
〇一

二
一
二
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O
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
五
号

　
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
及
び
作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）

の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
関
係
法
令
を
実
施
す
る
た
め
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の

よ
う
に
定
め
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
労
働
安
全
衛
生
規
則
等
の
｝
部
を
改
正
す
る
省
令

　
（
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条
　
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
十
二
条
の
三
中
「
選
任
は
、
」
の
下
に
「
都
道
府
県
労
働
局
長
の
登
録
を
受
け
た
者
が
行
う
講
習
を
修
了
し
た
者

　
そ
の
他
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　
2
　
次
に
掲
げ
る
者
は
、
前
項
の
講
習
の
講
習
科
目
（
安
全
衛
生
推
進
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
う
ち
厚
生
労
働

　
　
大
臣
が
定
め
る
も
の
の
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
一
　
第
五
条
各
号
に
掲
げ
る
者

　
　
二
　
第
十
条
各
号
に
掲
げ
る
者

　
　
第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
中
「
が
定
め
る
」
を
「
の
指
定
す
る
者
（
法
人
に
限
る
。
）
が
行
う
」
に
改
め
、
同
項
第

　
二
号
中
「
医
学
の
正
規
の
課
程
で
あ
っ
て
」
を
削
り
、
「
も
の
を
」
を
「
医
学
の
正
規
の
課
程
を
」
に
、
「
厚
生
労
働
大

　
臣
が
定
め
る
」
を
「
そ
の
大
学
が
行
う
」
に
改
め
ゑ

　
　
第
八
十
二
条
第
三
項
中
「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
等
に
関
す
る
規
則
」
を
「
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基

　
づ
く
命
令
に
係
る
翌
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
」
忙
改
め
る
。

　
　
第
九
十
五
条
の
四
及
び
第
九
十
五
条
の
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
第
九
十
五
条
の
四
及
び
第
九
十
五
条
の
五
　
削
除

　
　
別
表
第
五
の
四
の
表
受
験
資
格
の
欄
第
三
号
中
「
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
」
を
「
都
道
府
県
労
働
局
長
の
登
録

　
を
受
け
た
者
が
行
う
」
に
改
め
る
。

　
　
別
表
第
九
別
表
第
七
の
上
欄
第
十
号
に
掲
げ
る
機
械
等
に
係
る
工
事
の
項
第
一
号
ロ
、
別
表
第
七
の
上
欄
第
十
二

　
号
に
掲
げ
る
機
械
等
に
係
る
工
事
の
項
第
一
号
ロ
、
第
八
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
仕
事
及
び
第
九
十
条
第
一

　
号
に
掲
げ
る
仕
事
の
う
ち
建
設
の
仕
事
（
ダ
ム
の
建
設
の
仕
事
を
除
く
。
）
の
項
第
一
号
ロ
及
び
第
八
十
九
条
の
二
第

　
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
仕
事
及
び
第
九
十
条
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
仕
事
（
同
条
第
一
号
に

　
掲
げ
る
仕
事
に
あ
っ
て
は
ダ
ム
の
建
設
の
仕
事
に
、
同
条
第
二
号
、
第
二
号
の
二
及
ぴ
第
三
号
に
掲
げ
る
仕
事
に
あ

　
つ
て
は
建
設
の
仕
事
に
限
る
。
）
の
項
第
一
号
ハ
中
「
が
定
め
る
」
を
「
の
登
録
を
受
け
た
者
が
行
う
」
に
改
め
る
。

　
　
様
式
第
三
号
（
裏
面
）
別
表
中
「
常
識
3
ぴ
ぴ
8
」
を
「
S
猷
満
叫
ぴ
雌
（
蕗
＞
π
飼
ぴ
。
）
蓑
識
曽
ぴ
S
」
に
、
「
認

　
淋
鼠
輩
汁
緑
申
e
凄
S
洗
煉
d
猷
U
バ
殉
爵
昧
直
浮
田
昏
鵡
町
議
叫
ぴ
ぴ
e
π
肘
5
パ
」
を
「
煕
海
鼠
e
騰
蔦
類
酪
猷

　
」
臼
伴
嘩
皿
8
氏
叫
ぴ
」
に
改
め
、
「
難
船
磁
」
の
下
に
「
贈
翻
C
バ
5
ぴ
麟
藩
鼠
輩
汁
極
小
S
薗
e
冴
韓
d
母
U
バ

　
菰
肝
曝
藝
湯
田
黛
露
冊
叫
ぴ
げ
S
δ
肘
5
パ
脹
鷺
鶏
繭
嘩
」
を
加
え
、
「
’
輻
肝
瞭
直
沖
田
蓑
隣
呂
び
」
を
「
’
ホ
S

　
汁
悪
法
Φ
呼
」
に
改
め
る
。

　
　
様
式
第
十
八
号
備
考
3
中
「
隣
轟
燧
臨
黒
姫
薄
瞭
藻
瀦
婚
δ
濫
叫
ぴ
強
掴
一
」
」
を
「
昧
直
路
ゆ
惑
餅
蕗
淵
q
円
き
π

　
膳
q
〈
砂
診
δ
獄
ぴ
瞬
谿
澗
q
誌
祷
π
翻
叫
ぴ
鵬
ゆ
」
に
改
め
る
。

　
　
様
式
第
二
十
一
号
の
三
か
ら
第
二
十
一
号
の
六
ま
で
を
次
の
よ
う
起
改
め
る
。

　
様
式
第
二
十
一
号
の
三
か
ら
第
二
十
一
号
の
六
ま
で
　
削
除

　
　
（
ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

　
正
す
る
。

　
　
第
百
一
条
第
三
号
二
中
「
ハ
」
を
「
二
」
に
改
め
、
同
号
中
二
を
ホ
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
　
二
　
都
道
府
県
労
働
局
長
の
登
録
を
受
け
た
者
が
行
う
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
を
修
了
し
た
者

　
　
（
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
｝
部
改
正
）

第
三
条
　
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．

　
　
第
六
十
一
条
の
次
に
次
の
｝
条
を
加
え
る
。

　
　
〈
記
録
等
の
引
渡
し
）

　
第
六
十
一
条
の
二
　
第
九
条
第
二
項
の
記
録
を
作
成
し
、
保
存
す
る
事
業
者
は
、
事
業
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き

　
　
は
、
当
該
記
録
を
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
機
関
に
引
き
渡
す
も
の
と
す
る
。

　
2
　
電
離
放
射
線
健
康
診
断
個
人
票
を
作
成
し
、
保
存
す
る
事
業
者
は
、
事
業
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当

　
　
該
電
離
放
射
線
健
康
診
断
個
人
票
を
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
機
関
に
引
き
渡
す
も
の
と
す
る
。

　
　
第
六
十
二
条
中
「
並
び
に
第
五
十
四
条
第
四
項
」
を
「
、
第
五
十
四
条
第
四
項
並
び
に
前
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　
（
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
四
条
　
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

　
う
に
改
正
す
る
。

　
　
題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
・

　
　
　
　
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令

　
　
目
次
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
目
次

　
　
第
一
章
総
則
（
第
一
条
）

　
　
第
一
章
の
二
　
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
（
第
一
条
の
二
－
第
一
条
の
二
の
十
五
）

　
　
第
一
章
の
三
．
指
定
産
業
医
研
修
機
関
（
第
一
条
の
二
の
十
六
一
第
一
条
の
二
の
三
十
）

　
　
第
一
章
の
四
　
指
定
産
業
医
実
習
機
関
（
第
一
条
の
二
の
三
十
一
一
第
一
条
の
二
の
四
十
四
）

　
　
第
一
章
の
五
　
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
（
第
一
条
の
二
の
四
十
五
－
第
一
条
の
十
一
）

　
　
第
二
章
　
登
録
性
能
検
査
機
関
（
第
二
条
i
第
十
条
の
三
）

　
　
第
三
章
　
登
録
個
別
検
定
機
関
（
第
十
一
条
一
第
十
九
条
の
二
）

　
　
第
三
章
の
二
　
登
録
型
式
検
定
機
関
（
第
十
九
条
の
三
一
第
十
九
条
の
十
二
）

　
　
第
三
章
の
三
　
検
査
業
者
（
第
十
九
条
の
十
三
－
第
十
九
条
の
二
十
四
）

　
　
第
三
章
の
三
の
二
　
登
録
較
正
機
関
（
第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
－
第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
六
）

　
　
第
三
章
の
三
の
三
　
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
（
第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
七
一
第
十
九
条
の
二
十
四
の
三
十
一
）

　
　
第
三
章
の
三
の
四
　
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
（
第
十
九
条
の
二
十
四
の
三
十
二
一
第
十
九
条
の
二
十
四
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
十
六
）

　
．
第
三
章
の
四
　
指
定
試
験
機
関
（
第
十
九
条
の
二
十
五
－
第
十
九
条
の
三
十
八
）

　
　
第
四
章
　
登
録
教
習
機
関
（
第
二
十
条
一
第
二
十
五
条
の
三
）

　
　
第
四
章
の
二
　
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
（
第
二
十
五
条
の
四
一
第
二
十
五
条
の
十
九
）

　
　
第
四
章
の
三
　
指
定
筆
記
試
験
免
除
講
習
機
関
（
第
二
十
五
条
の
二
十
f
第
二
十
五
条
の
三
十
二
）

　
　
　
　
　
　
指
定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
機
関
（
第
二
十
六
条
－
第
三
十
八
条
）

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

第
十
章

附
則

指
定
登
録
機
関
（
第
三
十
九
条
一
第
五
十
二
条
）

登
録
計
画
作
成
参
画
者
研
修
機
関
（
第
五
十
三
条
－
第
六
十
七
条
）

指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
機
関
（
第
六
十
八
条
i
第
八
十
一
条
）

指
定
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
機
関
（
第
八
十
二
条
－
第
九
十
五
条
）

指
定
記
録
保
存
機
関
（
第
九
十
六
条
一
第
百
九
条
）

　
第
一
条
の
二
中
「
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
三
号
」
の
下
に
「
。
以
下
「
ボ
イ
ラ
ー
則
」
と
い
う
。
」
を
加

え
、
同
条
を
第
一
条
の
二
の
四
十
五
と
す
る
。

　
第
一
章
の
二
を
第
一
章
の
五
と
し
、
第
一
章
の
次
に
次
の
三
章
を
加
え
る
。

　
　
　
第
；
阜
の
二
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関

　
（
登
録
）

第
一
条
の
二
・
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
。
以
下
「
安
衛
則
」
と
い
う
．
）
第
十

　
二
条
の
三
第
一
項
の
登
録
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
登
録
」
と
い
う
．
）
は
、
次
の
区
分
ご
と
に
、
同
項
の

　
講
習
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

　
一
　
安
全
衛
生
推
進
者
養
成
講
習

　
二
　
衛
生
推
進
者
養
成
講
習
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2
　
登
録
の
申
請
を
し
ょ
う
と
す
る
者
は
、
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
登
録
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）

　
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
当
該
者
が
安
全
衛
生
推
進
者
養
成
講
習
又
は
衛
生
推
進
者
養
成
講
習
（
以
下
こ
の
章
に

　
お
い
て
「
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
」
と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
場
所
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長

　
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

　
二
　
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
住
民
票
の
写
し
（
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
外
国
人
登
録
証
明
書
の
写

　
　
し
）

　
三
　
申
請
者
が
次
条
各
号
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
面

　
四
　
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面

　
　
イ
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴

　
　
ロ
　
申
請
に
係
る
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
業
務
を
管
理
す
る
者
の
氏
名
及
び
略
歴

　
　
ハ
　
申
請
に
係
る
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
講
師
の
氏
名
、
略
歴
及
び
担
当
す
る
安
全
衛
生
推
進
者
等

　
　
　
養
成
講
習
の
講
習
科
目

　
　
二
　
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概

　
　
　
要

　
　
ホ
　
イ
か
ら
二
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
条
の
二
の
三
第
一
項
各
号
の
要
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

　
　
　
を
証
す
る
事
項

　
（
欠
格
条
項
）

第
一
条
の
二
の
二
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
一
　
法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又

　
　
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

　
二
　
第
一
条
の
二
の
十
二
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過

　
　
し
な
い
者
．

　
三
　
法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

　
（
登
録
基
準
）

第
一
条
の
二
の
三
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
第
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
し
た
者
が
次
に
掲
げ
る
要

　
件
の
す
べ
て
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
が
次
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に

　
　
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
イ
　
安
全
衛
生
推
進
者
養
成
講
習
に
あ
っ
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
コ
　
　
　
安
全
管
理

　
　
　
危
険
性
又
は
有
害
性
等
の
調
査
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
き
講
ず
る
措
置
等

　
　
　
作
業
環
境
管
理
及
び
作
業
管
理

　
　
　
健
康
の
保
持
増
進
対
策

　
　
　
安
全
衛
生
教
育

　
　
　
安
全
衛
生
関
係
法
令

　
　
置
等
を
含
む
。
）

　
㈲
　
労
働
衛
生
関
係
法
令

一
　
健
康
の
保
持
増
進
対
策

　
　
　
　一
　
労
働
衛
生
教
育

　
　
　
　

　
（
　
き
　
2

　
（
　
ラ
　
3

　
（
　
ラ
　
4

　
（
　
ラ
　
5

　
（
　
き
　
6
（ロ
　
衛
生
推
進
者
養
成
講
習
に
あ
っ
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

一
　
作
業
環
境
管
理
及
び
作
業
管
理
（
危
険
性
又
は
有
害
性
等
の
調
査
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
き
講
ず
る
措

　
1

　
（

二
　
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
講
師
が
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

　
イ
　
安
全
衛
生
推
進
者
養
成
講
習
に
あ
っ
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、

　
　
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
条
件
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
知
識
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
．

そ
れ
ぞ
れ
同

安 安 健 業作 等にの危 安 講
全 全 康 管業 基調険 全 習
衛 衛 の 理環 づ査性 管 科
生 生 保 境 き及又 理 目
関 教 持 管 講びは
係 雪

目 増 理 ずそ有
法 進 及 るの害
A
－

対 び 措結性
策 作 置果等

五四三二一 五四三二一 三二一 三　　　二一 い危 三　　　二一 i条

す（ て険 全条 件

前衛安労労 前衛安労労 前衛労 前る以労労 知性 前管第労労
各生全働働 各生全働働 二生働 二者下働働 識又 二理一働働
号管管衛安 号管管衛安 号管衛 号　こ災衛 経は 号士項災安
に理理生全 に理理生全 に理生 に　の害生 験有 に一に害全
揚土士ココ
ｰののンン
骼綜巣Tサ
ﾒ格格ルル
ﾆををタタ
ｯ有有ンン
凾ｷすトト
ﾈるる試試

掲士士ココ
ｰののンン
骼綜巣Tサ
ﾒ格格ルル
ﾆををタタ
ｯ有有ンン
凾ｷすトト
ﾈるる試試

掲士コ
ｰのン
骼巣T
ﾒ格ル
ﾆをタ
ｯ有ン
凾ｷト
ﾈる試

掲　号防コｰ
　
に
止
ン
る
　
お
団
サ
者
　
’
い
体
ル
と
　
一
法
タ
同
　
畏
第
ン
等
　
に
＋
占
以
　
　
r
＿
試

を害

L性
ｷ等
驍ﾌ
ﾒ調
ｸ
及
び

掲と規防コ
ｰい定止ン
驍､す団サ
ﾒ」る体ル
ﾆの安法タ
ｯ資全＿ン
刳i管昭ト
ﾈを理和試

上者者験験
ﾌ　　　　にに
m　　　合合

上者者験験
ﾌ　　　　にに・
m　　　合合

上者験
ﾌ　　に
m　　合
鑛馨

そ
の
結

上有士三験
ﾌす（十に
mる以九合

識　　　格格
o　　　しし
ｱ　　　たた
�@　　者者
L
す

識　　　格格
o　　　しし
ｱ　　　たた
�@　　者者
L
す

識　　格
o　　し
ｱ　　た
�@　者

L
す

識
理
語
格
経
　
士
一
し
験
　
一
に
た
を
　
と
規
者
有
　
い
定
す
　
う
す

果
に
基
づ
き
講

識者下年格
o　こ法し
ｱ　の律た
�@号第者
L　に百
ｷ　お十

る． る る る　　」る ず る　　い八
者 者 者 者　の衛 る 者　て号

資生 措 単）
格管 剛

直
に第

を理 に r十
有士 つ 安二

ロ
　
衛
生
推
進
者
養
成
講
習
に
あ
っ
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、

下
欄
に
掲
げ
る
条
件
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
知
識
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

健 ずそ有業作 講
康 るの善管業 習
の 措結性理環 科
保 置果等＿境 目
持 等にの危管
増 を基調険理
進 含づ査性及
対 むき及又び

、　策 」講びは作

三二一

O衛労

三二一

O衛労

条
件

二生働 二生働
号管衛 号管衛
に理生 に理生
掲士コ 掲士コ
げのン げのン
る資サ る資サ
者格ル 者格ル
とをタ とをタ
同有ン 同有ン
等すト 等すト
以る試 以る試
上者験 上者験
の　　に の　　に
知　　合 知　　合
識　　格 識　　格
経　　し 経　　し
験　　た 験　　た
を　　者 を　　者
有 有
す す
る る

者 者
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労 労

・　　働 働
衛 衛

生 生

関 教
係 云

同

法

A－

五四三二一 五四三二一

前衛安労労 前衛安労労
各生全働働 各生全働働
号管管衛安 号管管衛安
に理理生全 に理理生全
掲士士ココ 掲士士ココ
げののンン げののンン
る資資ササ る資資ササ
者格格ルル 者格格ルル
とををタタ とををタタ
同有有ンン 同有有ンン
等すすトト 等すすトト
以るる試試 以るる試試
上者者験験 上者者験験
の　　　　にに の　　　　にに
知　　　合合 知　　　合合
識　　　格格 識　　　格格
経　　　しし 経　　　しし
験’　　たた 験　　　たた
を　　　者者 を　　　者者
有 有
す す
る る

者 者

　
三
　
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
業
務
を
管
理
す
る
者
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
。

2
　
登
録
は
、
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
登
録
簿
に
次
の
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

　
一
　
登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

　
　
　
　
　
　
　
り

　
二
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

　
三
　
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

　
四
第
一
条
の
二
第
一
項
の
区
分

　
（
登
録
の
更
新
）

第
一
条
の
二
の
四
　
登
録
は
、
五
年
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、
そ
の
効

　
力
を
失
う
。

2
　
前
三
条
の
規
定
は
、
前
項
の
登
録
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
（
実
施
義
務
）

第
一
条
の
二
の
五
　
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
」
と

　
い
う
。
）
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
毎
事
業
年
度
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
安
全
衛
生
推
進
者
等
養

　
成
講
習
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
従
っ
て
公
正
に
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
を
行
わ
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
実
施
時
期
、
実
施
場
所
、
講
習
科
且
、
時
間
及
び
受
講
定
員
に
関
す
る
事

　
　
項

　
二
　
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
講
師
の
氏
名

2
　
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
開
始
前
に
（
登
録
を
受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年

　
度
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
登
録
を
受
け
た
後
遅
滞
な
く
）
、
実
施
計
画
届
出
書
（
様
式
第
一
号
の
二
）
に
前
項
の
規

　
定
に
よ
り
作
成
し
た
計
画
を
添
え
て
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更

　
し
ょ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

3
　
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き

　
は
、
実
施
計
画
変
更
届
出
書
（
様
式
第
一
号
の
三
）
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
は
、
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
を
修
了
し
た
者
に
対
し
、
遅
滞

　
な
く
、
修
了
の
事
実
を
証
す
る
証
明
書
（
以
下
「
修
了
証
」
と
い
う
．
）
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
　
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
一
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
に
実
施
し

　
た
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
結
果
に
つ
い
て
、
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
実
施
結
果
報
告
書
（
様
式

　
第
一
号
の
四
）
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
．
（
変
更
の
届
出
）

第
一
条
の
二
の
六
　
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
は
、
第
一
条
の
二
の
三
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号

　
の
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
登
録
安
全
衛
生
推
進
者

　
等
養
成
講
習
機
関
登
録
事
項
変
更
届
出
書
（
様
式
第
一
号
の
五
）
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

　
（
業
務
規
程
）

第
一
条
の
二
の
七
　
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
は
、
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
業
務
の
開
始

　
の
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
業
務
に
関
す
る
規
程
を
定

　
め
、
業
務
規
程
届
出
書
（
様
式
第
二
号
）
に
当
該
規
程
を
添
え
て
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
『

　
一
　
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
実
施
方
法

　2
は　十九八七六五四三二

第
一
条
の
二
の
八

　
又
は
一
部
を
休
止
し
、

　
休
廃
止
届
出
書

第
一
条
の
二
の
九

　
年
度
の
財
産
目
録
、

　
て
電
磁
的
記
録

　
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、

　
の
作
成
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。

　
を
作
成
し
、

2　
養
成
講
習
機
関
の
業
務
時
間
内
は
、

　
又
は
第
四
号
の
請
求
を
す
る
に
は
、

　
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
財
務
諸
表
等
が
書
面
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
書
面
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

　
ニ
　
前
号
の
書
面
の
謄
本
又
は
抄
本
の
請
求

　
三
　
財
務
諸
表
等
が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項

　
　
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
文
は
謄
写
の
請
求

　
四
　
前
号
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
電
磁
的
方
法
で
あ
っ
て
次
の
い
ず
れ
か
の
も
の
に
よ
り
提
供
す

　
　
る
こ
と
の
請
求
又
は
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
の
請
求

　
　
イ
　
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続

　
　
　
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、

　
　
　
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

　
　
ロ
　
磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き

　
　
　
る
物
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

　
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
に
関
す
る
料
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

　
前
号
の
料
金
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

　
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
講
師
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

　
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
講
習
科
目
及
び
時
間
に
関
す
る
事
項

　
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
修
了
証
の
発
行
に
関
す
る
事
項

　
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
保
存
に
関
す
る
事
項

　
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
実
施
に
関
す
る
計
画
に
関
す
る
事
項

　
第
一
条
の
二
の
九
第
二
項
第
二
号
及
び
第
四
号
の
請
求
に
係
る
費
用
に
関
す
る
事
項

　
．
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き

　
業
務
規
程
変
更
届
出
書
（
様
式
第
三
号
）
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
の
休
廃
止
）

　
　
　
　
　
　
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
は
、
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
業
務
の
全
部

　
　
　
　
　
　
　
　
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
業
務

　
　
　
　
　
　
（
様
式
第
四
号
）
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
財
務
諸
表
等
の
備
付
サ
及
び
閲
覧
等
）

　
　
　
　
　
　
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
事
業

　
　
　
　
　
　
　
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
収
支
計
算
書
並
び
に
事
業
報
告
書
（
そ
の
作
成
に
代
え

　
　
　
　
　
　
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
次
項
に
お
い
て
「
財
務
諸
表
等
」
と
い
う
。
）

　
　
　
　
五
年
間
事
務
所
に
備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
・

安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
で
も
、
次
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
の
定
め
た
費
用
を
支
払
わ
な
け
れ
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（
適
合
命
令
）

第
一
条
の
二
の
十
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
が
第
一
条
の
二
の
三
第
一

　
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関

　
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
改
善
命
令
）

第
一
条
の
二
の
十
一
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
が
第
一
条
の
二
の
五
第

　
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
に
対
し
、
安

　
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
を
行
う
べ
き
こ
と
又
は
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
実
施
方
法
そ
の
他
の
業
務

　
の
方
法
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
登
録
の
取
消
し
等
）
　
　
　
　
．

第
一
条
の
二
の
十
二
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ

　
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
安
全
衛
生

　
推
進
者
等
養
成
講
習
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
　
第
一
条
の
二
の
二
第
一
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

　
二
第
一
条
の
二
の
五
か
ら
第
一
条
の
二
の
八
ま
で
、
第
一
条
の
二
の
九
第
一
項
又
は
次
条
第
一
項
若
し
く
は
第

　
　
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

　
三
　
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
一
条
の
二
の
九
第
二
項
各
号
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
拒
ん
だ
と
き
。

　
四
　
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

　
五
　
不
正
の
手
段
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
と
き
。

　
　
（
帳
簿
）

第
一
条
の
二
の
十
三
　
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
は
、
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
を
行
っ
た
と

　
き
は
、
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
修
了
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
本
籍
地
都
道
府
県
名
（
日
本
国
籍
を
有

　
し
て
い
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
国
籍
）
、
修
了
年
月
日
及
び
修
了
証
の
番
号
を
記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
、
安

　
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
業
務
の
廃
止
（
登
録
の
取
消
し
及
び
登
録
の
失
効
を
含
む
。
）
に
至
る
ま
で
保
存
し

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
は
、
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
を
行
っ
た
と
き
は
、
次
の
事
項

　
を
記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
、
こ
れ
を
記
載
の
日
か
ら
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

　
一
■
第
一
条
の
二
第
一
項
の
区
分

3　
録
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
及
び
登
録
が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
場
合
を
含
む
。
）
に
は
、

　
府
県
労
働
局
長
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
報
告
の
徴
収
）

第
一
条
の
二
の
十
四
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
実
施
の
た
め
必
要
な
限
度
に
お

　
い
て
、
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
に
対
し
、
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
事
務
又
は
経
理
の
状

　
況
に
関
し
報
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
公
示
）

第
一
条
の
二
の
十
五
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事

　
項
を
当
該
都
道
府
県
労
働
局
の
掲
示
板
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
講
習
科
目
及
び
時
間

　
　
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
を
行
っ
た
年
月
日

　
　
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
講
師
の
氏
名
及
び
そ
の
者
の
資
格
に
関
す
る
事
項

　
　
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
結
果

　
・
そ
の
他
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
に
関
し
必
要
な
事
項

　
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
は
、
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
業
務
の
廃
止
を
し
た
場
合
（
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
項
の
帳
簿
を
所
轄
都
道

二三四五六登
録
を
し
た
と
き
。

　
　
登
録
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住

所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

所
在
地

二
　
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
及
び

のの安よ第 る第 あ三る第 あ二る第

停業全り一 届一 つ号第一 つ号第一

止務衛登条 出条 たの一条 たの一条
一をの生録の がの と事条の と事条の

命全推を二 あ二 き項の二 き項の二
じ部進取の つの 。の二の 。の二の

た若者り十 た八 変の六 変の六
とし等消二 との 更三の 更三の
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ﾑあ進一消に生
ｻつ者部しあ推
ﾌて等の’つ進
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@止習命全そ成
@をのじ衛の講
@命業た生代習
@じ務年推表機
@たの月進者関
@安全日者のの
@全部　等氏氏
@衛又　養名名
@生は　成　　又
@惟一　講　は
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誌ﾌ変生
匤y更推
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@所の者
@在安等
@地全養
@　衛成
@　生講
@　推習
@　進機
@　者関
@　等の
@　養氏
@　成名
@　講又
@　習は

年　称び
氏@及変
冝@び更
@　住後
@　所の
@　並登
@　び録
@　に安
@　法全
@　人衛
@　に生
@　あ推
@　つ進
@　て者
@　は等
@　　’養

@　そ成

年が
獅ﾅ
冾ｫ
@る
@安
@全
@衛
@生
@推
@進
@者
@等
@養
@成
@講
@習

進部　習　　名

ﾒの　の　称
部　一　習表機一
�@部　の者関部
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第
；
阜
の
三
　
指
定
産
業
医
研
修
機
関

　
（
指
定
）

第
一
条
の
二
の
十
六
　
安
衛
則
第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
指

　
定
」
と
い
う
。
）
は
、
同
号
の
研
修
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
産
業
医
研
修
」
と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
者
（
法

　
人
に
限
る
。
）
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

2
　
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ぢ

　
な
い
。

　
一
　
名
称
及
び
住
所

　
二
　
産
業
医
研
修
の
業
務
を
行
お
う
と
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

　
三
　
産
業
医
研
修
の
業
務
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

3
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一二三四五

定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

申
請
の
日
を
含
む
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
に
お
け
る
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表

申
請
の
日
を
含
む
事
業
年
度
及
び
翌
事
業
年
度
に
お
け
る
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書

役
員
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
面

次
条
第
一
項
各
号
の
要
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類
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（
指
定
基
準
）

第
【
条
の
二
の
十
七
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
が
次

　
の
各
号
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
一
　
職
員
、
設
備
、
産
業
医
研
修
の
業
務
の
実
施
の
方
法
そ
の
他
の
事
項
が
、
産
業
医
研
修
の
業
務
の
適
正
か
つ

　
　
確
実
な
実
施
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
二
　
経
理
的
及
び
技
術
的
な
基
礎
が
、
産
業
医
研
修
の
業
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
に
足
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
三
　
産
業
医
研
修
が
次
に
掲
げ
る
研
修
科
目
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
も

　
　
の
で
あ
る
こ
と
。

ヘホニハロイ

2
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
定
を
し
て

　
は
な
ら
な
い
。

　
一
　
申
請
者
が
行
う
産
業
医
研
修
の
業
務
以
外
の
業
務
に
よ
り
申
請
者
が
産
業
医
研
修
の
業
務
を
公
正
に
実
施
す

　
　
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

　
二
　
申
請
者
が
法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て
、
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は

　
　
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　
三
　
申
請
者
が
第
一
条
の
一
．
一
の
二
十
四
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て

　
　
二
年
を
経
過
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　
四
　
申
請
者
の
役
員
の
う
ち
に
、
第
二
号
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
こ
と
。

　
（
変
更
の
届
出
）

第
一
条
の
二
の
十
八
　
指
定
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
産
業
医
研
修
機
関
」
と
い
う
。
）
は
、
そ

　
の
名
称
若
し
く
は
住
所
又
は
産
業
医
研
修
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
若
し
く
は
所
在
地
を
変
更
し
よ
う
と
す

　
る
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
変
更
後
の
指
定
産
業
医
研
修
機
関
の
名
称
若
し
く
は
住
所
又
は
産
業
医
研
修
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称

　
　
若
し
く
は
所
在
地

　
二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
三
　
変
更
の
理
由

　
（
業
務
規
程
）

第
一
条
の
二
の
十
九
　
指
定
産
業
医
研
修
機
関
は
、
産
業
医
研
修
の
業
務
の
開
始
前
に
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
産

　
業
医
研
修
の
業
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程
（
次
項
に
お
い
て
「
産
業
医
研
修
業
務
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
厚

　
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

2

　　六五四三二一

労
働
衛
生
一
般

健
康
管
理

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

作
業
環
境
管
理

作
業
管
理

健
康
の
保
持
増
進
対
策

　
　
　
　
　
　
前
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

記
載
し
た
申
請
書
に
変
更
後
の
産
業
医
研
修
業
務
規
程
を
添
え
て
、

い
。

一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日
．

三
　
変
更
の
理
由

　
産
業
医
研
修
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項

　
産
業
医
．
研
修
の
講
師
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

　
産
業
医
研
修
の
研
修
科
目
、
履
修
方
法
及
び
時
間
に
関
す
る
事
項

　
産
業
医
研
修
の
修
了
証
の
発
行
に
関
す
る
事
項

　
産
業
医
研
修
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
保
存
に
関
す
る
事
項

　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
産
業
医
研
修
の
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

指
定
産
業
医
研
修
機
関
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
事
項
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
．

　
（
事
業
計
画
の
届
出
等
）

第
｝
条
の
二
の
二
十
指
定
産
業
医
研
修
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
、
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
を
作
成
し
、
当
該
事

　
業
年
度
開
始
前
に
（
指
定
を
受
け
た
a
の
属
す
る
事
業
年
度
に
あ
っ
て
は
、
7
て
の
指
定
を
受
け
た
後
遅
滞
な
く
）
、

　
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

2
　
指
定
産
業
医
研
修
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書
及
び
収
支
決

　
算
書
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

　
（
産
業
医
研
修
の
結
果
の
報
告
）

第
一
条
の
二
の
二
十
一
　
指
定
産
業
医
研
修
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
に
実
施

　
し
た
産
業
医
研
修
の
研
修
科
目
、
回
数
及
び
修
了
者
数
を
記
載
し
た
書
面
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば

、
な
ら
な
い
。

　
（
勧
告
）

第
一
条
の
二
の
二
十
二
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
産
業
医
研
修
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

　
る
と
き
は
、
指
定
産
業
医
研
修
機
関
に
対
し
、
産
業
医
研
修
の
業
務
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧

　
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
業
務
の
休
廃
止
）

第
一
条
の
二
の
二
十
三
　
指
定
産
業
医
研
修
機
関
は
、
産
業
医
研
修
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃

　
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
休
止
又
は
廃
止
の
日
の
六
月
前
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚

　
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

　
一
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
産
業
医
研
修
の
業
務
の
範
囲

　
二
　
産
業
医
研
修
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
三
　
産
業
医
研
修
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
期
間

　
四
　
産
業
医
研
修
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
理
由

　
　
（
指
定
の
取
消
し
等
）

第
一
条
の
二
の
二
十
四
．
厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
産
業
医
研
修
機
関
が
第
一
条
の
二
の
十
七
第
二
項
第
二
号
又
は

　
第
四
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
産
業
医
研
修
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の

　
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
産
業
医
研
修
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が

　
で
き
る
。

　
一
・
第
一
条
の
二
の
十
九
、
第
一
条
の
二
の
二
十
又
は
前
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

　
二
　
第
一
条
の
二
の
二
十
二
の
規
定
に
よ
る
勧
告
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
勧
告
に
係
る
措
置
を
講
じ

　
　
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
三
第
一
条
の
二
の
二
十
七
第
一
項
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

　
　
（
帳
簿
）

第
一
条
の
二
の
二
十
五
　
指
定
産
業
医
研
修
機
関
は
、
産
業
医
研
修
を
実
施
し
た
と
き
は
、
修
了
者
の
氏
名
、
生
年

　
月
日
、
医
籍
の
登
録
番
号
、
修
了
年
月
日
及
び
修
了
証
の
番
号
を
記
載
し
た
帳
簿
を
作
成
し
、
産
業
医
研
修
の
業

　
務
の
廃
止
（
指
定
の
取
消
し
を
含
む
。
）
に
至
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
指
定
産
業
医
研
修
機
関
は
、
産
業
医
研
修
の
業
務
の
廃
止
を
し
た
場
合
（
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
を
含
む
．
）

　
に
は
、
前
項
の
帳
簿
を
厚
生
労
働
大
臣
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
報
告
の
徴
収
）

第
一
条
の
二
の
二
十
六
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
産
業
医
研
修
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

　
る
と
き
は
、
指
定
産
業
医
研
修
機
関
に
対
し
、
必
要
な
事
項
を
報
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
指
定
の
条
件
）

第
一
条
の
二
の
二
十
七
指
定
に
は
、
条
件
を
付
し
、
及
び
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
前
項
の
条
件
は
、
当
該
指
定
に
係
る
事
項
の
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
最
少
限
度
の
も
の
に
限
り
、
か

　
つ
、
当
該
指
定
を
受
け
る
者
に
不
当
な
義
務
を
課
す
る
こ
ど
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
．
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（
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
産
業
医
研
修
の
実
施
）

第
一
条
の
二
の
二
十
八
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
を
受
け
る
者
が
い
な
い
場
合
、
第
一
条
の
二
の
二
十
三
の
規
定

　
に
よ
る
産
業
医
研
修
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
休
止
若
し
く
は
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
、
第
一
条
の

　
二
の
二
十
四
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
、
若
し
く
は
指
定
産
業
医
研
修
機
関
に
対
し
産
業
医
研
修
の
業
務

　
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
場
合
又
は
指
定
産
業
医
研
修
機
関
が
天
災
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
産
業

　
医
研
修
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認

　
め
る
と
き
は
、
当
該
産
業
医
研
修
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

2
　
指
定
産
業
医
研
修
機
関
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
の
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
厚
生
労
働
大
臣
に
当
該
産
業
医
研
修
の
業
務
並
び
に
当
該
産
業
医
研
修
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を

　
　
引
き
継
ぐ
こ
と
。

　
二
　
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項

　
（
公
示
）

第
一
条
の
二
の
二
十
九
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項

　
を
官
報
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す又た生前 行業生前 をのしの第 との第 に第 指
るは産労条 う務労条 命全’規一 き規一 よ一 定
と一業働第 もの働第 じ部又定条 。定条 る条 を

き部医大一 の全大一 た若はにの にの 届の し

。を研臣項 と部臣項 とし産よ二 よ二 出二 た

行修がの す又がの きく業りの るの がの と

わの自規 るは産規 。は医指二 取二 あ二 き

な業ら定 と一業定 一研定十 消十 つ十 o

い務行に き部医に 部修を四 し四 た三
ものつよ 。を研よ のの取第 を第 との

の全てり 自修り 停業り二 し一 き規
と部い厚 らの厚 止務消項 た項 。定

二　　一 二一 三　　二一 二一 四三二　　一 二一
月 つ　部 に　　　　指
行日産 ．行産 て産の指指 指指 あ産休休定産 指指
わ　業 う業 は業停定定 定定 つ業止止産業 定定
な　医 も医 ’医止を産 を産 て医しし業医 し産
い　研 の研 停研を取業 取業 は研　”医研 た業
も　修 と修 止修命り医 り医 ’修又又研修 年医
の　　の すの をのじ消研 消研 そのはは修の 、月研
と　業 る業 命業たし修 し修 の業廃廃機業 日修
し　務 産務 じ務年’機 た機 期務止止関務 機
た　　の 業の たの月又関 年関 間のすすのの 関

産　全 医全 産全日はの 月の 全るる名全 の

業　部 研部 業部　産名 日名 部年産称部 名

医　　又・ 修又 医又　業称 称 又月業及又 称
研　　は のは 研は　医及 及 は日医びは 及

修　一 業一 修一　研び び 一　　研専一 び
の　・部 務部 の部　修事

宙孚 部　　修務部 事

業　を のを 業の　の務 務 を　　の所を 務

務　行 範行 務停　業所 所 休　　業の休 所
の　　わ 囲う の止　務の の 止　　務所止 の

範　な 及も 範を　の所 所 し　　の在し 所

囲　い びの 囲命　全在 在 よ　　範地’ 在
も そと 及じ　部地 地 う　　囲　　又 地
の のし びた　若 と　　　　は
と 期た そ場　　し す　　　　廃
し 間年 の合　　く る　　　　止
た 月 期に　は 場　　　　す
年 目 問あ　一 合　　　　る

　
（
業
務
の
委
託
）

第
一
条
の
二
の
三
十
　
指
定
産
業
医
研
修
機
関
は
、
そ
の
業
務
の
一
部
を
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
受
け
て
、
他

　
の
者
（
法
人
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
指
定
産
業
医
研
修
機
関
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
業
務
の
一
部
を
他
の
者
に
委
託
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

　
次
の
事
項
を
記
載
し
た
委
託
承
認
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
委
託
を
必
要
と
す
る
理
由

　
二
　
受
託
者
の
名
称
及
び
住
所

　
三
　
委
託
し
よ
う
と
す
る
産
業
医
研
修
の
業
務
の
範
囲

　
四
　
委
託
の
期
間

　
　
　
第
一
章
の
四
　
指
定
産
業
医
実
習
機
関

　
（
指
定
）

第
一
条
の
二
の
三
十
一
　
安
衛
則
第
十
四
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
指

　
定
」
と
い
う
。
）
は
、
同
号
の
実
習
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
産
業
医
実
習
」
と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
者
の

　
申
請
に
よ
り
行
う
。
・

2
　
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

　
一
　
名
称
及
び
住
所

　
二
　
産
業
医
実
習
の
業
務
を
行
お
う
と
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

　
三
　
産
業
医
実
習
の
業
務
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

3
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
寄
附
行
為
又
は
ご
れ
に
準
ず
る
も
の
及
び
登
記
事
項
証
明
書

　
二
　
申
請
の
日
を
含
む
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
に
お
け
る
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表

　
三
　
申
請
の
日
を
含
む
事
業
年
度
及
び
翌
事
業
年
度
に
お
け
る
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書

　
四
　
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
面

　
五
　
次
条
第
一
項
各
号
の
要
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類

　
（
指
定
基
準
）

第
一
条
の
二
の
三
十
二
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
で
、
当
該
申
請
が

　
次
の
各
号
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
．
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
一
　
職
員
、
設
備
、
産
業
医
実
習
の
業
務
の
実
施
の
方
法
そ
の
他
の
事
項
が
、
産
業
医
実
習
の
業
務
の
適
正
か
つ

　
　
確
実
な
実
施
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
二
　
経
理
的
及
び
技
術
的
な
基
礎
が
、
産
業
医
実
習
の
業
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
に
足
る
も
の
で
あ
る
こ
と
．

　
三
　
産
業
医
実
習
が
次
に
掲
げ
る
実
習
科
目
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
も

　
　
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
イヘホニハロ

　
は
な
ら
な
い
。

　
一
　
申
請
者
が
行
う
産
業
医
実
習
の
業
務
以
外
の
業
務
に
よ
り
申
請
者
が
産
業
医
実
習
の
業
務
を
公
正
に
実
施
す

　
　
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

　
二
　
申
請
者
が
法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て
、
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は

　
・
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　
三
　
申
請
者
が
第
一
条
の
二
の
三
十
九
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て

　
　
二
年
を
経
過
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　
四
　
申
請
者
の
役
員
の
う
ち
に
、
第
二
号
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
こ
と
。

2
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
定
を
し
て

労
働
衛
生
一
般

健
康
管
理

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

作
業
環
境
管
理

作
業
管
理

健
康
の
保
持
増
進
対
策

　
　
　
　
　
　
前
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
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（
変
更
の
届
出
）

第
一
条
の
二
の
三
十
三
　
指
定
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
産
業
医
実
習
機
関
」
と
い
う
。
）
は
、

　
そ
の
名
称
若
し
く
は
住
所
又
は
産
業
医
実
習
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
若
し
く
は
所
在
地
を
変
更
し
よ
う
と

　
す
る
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
変
更
後
の
指
定
産
業
医
実
習
機
関
の
名
称
若
し
く
は
住
所
又
は
産
業
医
実
習
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称

　
　
若
し
く
は
所
在
地

　
二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
三
　
変
更
の
理
由

　
（
業
務
規
程
）

第
【
条
の
二
の
三
十
四
　
指
定
産
業
医
実
習
機
関
は
、
産
業
医
実
習
の
業
務
の
開
始
前
に
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た

　
産
業
医
実
習
の
業
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程
（
次
項
に
お
い
て
「
産
業
医
実
習
業
務
規
程
」
と
い
ラ
。
）
を
定
め
、

　
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
．

2　
記
載
し
た
申
請
書
に
変
更
後
の
産
業
医
実
習
業
務
規
程
を
添
え
て
、

　
い
。

　
一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

　
二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
三
　
変
更
の
理
由

　
（
事
業
計
画
の
届
出
等
）

第
一
条
の
二
の
三
十
五
　
指
定
産
業
医
実
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
、
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
を
作
成
し
、
当
該

　
事
業
年
度
開
始
前
に
（
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
後
遅
滞
な
く
）
、

　
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

2
　
指
定
産
業
医
実
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書
及
び
収
支
決

　
算
書
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
産
業
医
実
習
の
結
果
の
報
告
）

第
［
条
の
二
の
三
十
六
　
指
定
産
業
医
実
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
の
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
に
実

　
施
し
た
産
業
医
実
習
の
実
習
科
目
、
回
数
及
び
修
了
者
数
を
記
載
し
た
書
面
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ

　
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
勧
告
）

第
一
条
の
二
の
三
十
七
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
、
産
業
医
実
習
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

　
る
と
き
は
、
指
定
産
業
医
実
習
機
関
に
対
し
、
産
業
医
実
習
の
業
務
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧

　
害
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
甲

　
　
（
業
務
の
休
廃
止
）

第
一
条
の
二
の
三
十
八
　
指
定
産
業
医
実
習
機
関
は
、
産
業
医
実
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃

　
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
休
止
又
は
廃
止
の
日
の
六
月
前
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚

　
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
休
止
し
一
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
産
業
医
実
習
の
業
務
の
範
囲

　
二
　
産
業
医
実
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
三
　
産
業
医
実
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
期
間

　
四
　
産
業
医
実
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
理
由

　
　
（
指
定
の
取
消
し
等
）

第
一
条
の
二
の
三
十
九
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
産
業
医
実
習
機
関
が
第
一
条
の
二
の
三
十
二
第
二
項
第
二
号
又

　
は
第
四
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
産
業
医
実
習
の
実
施
の
方
法
に
関
す
る
事
項
、

　
　
産
業
医
実
習
の
講
師
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

　
　
産
業
医
実
習
の
実
習
科
目
及
び
時
間
に
関
す
る
事
項

　
　
産
業
医
実
習
の
修
了
証
の
発
行
に
関
す
る
事
項

　
　
産
業
医
実
習
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
保
存
に
関
す
る
事
項

　
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
産
業
医
実
習
の
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

　
指
定
産
業
医
実
習
機
関
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
事
項
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

一二三四五六

2
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
産
業
医
実
習
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の

　
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
産
業
医
実
習
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が

　
で
き
る
。

　
一
　
第
一
条
の
二
の
三
十
四
、
第
一
条
の
二
の
三
十
五
又
は
前
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

　
二
　
第
一
条
の
二
の
三
十
七
の
規
定
に
よ
る
勧
告
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
勧
告
に
係
る
措
置
を
講
じ

　
　
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
三
　
第
一
条
の
二
の
四
十
二
第
一
項
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

　
　
（
帳
簿
）

第
一
条
の
二
の
四
十
　
指
定
産
業
医
実
習
機
関
は
、
産
業
医
実
習
を
実
施
し
た
と
き
は
、
修
了
者
の
氏
名
、
生
年
月

　
日
、
医
籍
の
登
録
番
号
、
修
了
年
月
日
及
び
修
了
証
の
番
号
を
記
載
し
た
帳
簿
を
作
成
し
、
産
業
医
実
習
の
業
務

　
の
廃
止
（
指
定
の
取
消
し
を
含
む
。
）
に
至
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
指
定
産
業
医
実
習
機
関
は
、
産
業
医
実
習
の
業
務
の
廃
止
を
し
た
場
合
（
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
を
含
む
．
）

　
に
は
、
前
項
の
帳
簿
を
厚
生
労
働
大
臣
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
報
告
の
徴
収
）

．
第
一
条
の
二
の
四
十
一
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
産
業
医
実
習
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め

　
る
と
き
は
、
指
定
産
業
医
実
習
機
関
に
対
し
、
必
要
な
事
項
を
報
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
指
定
の
条
件
）

第
一
条
の
二
の
四
十
二
　
指
定
に
は
、
条
件
を
付
し
、
及
び
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
前
項
の
条
件
は
、
当
該
指
定
に
係
る
事
項
の
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
最
少
限
度
の
も
の
に
限
り
、
か

　
つ
、
当
該
指
定
を
受
け
る
者
に
不
当
な
義
務
を
課
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
（
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
産
業
医
実
習
の
実
施
）

第
一
条
の
二
の
四
十
三
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
を
受
け
る
者
が
い
な
い
場
合
、
第
一
条
の
二
の
三
十
八
の
規
定

　
に
よ
る
産
業
医
実
習
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
休
止
若
し
く
は
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
場
合
、
第
一
条
の

　
二
の
三
十
九
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
、
若
し
く
は
指
定
産
業
医
実
習
機
関
に
対
し
産
業
医
実
習
の
業
務

　
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
場
合
又
は
指
定
産
業
医
実
習
機
関
が
天
災
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
産
業

　
医
実
習
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
ど
認

　
め
る
と
き
は
、
当
該
産
業
医
実
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
．

2
　
指
定
産
業
医
実
習
機
関
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
の
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
一
　
厚
生
労
働
大
臣
に
当
該
産
業
医
実
習
の
業
務
並
び
に
当
該
産
業
医
実
習
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を

　
　
引
き
継
ぐ
こ
と
。

　
　
二
　
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項

　
　
（
公
示
）

第
一
条
の
二
の
四
十
四
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項

　
・
を
官
報
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

との第 に第 指

き規一 よ一 定
。定条 る条 を

にの 届の し

ょ二 出二 た

るの がの と

取三
ﾁ十

あ三

ﾂ十

き
。

し九 た八
を第 との
し一 き規
た項 。定

二一 四三二　　一 二一
に　　　　指

指指 あ産休休定産 指指
定定 つ業止止産業 定定
を産
諡ﾆ
て医しし業医
ﾍ実　”医実

を産
ｵ業

り医 ’習又又実習 た医
消実 そのはは習の 年実
し習 の業廃廃機業 月習
た機 期務止止関務 日機
年関 間のすすのの 閑

月の 全るる名全 の

日名 部年産称部 名

称 又月業及又 称

及 は日医びは 及

び 一　　実事一 び
古景 部　　習務部 事
務 を　　の所を 務

所 休　　業の休 所

の 止　　務所止 の

所 し　　の在し 所

在 よ　　範地’ 在

地 う　　囲　又
ﾆ　　　　　は
ｷ　　　　廃’

地

る　　　　止
場　　　　す
合　　　　　る
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す又た生前 行業生前 をのしの第
るは産労条 う務労条 命全’規一
と一業働第 もの働第 じ部又定案
き部医大一 の全大一 た若はにの
。を実臣項 と部臣項 とし産よ二
行習がの す又がの きく業りの
わの自規 るは産規 。は医指三

な業ら定 と一業定 一実定十
い務行に き部医に 部習を九
ものつよ 。を実よ のの取第
の全てり 自習り 停業り二
と部い厚 らの厚 止務消項

二　　一 二一 三　　二一

　月
s日産 ←　行産

っ　部
ﾄ産の指指

わ　業 う業 は業停定定
な　　医 も医 ’医止を産
い　実 の実 停実を取業
も　習 と習 止習命り医
の　　の すの をのじ消実
と　業 る業 命業たし習
し　務 産務 じ務年’機
た　●の 業の たの月又関
産　全 医全 産全日はの
業　部 実部 業部　産名
医　又 習又 医又　業称
実　は のは 実は　医及
習　一

業
　
＿
」
．
不 習一　実び

の　部 務部 の部　習事
業　を のを 業の　の務
務　行 範行 務停　業所
の　　わ 囲う の止　務の
範　な 及も 範を　の所
囲　い びの 囲命　全在
も そと 及じ　部地
の のし びた　若
と 期た そ場　　し
し 間年 の合　　く
た 月 期に　は
年 日 間あ　一

　
第
一
条
の
三
中
「
様
式
第
一
号
」
を
「
様
式
第
四
号
の
二
」
に
改
め
る
。

　
第
一
条
の
五
の
二
中
「
様
式
第
一
号
の
二
」
を
「
様
式
第
一
号
の
五
」
に
改
め
る
。

　
第
一
条
の
八
第
二
項
中
「
様
式
第
七
号
」
を
「
様
式
第
六
号
」
に
改
め
る
。

　
第
三
桑
中
「
様
式
第
一
号
」
を
「
様
式
第
四
号
の
二
」
に
改
め
る
。

，
第
五
条
の
二
中
「
様
式
第
一
■
号
の
二
」
を
「
様
式
第
一
号
の
五
」
に
改
め
る
。

　
第
八
条
第
二
項
中
「
様
式
第
七
号
」
を
「
様
式
第
六
号
」
に
改
め
る
。

　
第
九
条
中
「
様
式
第
六
号
」
を
「
様
式
第
七
号
」
に
改
め
る
。

　
第
十
二
条
中
「
様
式
第
一
号
」
を
「
様
式
第
四
号
の
二
」
に
改
め
る
。

　
第
十
四
条
の
二
中
「
様
式
第
一
号
の
二
」
を
「
様
式
第
一
号
の
五
」
．
に
改
め
る
。

■
第
十
七
条
第
二
項
中
「
様
式
第
七
号
」
を
「
様
式
第
六
号
」
に
改
め
る
。

　
第
十
九
条
の
四
中
「
様
式
第
一
号
」
を
「
様
式
第
四
号
の
二
」
に
改
め
る
。

　
第
十
九
条
の
六
の
二
中
「
様
式
第
一
号
の
二
」
を
「
様
式
第
一
号
の
五
」
に
改
め
る
。

　
第
十
九
条
の
九
第
二
項
中
「
様
式
第
七
号
」
を
「
様
式
第
六
号
」
に
改
め
る
。

　
第
十
九
条
の
二
十
二
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
同
じ
。
）
に
お
い
て
」
を
「
第
二
十
五
条
の
六
第
一
項
第
二
号
及
び
第

二
十
五
条
の
二
十
一
第
一
項
第
四
号
を
除
き
同
じ
。
）
に
お
い
て
」
に
改
め
る
。

　
第
三
章
の
三
の
次
に
次
の
三
章
を
加
え
る
。

　
　
　
第
三
章
の
三
の
二
　
登
録
較
正
機
関

　
（
登
録
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
　
粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
労
働
省
令
第
十
八
号
。
以
下
「
粉
じ
ん
則
」

　
と
い
う
。
）
第
二
十
六
条
第
三
項
の
登
録
（
以
下
第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
第
一
項
第
二
号
を
除
き
、
こ
の
章
に
お

　
い
て
単
に
「
登
録
」
と
い
う
。
）
は
、
同
項
の
較
正
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
較
正
」
と
い
う
。
）
を
行
お
う

　
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

2
　
登
録
の
申
請
を
し
ょ
う
と
す
る
者
は
、
登
録
較
正
機
関
登
録
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、

　
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

　
一
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

　
二
　
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
住
民
票
の
写
し
（
外
国
人
に
あ
フ
て
は
、
外
国
人
登
録
証
明
書
の
写

　
　
し
）
．
三
　
申
請
者
が
次
条
各
号
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
面

　
四
　
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面

　
　
イ
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴

　
　
ロ
　
較
正
を
行
う
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
較
正
員
」
と
い
う
。
）
を
指
揮
す
る
と
と
も
に
、
較
正
の
業
務

　
　
　
を
管
理
す
る
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
実
施
管
理
者
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
及
び
略
歴

　
　
ハ
　
較
正
員
が
第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
第
一
項
第
三
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
の
別

　
　
二
　
第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
第
一
項
第
一
号
の
機
械
器
具
そ
の
他
の
設
備
の
数
、
性
能
等
及
び
そ
の
所
有
又

　
　
　
は
借
入
れ
の
別

　
　
ホ
　
較
正
の
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要

　
　
ヘ
　
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
第
一
項
各
号
の
要
件
に
適
合
し
て
い

　
　
　
る
こ
と
を
証
す
る
事
項

　
（
欠
格
条
項
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
三
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
一
　
法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又

　
　
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

　
二
　
第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
三
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年

　
　
を
経
過
し
な
い
者

　
三
　
法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

　
（
登
録
基
準
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
し
た
者
が

　
次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
次
に
掲
げ
る
較
正
を
行
う
た
め
に
必
要
な
機
械
器
具
を
有
し
、
こ
れ
を
用
い
て
較
正
を
行
う
も
の
で
あ
る
こ

　
　
と
。

　
　
作
業
場
の
種
類
に
つ
い
て
登
録
を
受
け
て
い
る
作
業
環
境
測
定
法

　
　
第
五
号
に
規
定
す
る
第
一
種
作
業
環
境
測
定
士
が
置
か
れ
る
こ
と
。

　
　
イ
　
作
業
環
境
測
定
法
第
二
条
第
四
号
に
規
定
す
る
作
業
環
境
測
定
士

　
　
ロ
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
理
科
系
統
の
正
規
の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た

　
　
　
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
二
年
以
上
気
中
粉
じ
ん
濃
度
の
測
定
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も

　
　
　
の

　
　
ハ
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
に
お
い
て
理
科
系
統
の
正
規
の
学
科
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
っ
て
、

　
　
　
そ
の
後
五
年
以
上
気
中
粉
じ
ん
濃
度
の
測
定
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

　
三
　
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

　
三
　
較
正
員
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

2
　
登
録
は
、
登
録
較
正
機
関
登
録
簿
に
次
の
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

　
一
　
登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

　
二
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

　
　
ダ
ス
ト
チ
ェ
ン
バ
i

　
　
直
線
性
の
試
験
に
お
い
て
必
要
な
技
術
的
条
件
を
満
た
す
こ
と
の
で
き
る
粒
子
を
発
生
す
る
装
置

　
　
測
定
原
理
及
び
検
出
器
の
特
性
が
較
正
を
受
け
る
測
定
機
器
と
同
一
で
あ
る
複
数
の
較
正
用
の
測
定
機
器

　
　
　
ス
テ
ア
リ
ン
酸
粒
子
発
生
装
置

　
　
　
ロ
ー
ボ
リ
ウ
ム
エ
ア
サ
ン
プ
ラ
ー

　
　
　
天
秤

　
　
　
熱
式
風
速
計

　
　
　
直
流
用
安
定
化
電
源

　
　
　
光
電
子
増
倍
管
チ
ェ
ッ
カ
ー

　
　
　
回
路
チ
ェ
ッ
カ
ー

　
　
　
周
波
数
メ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
二
条

　
イ

　
ロ
　
ハ
　
ニ

　
ホ
・

　
ヘト

　
チ
　
リ
　
ヌ
　
レ
　
ヲニ
　
実
施
管
理
者
と
し
て
、
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
別
表
第
一
号
の
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（
登
録
の
更
新
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
五
　
登
録
は
、
五
年
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、

　
そ
の
効
力
を
失
う
。

2
　
前
三
条
の
規
定
は
、
前
項
の
登
録
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
（
実
施
義
務
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
六
　
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
登
録
較
正
機
関
」
と
い
う
．
）
は
、
較
正

　
を
行
う
べ
き
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
遅
滞
な
く
、
較
正
を
行
わ
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
登
録
較
正
機
関
は
、
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
が
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
較
正
の
実
施
方
法
を
定
め
、
こ
れ

　
に
従
っ
て
公
正
に
較
正
の
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
登
録
較
正
機
関
は
、
較
正
を
行
っ
た
後
遅
滞
な
く
、
較
正
を
求
め
た
者
に
対
し
、
較
正
し
た
こ
と
を
証
す
る
書

　
面
（
以
下
第
十
九
条
の
二
十
四
の
八
第
一
項
第
五
号
及
び
第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
四
第
｝
項
第
六
号
に
お
い
て

　
「
較
正
証
」
と
い
う
。
）
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
登
録
較
正
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
一
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
に
実
施
し
た
較
正
の
結
果
に
つ
い
て
、

　
較
正
実
施
結
果
報
告
書
（
様
式
第
八
号
）
を
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
変
更
の
届
出
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
七
　
登
録
較
正
機
関
は
、
第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
事
項
を

　
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
登
録
較
正
機
関
登
録
事
項
変
更
届

　
出
書
（
様
式
第
一
号
の
五
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
業
務
規
程
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
八
　
登
録
較
正
機
関
は
、
絞
正
の
業
務
の
開
始
の
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
記

　
蔵
し
た
較
正
の
業
務
に
関
す
る
規
程
を
定
め
、
業
務
規
程
届
出
書
（
様
式
第
二
号
）
に
当
該
規
程
を
添
え
て
、
厚

　
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

　
一
　
較
正
の
実
施
方
法

　
二
　
較
正
に
関
す
る
料
金

第
十
九
条
の
二
十
四
の
九

　
す
る
と
き
は
、

　
ば
な
ら
な
い
。

　
（
財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
　
登
録
較
正
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
の
財
産
目
録
、

　
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
収
支
計
算
書
並
び
に
事
業
報
告
書
（
そ
の
作
成
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
の
作

　
成
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
■
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
「
財
務
諸
表
等
」
と
い
う
。
）
を
作

　
成
し
、
五
年
間
事
務
所
に
備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
較
正
の
申
込
み
を
し
ょ
う
と
す
る
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
登
録
較
正
機
関
の
業
務
時
間
内
は
、
い
つ
で

　
も
、
次
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
ど
が
で
き
る
．
た
だ
し
、
第
二
号
又
は
第
四
号
の
請
求
を
す
る
に
は
、
登
録
較

　
正
機
関
の
定
め
た
費
用
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
前
号
の
料
金
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

　
　
　
較
正
の
業
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

　
　
　
較
正
証
の
発
行
に
関
す
る
事
項

　
　
　
較
正
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
保
存
に
関
す
る
事
項

　
　
　
第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
第
『
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
の
請
求
に
係
る
費
用
に
関
す
る
事
項

　
　
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
・
較
正
の
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

　
（
業
務
の
休
廃
止
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
登
録
較
正
機
関
は
、
較
正
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
か
じ
め
、
較
正
業
務
休
廃
止
届
出
書
（
様
式
第
四
号
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ

　
書
（
様
式
第
三
号
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
三
　
四
　
五
　
六
　
七
　
八
2
　
登
録
較
正
機
関
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
業
務
規
程
変
更
届
出

　
一
　
財
務
諸
表
等
が
書
面
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
書
面
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

　
二
　
前
号
の
書
面
の
謄
本
又
は
抄
本
の
請
求

　
三
　
財
務
諸
表
等
が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項

　
　
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

　
四
　
前
号
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
電
磁
的
方
法
で
あ
っ
て
次
の
い
ず
れ
か
の
も
の
に
よ
り
提
供
す

　
　
る
こ
と
の
請
求
又
は
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
の
請
求

　
　
イ
　
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続

　
　
　
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、

　
　
　
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

　
　
ロ
　
磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き

　
　
　
る
物
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

　
（
適
合
命
令
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
一
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
較
正
機
関
が
第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
第
一
項
各
号
の
い

　
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
較
正
機
関
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
す
る

　
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
改
善
命
令
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
二
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
較
正
機
関
が
第
十
九
条
の
二
十
四
の
六
第
一
項
又
は
第
二

　
項
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
較
正
機
関
に
対
し
、
較
正
を
行
う
べ
き
こ
と
又
は
較

　
正
の
実
施
方
法
そ
の
他
の
業
務
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
登
録
の
取
消
し
等
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
三
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
較
正
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

　
そ
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
較
正
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部

　
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
　
第
十
九
条
の
二
十
四
の
三
第
一
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

　
二
　
第
十
九
条
の
二
十
四
の
六
か
ら
第
十
九
条
の
二
十
四
の
九
ま
で
、
第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
第
一
項
又
は
次

　
　
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き

　
三
　
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
第
二
項
各
号
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
拒
ん
だ
と
き
．

　
四
　
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

　
五
　
不
正
の
手
段
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
と
き
。

　
（
帳
簿
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
四
　
登
録
較
正
機
関
は
、
測
定
機
器
の
較
正
を
行
っ
た
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た

　
帳
簿
を
備
え
、
こ
れ
を
記
載
の
日
か
ら
一
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
較
正
を
行
っ
た
測
定
機
器
を
所
有
す
る
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所

　
　
　
較
正
を
行
っ
た
測
定
機
器
の
型
式
及
び
製
造
番
号

　
　
　
較
正
を
行
っ
た
年
月
日

　
　
　
較
正
を
行
っ
た
較
正
員
の
氏
名

　
　
　
較
正
の
結
果

　
　
　
較
正
証
の
番
号

　
　
　
そ
の
他
較
正
に
関
し
必
要
な
事
項

　
（
報
告
の
徴
収
）

　
に
対
し
、
較
正
事
務
又
は
経
理
の
状
況
に
関
し
報
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
失
っ
た
場
合
を
含
む
．
）
に
は
、
前
項
の
帳
簿
を
厚
生
労
働
大
臣
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
二
　
三
　
四
　
五．
六

　
七
2
　
登
録
較
正
機
関
は
、
較
正
の
業
務
を
廃
止
し
た
場
合
（
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
及
び
登
録
が
そ
の
効
力
を

第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
五
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
較
正
の
実
施
の
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
登
録
較
正
機
関
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（
公
示
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
六
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、

　
事
項
を
官
報
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

た若し規第 き定第 変の定第 変の定第 登と
し
’
定
十
き
く
又
に
九
。
は
は
よ
条
一
較
り
璽
　
部
正
巻
一
　
の
の
幽
十
停
業
録
四
　
止
務
を
の
　
を
の
取
十

。に十

諡繧
条届

｣崇ｩ
あ
の
つ
九
�

四に十の
謔諡纉ﾍ
�髀�o
�第のが
謠¥二あ
O九十つ
��lた
ﾌののと
俣�ｵ�

四に十の
謔諡纉ﾍ
�髀�o
�第のが
謠¥二あ
�繽¥つ
��lた
ﾌののと
俣�ｵ�

を
し
た
と
き
。
ﾐ

全り三� の� 項十の� 項十の�
部消の� 規� の四規� の四規�

　　二　　一� 三二　　　一� 　・二一� 　　一� 二　　一ﾐ
　止　は� 　　　　代正� � � ﾐ
較を登　’登� 較較休表機較� 地変登� び変� 較　「登ﾐ
正命録そ録� 正正止者関正� 　更録� に更� 正そ録ﾐ
のじをの較� ののしののの� 　前較� 法前� のの較ﾐ
業た取代正命
ｱ年り表機じ
ﾌ月消者関た
S日阪のの較部　　　氏氏正又　又名名艶

¥
蚤
務
部
　
正
　
名
の
　
　
の
　
．
称
範
の
　
業
　
及
囲
停
　
務
　
び
及
止
　
の
　
住
び
を
　
全
　
所
そ
命
　
部
　
並
の
じ
　
若
　
び
�

業業　’氏氏業期
ｱ務又名名務問
ﾌのは　又の　
S全廃　は全　
舶博~　名部　
薄狽ｷ　称又　
ﾍはる　及は　
鼈鼕r　び一　
舶柏ｳ　住部　
��ﾌ　所を　
x休業　並休　
~止務　び止　
ｵしの　　にし　
諱@’範　法’　
､又囲　　人又　
ﾆは　　　には�

　及正年
@び機月
@変関日
@更の　
@後氏　
@の名　
@較又　
@正は　
@の名　
@業称　
@務　
@を　
@行　
@う　
@事　
@務�

人及年
ﾉび月
｠変日
ﾂ更　
ﾄ後　
ﾍの　
@’登　

ｻ録　
ﾌ較　
辮ｳ　
¥機　
ﾒ関　
ﾌの　
℃＝@
ｼ名　
@又�

業代正年
ｱ表機月
�ﾒ関日
sのの　
､氏氏　
末ｼ名　
ｱ　又　
梶@は　
ﾌ　名　
ｼ　称　
ﾌ‘’及　
y　び　
ﾑ　住　
梶@所　
ﾝ　並　
n　びﾐ

た　し　に曜
ｭ法　ロ　は　　人�

廃　　　あ廃る
~　　　つ止場
ｷ　　　てす�

の
名
�

名
称
�

法
人
ﾐ

　　一　　に� る　　　はる� � � ﾐ
　部　あ� 年　　　’登� � � ﾐ
　　の　　つ� 月　　　そ録� � � ﾐ
　停　　て� 日　　　の較� � � ﾐ

　
　
第
三
章
の
三
の
三
　
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
ﾐ

（
登
録
）
ﾐ

十
九
条
の
二
十
四
の
十
七
　
安
衛
則
別
表
第
五
の
四
の
表
受
験
資
格
の
欄
第
三
号
の
登
録
ﾐ

て
単
に
「
登
録
」
と
い
う
。
）
は
、
同
号
の
発
破
実
技
講
習
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
ﾐ

い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。
ﾐ

以
下
こ
の
章
に
お
い
ﾐ

発
破
実
技
講
習
」
と
ﾐ

　
登
録
の
申
請
を
し
ょ
う
と
す
る
者
は
、
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
登
録
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
北
次
の
書
類
ﾐ

を
添
え
て
、
当
該
者
が
発
破
実
技
講
習
を
行
お
う
と
す
る
場
所
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
（
以
下
こ
の
章
ﾐ

に
お
い
て
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ﾐ

一
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書
ﾐ

二
　
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
住
民
票
の
写
し
（
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
外
国
人
登
録
証
明
書
の
写
ﾐ

　
し
）
ﾐ

三
　
申
請
者
が
次
条
各
号
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
面
ﾐ

四
　
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面
ﾐ

￥ロイﾐ

請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴
ﾐ

破
実
技
講
習
の
業
務
を
管
理
す
る
者
の
氏
名
及
び
略
歴
ﾐ

破
実
技
講
習
の
講
師
の
氏
名
、
略
歴
及
び
担
当
す
る
発
破
実
技
講
習
の
講
習
科
目
ﾐ

　
二
　
発
破
実
技
講
習
に
用
い
る
機
械
器
具
そ
の
他
の
設
備
及
び
施
設
の
種
類
、
数
、
性
能
等
及
び
そ
の
所
有
又
ﾐ

　
・
は
借
入
れ
の
別
ﾐ

　
ホ
．
発
破
実
技
講
習
の
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要
ﾐ

　
ヘ
　
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
九
第
一
項
各
号
の
要
件
に
適
合
し
て
ﾐ

　
　
い
る
こ
と
を
証
す
る
事
項
ﾐ

（
欠
格
条
項
）
ﾐ

十
九
条
の
二
十
四
の
十
八
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ﾐ

一
　
法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
ﾐ

　
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
じ
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者
ﾐ

二
　
第
十
九
条
の
二
七
四
の
二
十
八
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
ﾐ

　
年
を
経
過
し
な
い
者
ﾐ

三
　
法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の
ﾐ

（
登
録
基
準
）
ﾐ

十
九
条
の
二
十
四
の
十
九
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
七
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
ﾐ

し
た
者
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ﾐ

一
　
発
破
実
技
講
習
が
次
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
ﾐ

　
も
の
で
あ
る
こ
と
。
ﾐ

　
イ
　
火
薬
類
の
取
扱
い
ﾐ

　
ロ
　
発
破
の
方
法
ﾐ

二
　
発
破
実
技
講
習
の
講
師
が
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
ﾐ

　
る
条
件
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
知
識
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。
ﾐ

習
科
目
�

件
ﾐ

　
次
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
、
一
年
以
上
火
薬
類
の
取
扱
い
の
業
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の
ﾐ

　
火
薬
類
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
　
の
甲
種
火
薬
類
製
造
保
安
責
任
者
免
状
若
し
く
は
乙
種
火
薬
類
製
造
保
安
責
任
者
　
免
状
又
は
同
条
第
二
項
の
甲
種
火
薬
類
取
扱
保
安
責
任
者
免
状
若
し
く
は
乙
種
火
　
薬
類
取
扱
保
安
責
任
者
免
状
を
有
す
る
者
ﾐ

　
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
、
応
用
化
学
、
採
鉱
学
又
は
土
木
工
学
に
関
す
る
学
科
を
専
攻
し
て
卒
業
し
た
者
ﾐ

　
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
経
験
を
有
す
る
者
ﾐ

　
発
破
技
士
免
許
を
受
け
た
者
（
労
働
安
全
衛
生
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
六
年
労
働
省
令
第
三
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
安
衛
則
第
二
百
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
導
火
線
発
破
技
士
免
許
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
電
気
発
破
技
士
免
許
を
受
け
た
者
を
含
む
。
以
下
同
じ
．
）
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
五
年
以
上
火
薬
類
の
取
扱
い
の
業
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の
ﾐ

破
の
方
法
�

　
火
薬
類
の
取
扱
い
の
項
第
一
号
イ
か
ら
二
ま
で
に
掲
げ
る
者
で
あ
っ
て
、
二
年
以
上
発
破
に
関
す
る
業
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の
ﾐ

　
発
破
技
士
免
許
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
五
年
以
上
発
破
の
業
務
に
従
事
し
た
経
　
験
を
有
す
る
も
の
ﾐ

　
発
破
実
技
講
習
の
業
務
を
管
理
す
る
者
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
。
ﾐ
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2
　
登
録
は
、
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
登
録
簿
に
次
の
事
項
を
記
載
し
て
す
薗
も
の
と
す
る
。

　
一
　
登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

　
二
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

　
三
　
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　
（
登
録
の
更
新
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
十
　
登
録
は
、
五
年
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、

　
そ
の
効
力
を
失
う
。

2
　
前
三
条
の
規
定
は
、
前
項
の
登
録
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
　
（
実
施
義
務
）

篇
十
九
条
の
二
十
四
の
二
十
一
　
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
」
と
い

　
う
・
）
は
」
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
毎
事
業
年
度
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
発
破
実
技
講
習
の
実
施
に

　
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
従
っ
て
公
正
に
発
破
実
技
講
習
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
一
　
発
破
実
技
講
習
の
実
施
時
期
、
実
施
場
所
、
講
習
科
目
、
時
間
及
び
受
講
定
員
に
関
す
る
事
項

　
二
　
発
破
実
技
講
習
の
講
師
の
氏
名

2
　
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
開
始
前
に
（
登
録
を
受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
あ
っ
て
は
、

　
そ
の
登
録
を
受
け
た
後
遅
滞
な
く
）
、
実
施
計
画
届
出
書
（
様
式
第
一
号
の
二
）
に
前
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た

　
計
画
を
添
え
て
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き

　
も
、
同
様
と
す
る
。

3
．
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
実
施
計
画

　
変
更
届
出
書
（
様
式
第
一
号
の
三
）
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
は
、
発
破
実
技
講
習
を
修
了
し
た
者
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
修
了
証
を
交
付
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
　
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
一
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
に
実
施
し
た
発
破
実
技
講

　
習
の
結
果
に
つ
い
て
、
発
破
実
技
講
習
実
施
結
果
報
告
書
（
様
式
第
一
号
の
四
）
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に

　
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
変
更
の
届
出
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
十
二
　
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
は
、
第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
九
第
二
項
第
二
号
又
は

　
第
三
号
の
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
登
録
発
破
実
技

　
講
習
機
関
登
録
事
項
変
更
届
出
書
（
様
式
第
｝
号
の
五
）
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

　
　
（
業
務
規
程
）

第
十
九
条
の
一
．
一
十
四
の
二
十
三
　
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
は
、
発
破
実
技
講
習
の
業
務
の
開
始
の
日
の
二
週
間
前

　
　
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
発
破
実
技
講
習
の
業
務
に
関
す
る
規
程
を
定
め
、
業
務
規
程
届
出
書
（
様
式
第

　
　
二
号
）
に
当
該
規
程
を
添
え
て
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ

　
　
う
ど
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

　
　
一
　
発
破
実
技
講
習
の
実
施
方
法

十九八七六五四三二

発
破
実
技
講
習
に
関
す
る
料
金

前
号
の
料
金
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

発
破
実
技
講
習
の
講
師
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

発
破
実
技
講
習
の
講
習
科
目
及
び
時
間
に
関
す
る
事
項

発
破
実
技
講
習
の
修
了
証
の
発
行
に
関
す
る
事
項

発
破
実
技
講
習
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
保
存
に
関
す
る
事
項

発
破
実
技
講
習
の
実
施
に
関
す
る
計
画
に
関
す
る
事
項

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
十
五
第
二
項
第
二
号
及
び
第
四
号
の
請
求
に
係
る
費
用
に
関
す
る
事
項

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
発
破
実
技
講
習
の
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

2
　
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
業
務
規
程

　
変
更
届
出
書
（
様
式
第
三
号
）
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
業
務
の
休
廃
止
）

第
十
九
条
の
ニ
ナ
四
の
二
十
四
　
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
は
、
発
破
実
技
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止

　
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
発
破
実
技
講
習
業
務
休
廃
止
届
出
書
（
様
式
第
四
号
）

　
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
汚
な
い
。

　
（
財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
十
五
　
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年

　
度
の
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
収
支
計
算
書
並
び
に
事
業
報
告
書
（
そ
の
作
成
に
代
え
て

　
電
磁
的
記
録
の
作
成
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
「
財
務
諸
表
等
」

　
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
五
年
間
事
務
所
に
備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
発
破
実
技
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
の
業
務
時
間
内

　
は
、
い
つ
で
も
、
次
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
た
だ
し
、
第
二
号
又
は
第
四
号
の
請
求
を
す
る
に

　
は
、
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
の
定
め
た
費
用
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
財
務
諸
表
等
が
書
面
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
書
面
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

　
二
　
前
号
の
書
面
の
謄
本
又
は
抄
本
の
請
求

　
三
　
財
務
諸
表
等
が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項

　
　
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

　
四
　
前
号
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
電
磁
的
方
法
で
あ
っ
て
次
の
い
ず
れ
か
の
も
の
に
よ
り
提
供
す

　
　
る
こ
と
の
請
求
又
は
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
の
請
求

　
　
イ
　
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続

　
　
　
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、

　
　
　
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
為
も
の

　
　
ロ
　
磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き

　
　
　
る
物
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

　
　
（
適
合
命
令
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
十
六
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
が
第
十
九
条
の
二
十
四
の
十

　
九
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
に
対
し
、

　
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
改
善
命
令
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
十
七
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
が
第
十
九
条
の
二
十
四
の
二

　
十
一
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
に
対
し
、
発
破
実
技

　
講
習
を
行
う
べ
き
こ
と
又
は
発
破
実
技
講
習
の
実
施
方
法
そ
の
他
の
業
務
の
方
法
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を

　
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
登
録
の
取
消
し
等
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
十
八
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に

　
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
し
」
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
発
破
実
技
講
習

　
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
八
第
一
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
ξ
に
至
っ
た
と
き
。

　
　
第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
十
一
か
ら
第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
十
四
ま
で
、
第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
十
五

　
第
一
項
又
は
次
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

　
　
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
十
五
第
二
項
各
号
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
拒
ん
だ
と

　
き
．

五
　
不
正
の
手
段
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
と
き
。

三 一
・
二四

　
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
．
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（
帳
簿
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
十
九
　
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
は
、
発
破
実
技
講
習
を
行
っ
た
と
き
は
、
発
破
実
技
講

　
習
の
修
了
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
本
籍
地
都
道
府
県
名
（
日
本
国
籍
を
有
し
て
い
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の

　
国
籍
）
、
修
了
年
月
日
及
び
修
了
証
の
番
号
を
記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
、
発
破
実
技
講
習
の
業
務
の
廃
止
（
登
録

　
の
取
消
し
及
び
登
録
の
失
効
を
含
む
。
）
に
至
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
は
、
発
破
実
技
講
習
を
行
っ
た
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
、
こ

　
れ
を
記
載
の
日
か
ら
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
発
破
実
技
講
習
の
講
習
科
目
及
び
時
間

　
二
　
発
破
実
技
講
習
を
行
っ
た
年
月
日

　
三
　
発
破
実
技
講
習
の
講
師
の
氏
名
及
び
そ
の
者
の
資
格
に
関
す
る
事
項

　
四
　
発
破
実
技
講
習
の
結
果

　
五
　
そ
の
他
発
破
実
技
講
習
に
関
し
必
要
な
事
項

3
　
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
は
、
発
破
実
技
講
習
の
業
務
の
廃
止
を
し
た
場
合
（
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
及

　
び
登
録
煎
そ
の
効
力
を
失
っ
た
場
合
を
含
む
。
）
に
は
、
第
一
項
の
帳
簿
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
引
き
渡
さ

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
報
告
の
徴
収
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
三
十
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
発
破
実
技
講
習
の
実
施
の
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、

　
登
録
発
破
実
技
講
習
機
関
に
対
し
、
発
破
実
技
講
習
事
務
又
は
経
理
の
状
況
に
開
毛
報
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
公
示
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
三
十
一
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同
表
の
下
欄
に

　
掲
げ
る
事
項
を
当
該
都
道
府
県
労
働
局
の
掲
示
板
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

止務しの第 との第 と事十の第 と事十の第 春』

をの’規十 き規十 き項四規十 き項四規十 録

命全又定九 。定九 。のの定九 。のの定九 を

じ部はに条 に条 変十に条 変十に条 し

た若発よの よの 更九よの 更九よの た

とし破り二 る二 の第る二 の第る二 と

きく実登十 届十 届二第十 届二第十 き

。は技録四 出四 出項十四 出項十四 o

一講をの がの が第九の が第九の
部習取二 あ二 あ三条二 あ二条二
ののり十 つ十 つ号の十 つ号の十
停業消八 た四 たの二二 たの二二

三　　二　　一 四　　三二　　　一 三　　二一 二　　一 三二　　一
あ　一　　に 合　る　　　にる 称 及 に

つ発部登あ登 に発年発休あ登発 変及変登 変び変 登発あ登
て破の録つ録 あ破月破止つ録破 更び更録 更住更 録破つ録
は実停をて発 つ実日実して発案 す所前発 す所前 し棄て発
’技止取は破 て技　技　’は破技 る在及破 る並及 た技は破
停講をり　’実 は講　講又　’実講 年地び実 年びび 年講　’実
止習命消そ技 ’習　習はそ技習 月　変技 月に変 月習そ技
をのじしの講 その　の廃の講の 日　更講 日法更 日のの講
命業た’代習 の業　業止代習業 後習 人後 業代習
じ務年又表機 期務　務す表機務 の機 にの 務表機
たの月は者関 間の　のる者関の 発問 あ登 を者開
発全日発のの 全　全発のの全 破の つ録 行のの
破部　破氏氏 部　部破氏氏部 実氏 て発 う氏氏
実又　実名名 又　又実名名又 技名 は破 事名名
技は　技　又 は　は技　又は 講又 ’実 務　又
講一　講　　は 一　一講　は一 習は そ技 所　は
習部　習　名 部　部習　名部 の名 の講 の　名
のの　の　称 を　をの　称を 業称 代習 名　称
範停　業　及 休　休業　及休 務 表機 称　及
囲止　務　び 止　止務　び止 を 者関 及　び
及を　の　住
ﾑ命　全　所
ｻじ　部　並

し　しの　住し
諱@　’範　所’
､　又囲　並又

行
）
つ
一
景

のの
℃＊
ｼ名

び　住
梶@所
ﾝ　並

のた　若　び と　は　　　びは 務 又 地　び
期場　し　に す　廃　　　に廃 所 は に

問合　　く　法 る　止　　　法止 の 名 法

に　　は　　人 場　す　　人す 名 称 人

　
　
　
第
三
章
の
三
の
四
　
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関

　
（
登
録
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
三
十
ニ
　
ボ
イ
ラ
ー
則
第
百
一
条
第
三
号
二
の
登
録
（
以
下
こ
の
章
に
お
■
い
て
単
に
「
登
録
」

　
と
い
う
。
）
は
、
同
号
二
の
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
」
と
い
ヶ
。
）

　
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

2
　
登
録
の
申
請
を
し
ょ
う
と
す
る
者
は
、
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
登
録
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
に
次
の

　
書
類
を
添
え
て
、
当
該
者
が
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
を
行
お
う
と
す
る
場
所
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
（
以

　
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

　
二
　
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
住
民
票
の
写
し
（
外
国
人
に
あ
っ
て
は
．
外
国
人
登
録
証
明
書
の
写

　
　
し
）

　
三
　
申
請
者
が
次
条
各
号
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
面

　
四
　
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面

　
　
イ
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴

　
　
ロ
　
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
業
務
を
管
理
す
る
者
の
氏
名
及
び
略
歴

　
　
ハ
　
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
講
師
の
氏
名
、
略
歴
及
び
担
当
す
る
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
講
習
科
目

　
　
ニ
　
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
に
用
い
る
機
械
器
具
そ
の
他
の
設
備
及
び
施
設
の
種
類
」
数
、
性
能
等
及
び
そ
の
所

　
　
　
有
又
は
借
入
れ
の
別

　
　
ホ
　
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要

　
　
ヘ
　
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
十
九
条
の
二
十
四
の
三
十
四
第
一
項
各
号
の
要
件
に
適
合
し

　
　
　
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
事
項

　
（
欠
格
条
項
）

　
一
　
法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又

　
　
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者
．

　
二
　
第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
十
三
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二

　
　
年
を
経
過
し
な
い
者

　
三
　
法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

　
（
登
録
基
準
）

　
申
請
し
た
者
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
に
適
合
し
て
い
る
ど
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
が
次
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ

　
　
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

第
十
九
条
の
二
十
四
の
三
十
三
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
．

第
十
九
条
の
二
十
四
の
三
十
四
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
第
十
九
条
の
二
十
四
の
三
十
二
の
規
定
に
よ
り
登
録
を

　
　
　
燃
焼

　
　
　
附
属
設
備
及
び
附
属
品
の
取
扱
い

　
　
　
水
処
理
及
び
吹
出
し

　
　
　
点
検
及
び
異
常
時
の
処
置

　
　
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

　
　
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

三
　
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
業
務
を
管
理
す
る
者
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
．

　
イ

　
ロ
　
ハ
　
ニニ
　
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
講
師
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
．

　
イ
　
特
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
二
年
以
上
ボ
イ
ラ
ー
を
取
り
扱
う
業
務
に
従

　
ロ
　
一
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免
許
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
五
年
以
上
ボ
イ
ラ
ー
を
取
り
扱
う
業
務
に
従

　
ハ
　
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
経
験
を
有
す
る
者



（号外第64号）侵土
手

官月曜日平成21年3月30日29 ’

2
　
登
録
は
、
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
登
録
簿
に
次
の
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
．

　
一
　
登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

　
二
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

　
三
　
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　
（
登
録
の
更
新
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
三
十
五
　
登
録
は
、
五
年
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
つ

　
て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

2
　
前
三
条
の
規
定
は
、
前
項
の
登
録
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
　
（
実
施
義
務
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
三
十
六
　
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
て
の
章
に
お
い
て
「
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
」

　
と
い
う
。
）
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
毎
事
業
年
度
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習

　
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
従
っ
て
公
正
に
ボ
イ
プ
ー
実
技
講
習
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
実
施
時
期
、
実
施
場
所
、
講
習
科
目
、
時
間
及
び
受
講
定
員
に
関
す
る
事
項

　
ニ
　
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
講
師
の
氏
名

2
　
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
開
始
前
に
、
実
施
計
画
届
出
書
（
様
式
第
一
号
の
二
）
に
前

　
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
計
画
を
添
え
て
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ

　
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
章
も
、
同
様
と
す
る
。

3
　
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
実
施
、

　
計
画
変
更
届
出
書
（
様
式
第
一
号
の
三
）
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
督
機
関
は
、
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
を
修
了
し
た
者
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
修
了
証
を
交

　
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
　
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
一
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
に
実
施
し
た
ボ
イ
ラ
ー

　
実
技
講
習
の
結
果
に
つ
い
て
、
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
実
施
結
果
報
告
書
（
様
式
第
一
号
の
四
）
を
所
轄
都
道
府
県

　
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
変
更
の
届
出
）

第
十
九
条
の
二
十
四
璽
二
十
七
　
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
は
、
第
十
次
条
の
二
十
四
の
三
十
四
第
二
項
第
二

　
号
又
は
第
三
号
の
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
登
録
ボ

　
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
登
録
事
項
変
更
届
出
書
（
様
式
第
一
号
の
五
）
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
業
務
規
程
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
三
十
八
　
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
は
、
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
業
務
の
開
始
の
日
の
■

　
二
週
間
前
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
業
務
に
関
す
る
規
程
を
定
め
、
業
務
規
程
届

　
出
書
（
様
式
第
二
号
）
に
当
該
規
程
を
添
え
て
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

　
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
．

　
一
　
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
実
施
方
法

　
二十九八七六五四三

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
に
関
す
る
料
金

前
号
の
料
金
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
講
師
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
講
習
科
目
及
び
時
間
に
関
す
る
事
項

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
修
了
証
の
発
行
に
関
す
る
事
項

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
保
存
に
関
す
る
事
項

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
実
施
に
関
す
る
計
画
に
関
す
る
事
項

第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
十
第
二
項
第
二
号
及
び
第
四
号
の
請
求
に
係
る
費
用
に
関
す
る
事
項

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項
。

2
　
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
業
務

　
規
程
変
更
届
出
書
（
様
式
第
三
号
）
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

　
　
（
業
務
の
休
廃
止
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
三
十
九
　
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
は
、
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一

　
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
業
務
休
廃
止
届
出
書
（
様

　
式
第
四
号
）
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
十
　
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
事
業

　
年
度
の
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
収
支
計
算
書
並
び
に
事
業
報
告
書
（
そ
の
作
成
に
代
え

　
て
電
磁
的
記
録
の
作
成
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
「
財
務
諸
表

　
等
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
五
年
間
事
務
所
に
備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
の
業

　
務
時
間
内
は
、
い
つ
で
も
、
次
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
又
は
第
四
号
の
請
求

　
を
す
る
に
は
、
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
の
定
め
た
費
用
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
財
務
諸
表
等
が
書
面
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
書
面
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

　
二
　
前
号
の
書
面
の
謄
本
又
は
抄
本
の
請
求

　
三
　
財
務
諸
表
等
が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項

　
　
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

　
四
　
前
号
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
電
磁
的
方
法
で
あ
っ
て
次
の
い
ず
れ
か
の
も
の
に
よ
り
提
供
す

　
　
る
こ
と
の
請
求
又
は
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
の
請
求

　
　
イ
　
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続

　
　
　
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、

　
　
　
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

　
　
ロ
　
磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き

　
　
　
る
物
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

　
（
適
合
命
令
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
十
一
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
が
第
十
九
条
の
二
十
四

　
の
三
十
四
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習

　
機
関
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
這
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
ど
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
改
善
命
令
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
十
二
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
が
第
十
九
条
の
二
十
四
，

　
の
三
十
六
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
に
対
し
、

，
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
を
行
う
べ
き
こ
と
又
は
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
実
施
方
法
そ
の
他
の
業
務
の
方
法
の
改
善
に

　
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
．

　
（
登
録
の
取
消
し
等
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
十
三
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ

　
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
ル
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
ボ
イ
ラ
ー

　
実
技
講
習
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
　
第
十
九
条
の
二
十
四
の
三
十
三
第
．
一
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

　
二
　
第
十
九
条
の
二
十
四
の
三
十
六
か
ら
第
十
九
条
の
二
十
四
の
三
十
九
ま
で
、
第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
十
第

　
一
項
又
は
次
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

三
　
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
十
第
二
項
各
号
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
拒
ん
だ
と
き
．

四
　
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

五
　
不
正
の
手
段
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
と
き
。
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（
帳
簿
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
十
四
　
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
は
、
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
を
行
っ
た
と
き
は
、
ボ

　
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
修
了
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
本
籍
地
都
道
府
県
名
（
日
本
国
籍
を
有
し
て
い
な
い
者
に
つ

　
い
て
は
、
そ
の
国
籍
）
、
修
了
年
月
日
及
び
修
了
証
の
番
号
を
記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
、
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の

　
業
務
の
廃
止
（
登
録
の
取
消
し
及
び
登
録
の
失
効
を
含
む
。
）
に
至
る
ま
で
保
存
ル
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
は
、
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
を
行
っ
た
と
き
は
　
次
の
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
を

　
備
え
、
こ
れ
を
記
載
の
日
か
ら
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3　
た
場
合
及
び
登
録
が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
場
合
を
含
む
。
）
に
は
、
第
一
項
の
帳
簿
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に

　
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
報
告
の
徴
収
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
十
五
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
実
施
の
た
め
必
要
な
限
度
に
お

　
い
て
、
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
に
対
し
、
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
事
務
又
は
経
理
の
状
況
に
関
し
報
告
さ
せ

　
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
公
示
）

第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
十
六
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同
表
の
下
欄
に

　
掲
げ
る
事
項
を
当
該
都
道
府
県
労
働
局
の
掲
示
板
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
登
録
を
取
り
消
さ
れ

　
　
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
講
習
科
目
及
び
時
間

　
　
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
を
行
っ
た
年
月
日

　
　
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
講
師
の
氏
名
及
び
そ
の
者
の
資
格
に
関
す
る
事
項

　
　
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
結
果

　
　
そ
の
他
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
に
関
し
必
要
な
事
項

　
登
録
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
機
関
は
、
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
業
務
の
廃
止
を
し
た
場
合
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症

第
二
十
一
条
中
「
様
式
第
八
号
」
を
「
様
式
第
一
号
」
に
改
め
る
。

　
第
二
十
二
条
の
二
中
「
様
式
第
一
号
の
二
」
を
「
様
式
第
一
号
の
五
」
に
改
め
る
。

　
第
四
章
の
次
に
次
の
二
章
を
加
え
る
。

　
　
　
第
四
章
の
二
　
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関

　
（
登
録
）

第
二
十
五
条
の
四
　
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
労
働
省

　
令
第
三
号
。
以
下
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
七
号
の
登
録
及
ぴ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
第
十
一

　
条
第
十
号
の
登
録
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
登
録
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
第
二

　
条
第
七
号
の
安
全
に
関
す
る
講
習
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
安
全
に
関
す
る
講
習
」
と
い
う
。
）
及
び
コ
ン

　
サ
ル
タ
ン
ト
則
第
十
一
条
第
十
号
の
衛
生
に
関
す
る
講
習
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
衛
生
に
関
す
る
講
習
」

　
と
い
う
。
）
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ふ
講
習
」
と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り

　
行
う
。

2
　
登
録
の
申
請
を
し
ょ
う
と
す
る
者
は
、
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
登
録
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
に
次

．
の
書
類
を
添
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

　
二
　
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
住
民
票
の
写
し
（
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
外
国
人
登
録
証
明
書
の
写

　
　
し
）

　
三
　
申
請
者
が
次
条
各
号
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
面

　
四
　
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面

　
　
イ
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴

　
　
ロ
　
申
請
に
係
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
業
務
を
管
理
す
る
者
の
氏
名
及
び
略
歴

　
　
ハ
　
申
請
に
係
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
講
師
の
氏
名
、
略
歴
及
び
担
当
す
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
講

　
　
　
習
科
目

　
　
ニ
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要

　
　
ホ
　
イ
か
ら
二
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
十
五
条
の
六
第
一
項
各
号
の
要
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と

　
　
　
を
証
す
る
事
項

　
　
（
欠
格
条
項
）

第
二
十
五
条
の
五
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
一
　
法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又

　
　
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

　
二
　
第
二
十
五
条
の
十
五
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過

　
　
し
な
い
者

　
三
　
法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

　
　
（
登
録
基
準
）
，

、
第
二
十
五
条
の
六
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
二
十
五
条
の
四
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
し
た
者
が
次
に
掲
げ
る
要

　
件
の
す
べ
て
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
一
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
が
次
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行

　
　
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
イ
　
安
全
に
関
す
る
講
習
に
あ
っ
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
ω
　
産
業
安
全
一
般

　
　
　
③
　
産
業
安
全
関
係
法
令

　
　
　
ロ
　
衛
生
に
関
す
る
講
習
に
あ
っ
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
．

　
　
　
ω
労
働
衛
生
一
般

　
　
　
③
　
労
働
衛
生
関
係
法
令
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ニ
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
講
師
が
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

　
イ
　
安
全
に
関
す
る
講
習
に
あ
っ
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、

　
　
欄
に
掲
げ
る
条
件
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
知
識
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

、
講
習
科
目

条
件

産
業
安
全
一
般

一
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。
）
又
は
旧
専
門
学
校
令
に
よ
る
　
専
門
学
校
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
大
学
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
理
科
系
統
　
の
正
規
の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
五
年
以
上
安
全
の
実
　
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の
二
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
理
科
系
統
の
正
　
規
の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
七
年
以
上
安
全
の
実
務
に
　
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の
三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
経
験
を
有
す
る
者

産
業
安
全
関
係
法
令

一
　
大
学
等
を
卒
業
し
た
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
一
年
以
上
安
全
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の
二
　
前
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
経
験
を
有
す
る
者

ロ
　
衛
生
に
関
す
る
講
習
に
あ
っ
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、

欄
に
掲
げ
る
条
件
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
知
識
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

講
習
科
目

条
件

労
働
衛
生
一
般

一
　
大
学
等
に
お
い
て
理
科
系
統
の
正
規
の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
っ
　
て
、
そ
の
後
五
年
以
上
衛
生
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の
二
　
学
校
教
育
法
に
よ
る
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
に
お
い
て
理
科
系
統
の
正
　
規
の
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
七
年
以
上
衛
生
の
実
務
に
　
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の
三
　
前
二
号
に
掲
ザ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
経
験
を
有
す
る
者

労
働
衛
生
関
係
法
令

一
　
大
学
等
を
卒
業
し
た
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
一
年
以
上
衛
生
の
実
務
に
従
事
し
　
た
経
験
を
有
す
る
も
の
二
　
前
号
に
掲
げ
る
者
と
同
等
以
上
の
知
識
経
験
を
有
す
る
者

　
三
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
業
務
を
管
理
す
る
者
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
。

2
　
登
録
は
、
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
登
録
簿
に
次
の
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
呑
。

　
一
　
登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

　
二
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

　
三
　
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

　
四
　
安
全
に
関
す
る
講
習
又
は
衛
生
に
関
す
る
講
習
の
別

　
　
（
登
録
の
更
新
）

　
力
を
失
う
。

2
　
前
三
条
の
規
定
は
、
前
項
の
登
録
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
　
（
実
施
義
務
）

　
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
毎
事
業
年
度
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
実
施

　
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
従
っ
て
公
正
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条
の
七
　
登
録
は
、
五
年
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、
そ
の
効

第
二
十
五
条
の
八
　
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
」
と
い
う
。
）

　
一
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
実
施
時
期
、
実
施
場
所
、
講
習
科
目
、
時
間
及
び
受
講
定
員
に
関
す
る
事
項

　
ニ
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
講
師
の
氏
名

2
　
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
開
始
前
に
（
登
録
を
受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
あ

　
つ
て
は
、
そ
の
登
録
を
受
け
た
後
遅
滞
な
く
）
、
実
施
計
画
届
出
書
（
様
式
第
一
号
の
二
）
に
前
項
の
規
定
に
よ

　
り
作
成
し
た
計
画
を
添
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
レ
よ
う
と
す
る
と

　
き
も
、
同
様
と
す
る
。

3
　
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
実

　
施
計
画
変
更
届
出
書
（
様
式
第
一
号
の
三
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
　
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
を
修
了
し
た
者
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
修
了
証

　
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
　
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
一
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
に
実
施
し
た
コ
ン

　
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
結
果
に
つ
い
て
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
実
施
結
果
報
告
書
（
様
式
第
一
号
の
四
）
を
厚
生

　
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
変
更
の
届
出
）

第
二
十
五
条
の
九
　
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
は
、
第
二
十
五
条
の
六
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
事
項

　
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機

　
関
登
録
事
項
変
更
届
出
書
（
様
式
第
一
号
の
五
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
業
務
規
程
）

第
二
十
五
条
の
十
　
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
業
務
の
開
始
の
日
の
二
週
間

　
前
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
業
務
に
関
す
る
規
程
を
定
め
、
業
務
規
程
届
出
書

　
（
様
式
第
二
号
）
に
当
該
規
程
を
添
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ

　
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
－

　
一　
　
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
実
施
方
法

　
　
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
に
関
す
る
料
金

　
　
　
前
号
の
料
金
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

　
　
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
講
師
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

　
　
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
講
習
科
目
及
び
時
間
に
関
す
る
事
項

　
　
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
修
了
証
の
発
行
に
関
す
る
事
項

　
　
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
保
存
に
関
す
る
事
項

　
　
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
実
施
に
関
す
る
計
画
に
関
す
る
事
項

　
　
　
第
二
十
五
条
の
十
二
第
二
項
第
二
号
及
び
第
四
号
の
請
求
に
係
る
費
用
に
関
す
る
事
項

　
　
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

　
（
業
務
の
休
廃
止
）
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
．
．

　
（
財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
）

　
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
五
年
間
事
務
所
に
備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
務
規
程
変
更
届
出
書
（
様
式
第
三
号
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
二
　
三
　
四
　
五
　
六
　
七
　
八
　
九
　
十
2
　
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
業

第
二
十
五
条
の
十
一
　
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
は
、
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を

　
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
業
務
休
廃
止
届
出
書
（
様

　
式
第
四
号
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
五
条
の
十
二
　
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度

　
の
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
収
支
計
算
書
並
び
に
事
業
報
告
書
（
そ
の
作
成
に
代
え
て
電

　
磁
的
記
録
の
作
成
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
「
財
務
諸
表
等
」
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2
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関

　
の
業
務
時
間
内
は
、
い
つ
で
も
、
次
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
又
は
第
四
号
の

　
請
求
を
す
る
に
は
、
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
の
定
め
た
費
用
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
財
務
諸
表
等
が
書
面
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
書
面
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

　
二
　
前
号
の
書
面
の
謄
本
又
は
抄
本
の
請
求

　
三
　
財
務
諸
表
等
が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項

　
　
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
又
ね
謄
写
の
請
求

　
四
　
前
号
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
電
磁
的
方
法
で
あ
っ
て
次
の
い
ず
れ
か
の
も
の
に
よ
り
提
供
す

　
　
る
こ
と
の
請
求
又
は
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
の
請
求

　
　
イ
　
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続

　
　
　
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ

　
　
　
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

　
　
ロ
　
磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き

　
　
　
る
物
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

　
　
（
適
合
命
令
）

第
二
十
五
条
の
十
三
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
が
第
二
十
五
条
の
六
第
一
項
各
号
の

　
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
に
対
し
、
こ
れ
ら

　
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
改
善
命
令
）

第
二
十
五
条
の
十
四
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
が
第
二
十
五
条
の
八
第
一
項
の
規
定

　
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
に
対
し
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習

　
を
行
う
べ
き
こ
と
又
は
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
実
施
方
法
そ
の
他
の
業
務
の
方
法
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置

　
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
登
録
の
取
消
し
等
）

第
二
十
五
条
の
十
五
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

　
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習

　
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
一
，
第
二
十
五
条
の
五
第
一
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

　
二
　
第
二
十
五
条
の
八
か
ら
第
二
十
五
条
の
十
一
ま
で
、
第
二
十
五
条
の
十
二
第
一
項
又
は
次
条
第
一
項
若
し
く

　
　
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

　
三
　
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
二
十
五
条
の
十
二
第
二
項
各
号
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
拒
ん
だ
と
き
。

　
四
　
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

　
五
　
不
正
の
手
段
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
と
き
。

　
　
（
帳
簿
）

第
二
十
五
条
の
十
六
　
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
を
行
っ
た
と
き
は
、
コ
ン
サ

　
ル
タ
ン
ト
講
習
の
修
了
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
本
籍
地
都
道
府
県
名
（
日
本
国
籍
を
有
し
て
い
な
い
者
に
つ
い

　
　
て
は
、
そ
の
国
籍
）
、
修
了
年
月
日
及
び
修
了
証
の
番
号
を
記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の

　
業
務
の
廃
止
（
登
録
の
取
消
し
及
び
登
録
の
失
効
を
含
む
。
）
に
至
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
を
行
っ
た
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
帳

　
　
簿
を
備
え
、
こ
れ
を
記
載
の
日
か
ら
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
一
　
安
全
に
関
す
る
講
習
又
は
衛
生
に
関
す
る
講
習
の
別

　
　
　
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
講
習
科
目
及
び
時
間

六五四二一

ユ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
を
行
っ
た
年
月
日

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
講
師
の
氏
名
及
び
そ
の
者
の
資
格
に
関
す
る
事
項

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
結
果

そ
の
他
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
に
関
し
必
要
な
事
項

3
　
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
業
務
の
廃
止
を
し
た
場
合
（
登
録
を
取
り
消

　
さ
れ
た
場
合
及
び
登
録
が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
場
合
を
含
む
。
）
に
は
、
第
一
項
の
帳
簿
を
厚
生
労
働
大
臣
に
引
き

　
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
実
施
）

第
二
十
五
条
の
十
七
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
を
受
け
る
者
が
い
な
い
と
き
、
第
二
十
五
条
の
十
一
の
規
定
に
よ

　
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
休
止
又
は
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
、
第
二
十
五
条
の

　
十
五
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
に
対
し
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習

　
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
、
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
が
天
災
そ
の
他
の
事
，

　
由
に
よ
り
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
づ
た
と
き
そ
の
他
必

　
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
が
で
き

　
る
。
2
　
登
録
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
の
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
厚
生
労
働
大
臣
に
当
該
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
業
務
並
び
に
当
該
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
業
務
に
関
す

　
　
る
帳
簿
及
び
書
類
を
引
き
継
ぐ
こ
と
。

　
二
　
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項

　
　
（
報
告
の
徴
収
）

第
二
十
五
条
の
十
八
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
実
施
の
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
登
録

　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
機
関
に
対
し
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
事
務
又
は
経
理
の
状
況
に
関
し
報
告
さ
せ
る
こ
と

　
が
で
き
る
。

　
　
（
公
示
）

第
二
十
五
条
の
十
九
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同
衾
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を

　
官
報
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ第 あ三る第 あ二る第
轡
晶

る二 つ号第二 つ号第二 録

届十 たの二十 たの二十 を

出五 と事十五 と事十五 し

が条 き項五条 き項五条 た

あの 。の条の 9の条の と

つ十

ｽ一
変の九
X六の

変の九
ﾄ六の

き
。

との の第規 の第規
き規 届二定 届二定
。定 出項に 出項に
に が第よ が第よ
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つ
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う　一又囲　び又 一華 名名 在　並
と　は　　　住は 務 又 地　び
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と部サ大一 らの大一 のの’規

す又ル臣項 行業臣項 停業又定

るはタがの う務がの 止務はに

二　　一 二　　一 三　　二　　一

と 期　た び場　し　に
行しコ 間行年コ そ合］く登法登
わたン う月ン のにンは録人録
な年サ も日サ 期あサーをにコ
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も日夕 と　タ てタのりつサ
の　　ン す　ン はン停消てル
と　　ト る　　ト ’ト止しはタ

し　講 　　一ユR　　講 停講を”ン
た　，習 ン　習 止習命又そト
コ　　の サ　　の をのじはの講
・ン　業 ル　業 命業たコ代習
サ　務 タ　務 じ務年ン表機
ル　　の ン　　の たの月サ者関
タ　全 ト　．全 コ全日ルのの
ン　部 講　部 ン部　タ氏氏
ト　又 習　　又 サ又　ン名名
講　は の　　は ルは　　ト　又
コ
コ
　
　
　
＿
臼 業　一 ター　講　は
の　部 務　部 ン部　習　名
業　を の　　を トの　の　称
務　行 範　行 講停　業　及
の　　わ 囲　　う 習止　務　び
範　な 及　　も のを　の　住
囲　　い び　の 範命　全　所
も そ　　と 囲じ　部　並
の の　　し 及た　若　び

　
　
　
第
四
章
の
三
　
指
定
筆
記
試
験
免
除
講
習
機
関

　
（
指
定
）

第
二
十
五
条
の
二
十
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
第
十
三
条
第
一
項
の
表
第
十
一
条
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の

　
項
の
指
定
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
指
定
」
と
い
う
。
）
は
、
同
項
の
講
習
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
筆

　
記
試
験
免
除
講
習
」
と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
者
（
法
人
に
限
る
。
）
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

2
　
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

　
一
　
名
称
及
び
住
所

　
二
　
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
を
行
お
う
と
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

　
三
　
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

3
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

　
二
　
申
請
の
日
を
含
む
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
に
お
け
る
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表

　
三
　
申
請
の
日
を
含
む
事
業
年
度
及
び
翌
事
業
年
度
に
お
け
る
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書

　
四
　
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
面

　
五
　
次
条
第
一
項
各
号
の
要
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類

　
　
（
指
定
基
準
）

第
二
十
五
条
の
二
十
一
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
が

　
次
の
各
号
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
ぎ
で
な
け
れ
ば
、
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
一
　
職
員
、
設
備
、
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
の
実
施
の
方
法
そ
の
他
み
事
項
が
、
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
適

　
　
正
か
つ
確
実
な
実
施
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
．

　
二
　
経
理
的
及
び
技
術
的
な
基
■
礎
が
、
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
に
足
る
も
の
で
あ

　
　
る
こ
と
。

　
三
　
筆
記
試
験
免
除
講
習
が
次
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ

　
　
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
イ
　
労
働
衛
生
一
般

　
　
ロ
　
労
働
衛
生
関
係
法
令

　
　
ハ
　
健
康
管
理

四
　
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
講
師
が
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、

げ
る
条
件
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
知
識
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

法労 及労 講

令働 び働 ココ

ｩ
衛 健衛 科
生 康生 目

関 管一
係 理般

二　　一 三　　　二　　　　一 条

経 しの　事規門 件

前験大 前た課学しの学学
号を学 二経程校た課校校
に有等 号験を教経程＿教
掲すを にを修育験を以育
げる卒 掲有め法を修下法
るも業 げすてに有めこに
者のし るる卒よすてのよ
と　た 者も業るる卒号る
同　者 とのし短も業に大
等　　で 同　た期のしお学
以　　あ 等　者大　たい＿
上　　つ 以　で学　着て短
の　　て 上　あ又　でr期
知　　’ の　つは　あ大大
識　そ 知　て高　つ学学
経　の 識　　’等　て等を
験　後 経　そ専　　’一除
を　一 験　の門　そとく
有　年 を　後学　のい」
す　以 有　七校　後う又
る　上 す　年に　五」は
者　衛 る　以お　年に旧
生 者　上い　以お専
の 衛て　上い門
実 生理　衛て学
務 の科　生理校
に 実系　の科令
従 務統　実系に
事 にの　務統よ
し 従正　にのる
た 事規　従正専

2
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指
定
を
し
て

　
は
な
ら
な
い
。

　
一
　
申
請
者
が
行
う
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
以
外
の
業
務
に
よ
り
申
請
者
が
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
を

　
　
公
正
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

　
二
　
申
請
者
が
法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て
、
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は

　
　
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。
’

　
三
　
申
請
者
が
第
二
十
五
条
の
二
十
八
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て

　
　
二
年
を
経
過
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
．

　
四
　
申
請
者
の
役
員
の
う
ち
に
、
第
二
号
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
こ
と
。

　
、
（
変
更
の
届
出
）

第
二
十
五
条
の
二
十
二
　
指
定
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
筆
記
試
験
免
除
講
習
機
関
」
と
い
う
。
）

　
は
、
そ
の
名
称
若
し
く
は
住
所
又
は
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
若
し
く
は
所
在
地
を
変

　
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
変
更
後
の
指
定
筆
記
試
験
免
除
講
習
機
関
の
名
称
若
し
く
は
住
所
又
は
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
を
行
う

　
、
事
務
所
の
名
称
若
し
く
は
所
在
地

　
二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
三
　
変
更
の
理
由

2
　
指
定
筆
記
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
を
行
う
事
務
所
を
新
設
し
、
又
は
廃
止
し
よ

　
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
新
設
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

　
二
　
新
設
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
事
務
所
に
お
い
て
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
を
開
始
し
、
又
は
廃
止

　
　
し
ょ
う
と
す
る
年
月
日

　
三
　
新
設
又
は
廃
止
の
理
由

　
　
（
業
務
規
程
）

第
二
十
五
条
の
二
十
三
　
指
定
筆
記
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
の
開
始
前
に
、
次
の
事

　
項
を
記
載
し
た
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程
（
次
項
に
お
い
て
「
筆
記
試
験
免
除
講
習
業

　
務
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
東
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と

　
き
も
、
同
様
と
す
る
。

　
一
　
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項

　
二
　
筆
記
試
験
免
除
講
習
に
関
す
る
料
金

　
三
　
前
号
の
料
金
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

粉
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次
の

2　
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
変
更
後
の
筆
記
試
験
免
除
講
習
業
務
規
程
を
添
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

　
二
　
変
更
し
よ
う
と
す
み
年
月
日

　
三
　
変
更
の
理
由

　
（
事
業
計
画
の
届
出
等
）

第
二
十
五
条
の
二
十
四
　
指
定
筆
記
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
、
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
を
作
成
し
、

　
当
該
事
業
年
度
開
始
前
に
（
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
後
遅
滞

　
な
く
）
、
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

2
　
指
定
筆
記
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
の
経
過
後
三
月
以
内
に
、
，
そ
の
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書
及

　
び
収
支
決
算
書
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
結
果
の
報
告
）

第
二
十
五
条
の
二
十
五
　
指
定
筆
記
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
筆
記
試
験
免
除
講
習
を
実
施
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な

　
く
、
修
了
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
修
了
年
月
日
及
び
修
了
証
の
番
号
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
勧
告
）

第
二
十
五
条
の
二
十
六
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
必
要
が
あ
る

　
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
筆
記
試
験
免
除
講
習
機
関
に
対
し
、
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
に
関
し
必
要
な
措
置

　
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
業
務
の
休
廃
止
）

第
二
十
五
条
の
二
十
七
　
指
定
筆
記
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休

　
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
休
止
又
は
廃
止
の
日
の
六
月
前
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
記
載
し

　
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
の
範
囲

　
二
　
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
三
　
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
期
間

　
四
　
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
理
由

　
　
（
指
定
の
取
消
し
等
）

第
二
十
五
条
の
二
十
八
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
筆
記
試
験
免
除
講
習
機
関
が
第
二
十
五
条
の
二
十
一
第
二
項
第

　
二
号
又
は
第
四
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
筆
記
試
験
免
除
講
習
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、

　
そ
の
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命

　
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
一
　
第
二
十
五
条
の
二
十
三
、
第
二
十
五
条
の
二
十
四
又
は
前
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

　
二
　
第
二
十
五
条
の
二
十
六
の
規
定
に
よ
る
勧
告
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
勧
告
に
係
る
措
置
を
講
じ

　
　
て
い
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
三
第
二
十
五
条
の
三
十
一
第
一
項
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

　
　
（
帳
簿
）

第
二
十
五
条
の
二
十
九
　
指
定
筆
記
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
筆
記
試
験
免
除
講
習
を
実
施
し
た
と
き
は
、
修
了
者

　
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
修
了
年
月
日
及
び
修
了
証
の
番
号
を
記
載
し
た
帳
簿
を
作
成
し
、
筆
記
試
験
免
除

　
講
習
の
業
務
の
廃
止
（
指
定
の
取
消
し
を
含
む
。
）
に
至
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
講
師
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

　
　
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
講
習
科
目
及
び
時
間
に
関
す
る
事
項

　
　
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
修
了
証
の
発
行
に
関
す
る
事
項

　
　
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
保
存
に
関
す
る
事
項

　
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

　
指
定
筆
記
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、

四五六七八

2
　
指
定
筆
記
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
業
務
を
廃
止
し
た
場
合
（
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た

　
場
合
を
含
む
。
）
に
は
、
前
項
の
帳
簿
を
厚
生
労
働
大
臣
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
報
告
の
徴
収
）

第
二
十
五
条
の
三
十
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
必
要
が
あ
る
と

　
認
め
る
と
き
は
、
．
指
定
筆
記
試
験
免
除
講
習
機
関
に
対
し
、
必
要
な
事
項
を
報
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
指
定
の
条
件
）

第
二
十
五
条
の
三
十
一
　
指
定
に
は
、
条
件
を
付
じ
、
及
び
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

2
　
前
項
の
条
件
は
、
当
該
指
定
に
係
る
事
項
の
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
最
少
限
度
の
も
の
に
限
り
、
か

　
つ
、
当
該
指
定
を
受
け
る
者
に
不
当
な
義
務
を
課
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
（
公
示
）

第
二
十
五
条
の
三
十
二
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項

　
を
官
報
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ののしの第 との第 に第 指

停業1規二 き規二 よ二 定

．止務又定十 。定十 る十 を

をのはに五 に五 届五 し

命全筆よ条 よ条 出条 た

じ部記りの るの がの と

た若試指二
ﾆし験定十

取二

ﾁ十
あ二

ﾂ十

き
。

きく免を八 し八 た七
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一講り二 し一 き規
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三　　二一 二一 四三二　　一 二一
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を筆
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N試
詞ｱ

停講をし免 し免 は講廃廃試講 日免
止習命’除 た除 ’習止止験習 除

をのじ又講 年講 そのすす免の 講

命業たは習 月習 の業るる除業
ココ

ｩ
じ務年筆機 日機 期務年筆講務 機

たの月記関 関 問の月記習の 関

筆全日試の の 全日試機全 の

記部　験名 名 部　　験関都 名

試又　免称 称 又　　免の又 称

験は　除及 及 は　　除名は 及

免一　講び び 一　　講称一 び

除部　習事
古
，
浄 部　　習及部 事

講の　の務 務 を　　のびを 務

習停　業所 所 休　　業事休 所

の止　務の の 止　　務務止 の
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のじ　部地 地 う　　囲所又 地
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第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ツ
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
則
（
昭
和
四
十
八
年

労
働
省
令
第
三
号
）
」
を
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
」
に
改
め
る
。

　
第
四
十
九
条
第
三
号
中
「
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
則
」
を
「
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
則
」
に
改
め
る
。

　
第
六
章
の
次
に
次
の
四
章
を
加
え
る
．

　
　
　
第
七
章
　
登
録
計
画
作
成
参
画
者
研
修
機
関

　
（
登
録
）

第
五
十
三
条
　
安
衛
則
別
表
第
九
に
規
定
す
る
登
録
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
登
録
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

　
の
下
欄
に
掲
げ
る
研
修
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

　
安
衛
則
別
表
第
九
別
表
第
七
の
上
欄
第
十
号
に
掲
　
安
衛
則
別
表
第
九
別
表
第
七
の
上
欄
第
十
号
に
掲
げ
る

一
号
ロ
・
の
研
修
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て

す
る
研
修
」
と
い
う
。
）
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安
衛
則
別
表
第
九
第
八
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲

げ
る
仕
事
及
び
第
九
十
条
第
一
号
に
掲
げ
る
仕
事

の
う
ち
建
設
の
仕
事
（
ダ
ム
の
建
設
の
仕
事
を
除

く
。
）
の
項
第
一
号
ロ
及
び
第
八
十
九
条
の
二
第
二

号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
仕
事
及
び
第
九
十

条
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
仕
事
（
同

条
第
一
号
に
掲
げ
る
仕
事
に
あ
っ
て
は
ダ
ム
の
建

設
の
仕
事
に
、
同
条
第
二
号
、
第
二
号
の
二
及
び

第
三
号
に
掲
げ
る
仕
事
に
あ
っ
て
は
建
設
の
仕
事

に
限
る
。
）
の
項
第
一
号
ハ
の
登
録

安
衛
則
別
表
第
九
第
八
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る

仕
事
及
び
第
九
十
条
第
一
号
に
掲
げ
る
仕
事
の
う
ち
建

設
の
仕
事
（
ダ
ム
の
建
設
の
仕
事
を
除
く
。
）
の
項
第
一

号
ロ
及
び
第
八
十
九
条
の
二
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で

に
掲
げ
る
仕
事
及
び
第
九
十
条
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま

で
に
掲
げ
る
仕
事
（
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
仕
事
に
あ

っ
て
は
ダ
ム
の
建
設
の
仕
事
に
、
同
条
第
二
号
、
第
二

号
の
二
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
仕
事
に
あ
っ
て
は
建
設

の
仕
事
に
限
る
。
y
の
項
第
一
号
ハ
の
研
修
（
以
下
こ
の

章
に
お
い
て
「
仕
事
に
関
す
る
研
修
」
と
い
う
。
）

2
　
前
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
登
録
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
登
録
」
と
い
う
。
）
の
申
請
を
し
ょ
う
と
す

　
る
者
は
、
登
録
計
画
作
成
参
画
者
研
修
機
関
登
録
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
に
次
の
書
類
を
添
え
て
、
厚
生
労
働

　
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

　
二
　
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
住
民
票
の
写
し
（
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
外
国
人
登
録
証
明
書
の
写

　
　
し
）

　
三
　
申
請
者
が
次
条
各
号
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
面

　
四
　
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面

　
　
イ
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴

　
　
ロ
　
申
請
に
係
る
前
項
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
研
修
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
計
画
作
成
参
画
者
研
修
」
と

　
　
　
い
う
。
）
の
業
務
を
管
理
す
る
者
の
氏
名
及
び
略
歴

　
　
ハ
　
申
請
に
係
る
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
講
師
の
氏
名
、
略
歴
及
び
担
当
す
る
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
研

　
　
　
修
科
目

　
　
二
　
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要
．

　
　
ホ
　
イ
か
ら
二
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
五
十
五
条
第
一
項
各
号
の
要
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証

　
　
　
す
る
に
足
り
る
事
項

　
．
（
欠
格
条
項
）

第
五
十
四
条
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
一
　
法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又

　
　
は
執
行
を
受
け
る
こ
ど
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

　
二
　
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い

　
　
者

　
三
　
法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

　
　
（
登
録
基
準
）

第
五
十
五
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
五
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
し
た
者
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ

　
て
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
計
画
作
成
参
画
者
研
修
が
次
に
掲
げ
る
研
修
科
目
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行

　
　
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
イ
　
工
事
に
関
す
る
研
修
に
あ
っ
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
ω
　
安
全
衛
生
管
理
に
関
す
る
知
識
及
び
工
事
計
画
の
安
全
衛
生
に
関
す
る
知
識

　
　
　
③
　
仮
設
構
造
物
に
関
す
る
知
識

　　　　　　　　　　　　　口

（6）（5）（4）（3）（2）（1）　　（4）（31

　
労
働
災
害
の
事
例
及
び
そ
の
防
止
対
策

　
安
全
衛
生
関
係
法
令

仕
事
に
関
す
る
研
修
に
あ
っ
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
．

　
安
全
衛
生
管
理
に
関
す
る
知
識

　
工
事
用
設
備
に
関
す
る
知
識

　
工
事
用
機
械
に
関
す
る
知
識

　
工
事
計
画
の
安
全
衛
生
に
関
す
る
知
識

　
労
働
災
害
の
事
例
及
び
そ
の
防
止
対
策

　
安
全
衛
生
関
係
法
令

二
　
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
講
師
が
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。

　
イ
　
工
事
に
関
す
る
研
修
に
あ
っ
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
研
修
科
目
に
応
じ
、

　
　
欄
に
掲
げ
る
条
件
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
知
識
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

知仮 令及例知のる安 研
識設 び及識安知全 修
構 安び’全識衛 科
造 全そ労衛及生 目

物 衛の働生び管
に 生防災に工理
関 関止害閨事に
す 係対のす計関
る 法策事る画す

三　　　　　二　　一 』三　　　二　　一 条

理計を　る工設の一験 の年　験て　験 件

若若修学も事構正学の労 以学を’学の労
ししめ校のの造規校区働 上校有そ校区働
くくて教　設物の教分安 工教すの教分安
はは卒育　計の課育が全 事育る後育が全
施試業法　監設程法土コ に法も七法土コ
工験しに　理計をに木ン おにの年に木ン
管研たよ　若若修よ又サ けよ　以よ又サ
理究者る　ししめるはル るる　上るはル
のので高　くくて大建タ 安高　工大建タ
実業あ等　はは卒学築ン 全等　事学築ン
務務つ学　施試業又でト 衛学　に又でト
に又て校　工験しはあ試 生校　おはあ試
従は’に　管研た高る験 のを　け高る験
事仮そお　理究者等もに 実卒　る等もに
し設のい　のので専の合 務業　安専の合
た構後て　実業あ門　格 にし　全門　格
経造五’　務務つ学　し 従た　衛学　し
験物年理　　に又て校　　た 事者　生校　た
をに以科　従は’に　者 しで　のを　者
有係上系　事仮そお　で たあ　実卒　で
する仮統　し設のい　あ 経つ　務業　あ
る工設の　た構後て　つ 験て　にし　っ
も事構正　経造三’　て
ﾌの造規　験物年理　　’

を’　従た　て
Lそ　事者　　’

設物の　をに以科　そ すの　しで　そ
計の課　有係上系　の る後　たあ　の
監設程　する仮統．試 も十’経つ　試

ロ
　
仕
事
に
関
す
る
研
修
に
あ
っ
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
研
修
科
目
に
応
じ
、

欄
に
掲
げ
る
条
件
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
知
識
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下

に知工 び及職安る安 研
関識事 安び’全知全 修

す及用 全そ労衛識衛 科
るび設 衛の働生’生 目

知工備 生防災に工管
識事に 関止害関事理
用関 係対のす計に
機す 法策事る画関
械る 令及例知のす

三　　　　二　　一 三　　　二　　一 条

計を　る建の　験 の年　験て　験 件

監修学も設正学の労 以学を’学の労
理め校の正規校区働 上枝有そ校区働
又て教　事の教分安 工数すの教分安
は卒育　の課育が全 事育る後音が全
施業法　設程法土コ に法も七法土コ
工しに　計をに木ン おにの年に木ン
管たよ　監修よ又サ けよ　以よ又サ
理者る　埋めるはル るる　上るはル
ので高　又て大建タ 安高　工大建タ
実あ等　は卒学築ン 全等　事学築ン
務つ学　施業又でト 衛学　に又でト
にて校　工しはあ試 生校　おはあ試
従’に　管た高る験 のを　け高る験
事そお　理者等もに 実卒　る等もに
しのい　ので専の合 務業　安専の合
た後で　実あ門　一格 にし　全門　格
経二’　務つ学　し 従た　衛学　し
験十理　にて校　た 事者　生校　た
を年科　従’に　者 しで　のを　者
有以系．事そお　で たあ　実卒　で
す上統　しのい　あ 経つ　務業　あ
る建の　た後で　っ 験て　にし　っ
も設正　経十’　て
ﾌ工規　験五理　　’

を’　従た　て
Lそ　事者　　’

事の　を年科　そ すの　しで　そ
の課　有以系　の る後　たあ　の
設程　す上統　試 も十　経つ　試

　
四
　
工
事
に
関
す
る
研
修
又
は
仕
事
に
関
す
る
研
修
の
別

　
三
　
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
業
務
を
管
理
す
る
者
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
。

2
　
登
録
は
、
登
録
計
画
作
成
参
画
者
研
修
機
関
登
録
簿
に
次
の
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

　
一
　
登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

　
二
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

　
三
　
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

’ト
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（
登
録
の
更
新
）

第
五
＋
六
条
登
録
は
、
五
年
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を

　
失
・
つ
。

2
　
前
三
条
の
規
定
は
、
前
項
の
登
録
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

鑑
旛
犠
翻
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
土
重
い
て
・
登
録
計
画
作
成
参
画
者
研
修
機
関
・
と
い
う
．
）
に

正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
毎
事
業
年
度
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
計
画
作
成
参
画
者
研
携
実
施
に
関

す
る
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
従
っ
て
公
正
に
計
画
作
成
参
画
者
研
修
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
し

一
計
画
作
成
参
薯
研
修
の
実
施
時
期
、
実
施
場
所
、
研
修
科
目
、
時
間
及
び
受
講
定
員
に
関
す
る
事
項

　
二
　
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
講
師
の
氏
名

2
轟
羅
灘
糞
薦
職
漁
撫
瀧
蟹
難

　
き
も
、
同
様
と
す
る
。

年
登
録
計
画
作
成
参
画
者
研
修
機
関
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
吉
変
更
の
届
出
を
し
よ
う
痔
る
と
き
は
、
実

4施

ﾚ
離
離
藻
鶴
二
曝
離
欝
欝
矯
雑
詠
滞
な
ξ
了
証

　
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
登
録
計
画
作
成
参
薯
研
修
鶴
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
攣
月
以
内
に
、
そ
の
毫
一
葦
度
に
実
施
し
た
計
画

作
成
参
画
者
研
修
の
結
果
に
つ
い
て
、
計
画
作
成
参
画
者
研
修
実
施
彙
報
告
書
（
様
式
笙
号
の
四
）
を
厚
生

　
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
変
更
の
届
出
）

第
藝
る
講
難
蘂
聾
一
購
隷
．
継
黙
鷲
離
聾

　
項
変
更
届
出
書
（
様
式
篁
号
の
五
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ

　
　
（
業
務
規
程
）

・
第
蒙
購
継
灘
響
臨
灘
鍵
難
雛
舗
一
躍

　
　
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

　
　
一
　
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
実
施
方
法

　
　
二
　
計
画
作
成
参
画
者
研
修
に
関
す
る
料
金

　
　
三
　
前
号
の
料
金
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項
．

　
　
四
　
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
講
師
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項
■

　
　
五
　
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
研
修
科
目
及
び
時
間
に
関
す
る
事
項

　
　
六
・
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
修
了
証
の
発
行
に
関
す
る
事
項

　
　
七
　
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
保
存
に
関
す
る
事
項

　
　
八
　
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
実
施
に
関
す
る
計
画
に
関
す
る
事
項

　
　
九
第
六
士
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
四
号
の
請
求
に
係
る
費
用
に
関
す
る
事
項

2＋

o鋪

｣
離
難
戦
羅
晒
籠
雑
嚢
礁
と
す
る
き
業

　
　
務
規
程
変
更
届
出
書
（
様
式
第
三
号
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
し

　
　
　
（
業
務
の
休
廃
止
）

第
六
＋
条
登
録
計
画
作
成
参
薯
研
擁
関
は
、
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、

　
　
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
計
画
作
成
参
要
研
修
業
務
休
廃
止
届
出
書
（
様
式
第
男

　
　
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
）

第
六
十
一
条
　
登
録
計
画
作
成
参
画
者
研
修
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
の
財
産

目
録
・
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
蔓
は
収
支
計
算
書
並
び
筆
業
報
告
書
（
そ
の
作
成
に
代
え
て
緩
蝿

録
の
作
成
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
．
次
項
に
お
い
て
「
財
務
襲
等
」
と
い
う
）

　
を
作
成
し
、
五
年
間
事
務
所
に
備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

2
　
計
画
作
成
参
画
者
研
修
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
登
録
計
画
作
成
参
画
者
研
修
機
関

の
業
務
時
間
内
は
、
い
つ
で
も
、
次
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
た
だ
し
、
第
二
号
又
は
第
四
号
の

　
請
求
を
す
る
に
は
、
登
録
計
画
作
成
参
画
者
研
修
機
関
の
定
め
た
費
用
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
財
務
諸
表
等
が
書
面
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
書
面
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

　
二
　
前
号
の
書
面
の
謄
本
又
は
抄
本
の
請
求

　
三
　
財
務
諸
表
等
が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項

　
　
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

　
四
　
前
号
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
電
磁
的
方
法
で
あ
っ
て
次
の
い
ず
れ
か
の
も
の
に
よ
り
提
供
す

　
　
る
こ
と
の
請
求
又
は
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
の
請
求

　
　
イ
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
撃
墜
受
信
者
の
使
用
榛
る
電
子
計
算
讐
を
婁
通
稿
線
で
薦

　
　
　
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
力
送
信
さ
れ

　
　
　
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

　
　
。
磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
畢
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き

　
　
　
る
物
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

　
　
（
適
合
命
令
）

第
六
＋
二
条
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
計
画
作
成
参
画
者
研
犠
関
が
第
五
＋
五
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に

　
適
合
し
な
ぐ
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
計
画
作
成
参
画
者
研
修
機
関
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
適

　
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
改
善
命
令
）

第
六
＋
三
条
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
計
画
作
成
参
画
者
研
擁
関
が
第
五
＋
七
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て

　
　
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
計
画
作
成
参
画
者
研
修
機
関
に
対
し
、
計
画
作
成
参
画
者
研
修
を
行
う
べ
き

　
　
こ
と
又
は
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
実
施
方
法
そ
の
他
の
業
務
の
方
法
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き

　
　
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
登
録
の
取
消
し
等
）

　
第
六
十
四
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
計
画
作
成
参
画
者
研
修
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き

　
　
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
業
務

　
　
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
一
　
第
五
十
四
条
第
一
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

　
　
二
第
五
＋
七
条
か
ら
第
六
＋
条
ま
で
、
第
六
士
条
箋
項
又
は
姿
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
違

　
　
　
反
し
た
と
き
。

　
　
三
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
六
士
条
第
二
項
各
号
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
拒
ん
だ
と
き
．

　
　
四
　
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
．

　
　
五
　
不
正
の
手
段
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
と
き
。

　
　
　
（
帳
簿
）

第
六
圭
条
登
録
計
画
作
成
参
画
者
研
修
機
関
は
、
計
画
作
成
参
画
者
研
修
を
行
っ
た
と
き
は
、
計
画
懸
橋

　
　
嘉
修
の
修
了
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
本
籍
地
都
道
府
県
名
（
日
本
国
籍
を
有
し
て
い
な
い
者
に
つ
し
て
は

　
　
そ
の
墨
）
・
修
了
年
月
日
及
び
修
了
証
の
番
号
・
乞
記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
、
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
業
務
の

　
　
廃
止
（
登
録
の
取
消
し
及
び
登
録
の
失
効
を
喜
．
）
に
至
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
，
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登
録
計
画
作
成
参
画
者
研
修
機
関
は
、
計
画
作
成
参
画
者
研
修
を
行
っ
た
と
き
は
、
．
次
の
事
項
を
記
載
し
た
帳

簿
を
備
え
、
こ
れ
を
記
載
の
日
か
ら
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3　
さ
れ
た
場
合
及
び
登
録
が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
場
合
を
含
む
．
）
に
は
、

　
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
報
告
の
徴
収
）

第
六
十
六
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
実
施
の
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
登
録
計
画
作

成
参
画
者
研
修
機
関
に
対
し
、
計
画
作
成
参
画
者
研
修
事
務
又
は
経
理
の
状
況
に
関
し
報
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

　
る
。

　
（
公
示
）

第
六
十
七
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報
で

　
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
工
事
に
関
す
る
研
修
又
は
仕
事
に
関
す
る
研
修
の
別

　
　
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
研
修
科
目
及
び
時
間

　
　
計
画
作
成
参
画
者
研
修
を
行
っ
た
年
月
日

　
　
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
講
師
の
氏
名
及
び
そ
の
者
の
資
格
に
関
す
る
事
項

　
　
計
画
作
成
参
画
者
研
修
，
の
結
果

　
　
そ
の
他
計
画
作
成
参
画
者
研
修
に
関
し
必
要
な
事
項

　
登
録
計
画
作
成
参
画
者
研
修
機
関
は
、
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
業
務
の
廃
止
を
し
た
場
合
（
登
録
を
取
り
消

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
項
の
帳
簿
を
厚
生
労
働
大
臣
に
引
き

一二三四五六
た若成録第
ﾆし参を六
ｫく画取十

が第

｠六
ﾂ十

き項五第。の十五

ﾏ五十

き項五第。の十五

@変五十

登
録
を

。は者り四 た条 更条八 更条八 し

一研消条 との の第条 の第条 た

部修しの き規 届二の 届二の と

のの’規 。定 出項規 出項規
き
。

停業又定 に が第定 が第定

止務はに よ あ三に あ二に

をの計よ る つ号よ つ号よ

命全画り 届 たのる たのる

じ部作登 出 と事第 と事第

三　　二　　一 四　　三二　　　一 三　　二一 二　　一 四三二　　一
範場　し　に
ﾍ合計く登法登
yに画は録人録
ﾑあ作一をに計
ｻつ成部取あ画
ﾌて参のりつ作
冾ﾍ画停消て成
ﾔ’者止しは参
@停研を”画
@止修命又そ者
@をのじはの研
@命業た計代修
@じ務年画表機
@たの月作者関
@計全日成のの
@画部　参氏氏
@作又　画名名
@成は　者　又
@参一　研　は
@画部　修　名
@者の　の　称
@研停　業　及
@修止　務　び
@のを　の　住
@業命　全　所
@務じ　部　並
@のた　若　び

す　廃　　　所廃
骭v止計休並止計
皷謔ｷ画止びす画
㍾�骰�ｵにる作
ﾉ成年成’法登成
｠参月参又人録参
ﾂ画日画はに計画
ﾄ者　者廃あ画者
ﾍ研　研止つ作研’修　修すて成修

ｻの　のるは参の
ﾌ業　業計　’画業
坙ｱ　務画そ者務
ﾔの　の作の研の
@全　全成代修全
@部　部参表磯部
@又　又画者関又
@は　は者ののは
@一　一研氏氏一
@部　部修名名部
@を　　をの　　又を
@休　休業　は休
@止　止務　名止
@し　しの　称し
@よ　　’範　及’
@う　又囲　び又
@と　は　　　住は

　所
ﾏの変登
X名更録
ｷ称前計
驪y及画
Nびび作
誌兜ﾏ成
厓ﾝ更参
@地後画
@　の者
@　計研
@　画修
@　作機
@　成関
@　参の
@　画氏
@　者名
@　研又
@　修は
@　の名
@　業称
@　務
@　を
@　行
@　う
@　事
@　務

　は
ﾏ名変
X称更
ｷ及前
驍ﾑ及’
N住び
誌兜ﾏ
喆ﾀ更
@び後　にの

@法登
@人録
@に計
@あ画
@つ作
@て成
@は参
@　’画

@そ者
@の研
@代修
@表機
@者関　のの

@氏氏
@名名
@　又

　　　　に
o行計法登
^う画人録
ｵこ作に計
ｽと成あ画
Nが参つ作
獅ﾅ画て成
冾ｫ者は参
@る研　’画
@計修そ者
@画のの研
@作業代修
@成務表機
@・参を者関　画行のの

@者う氏氏
@研事名名
@修務　又
@　　所　は
@　　の　名
@　　名　称
@　　称　及
@　　及　　び
@　　び　住
@　　所　所
@　　在　並
@　　地　　び

　
　
　
第
八
章
　
指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
機
関

　
　
（
指
定
）

・
第
六
十
八
条
　
法
第
九
十
九
条
の
二
第
一
項
の
指
定
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
指
定
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の

　
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
て
定
め
る
同
項
の
講
習
を
行
お
う
と
す
る
者
．
（
法
人
に
限
る
。
）
の
申
請
に
よ
り

　
行
う
。

　
　
一
　
法
第
九
十
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
（
次
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
者
を

　
　
除
く
。
）
　
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
等
に
対
す
る
講
習

　
二
　
安
全
管
理
者
、
衛
生
管
理
土
旦
安
全
衛
生
推
進
者
そ
の
他
事
業
場
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
業
務

　
　
に
従
事
す
る
者
で
あ
っ
て
、
法
第
十
条
第
一
項
各
号
の
業
務
の
う
ち
安
全
若
し
く
は
衛
生
に
係
る
技
術
的
事
項

　
　
を
管
理
す
る
も
の
又
は
当
該
業
務
を
担
当
す
る
も
の
　
安
全
管
理
者
等
に
対
す
る
講
習

　
三
　
統
括
安
全
衛
生
責
任
者
、
元
方
安
全
衛
生
管
理
者
、
店
社
安
全
衛
生
管
理
者
、
安
全
衛
生
責
任
者
そ
の
他
法

　
　
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
元
方
事
業
者
の
労
働
者
及
び
同
項
に
規
定
す
る
関
係
請
負
人
の
労
働
者
の

　
　
作
業
が
同
一
の
場
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
業
務
に
従

　
　
事
す
る
者
　
統
括
安
全
衛
生
責
任
者
等
に
対
す
る
講
習

2
　
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
当
該
者
が
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
等
に

　
対
す
る
講
習
、
安
全
管
理
者
等
に
対
す
る
講
習
又
は
統
括
安
全
衛
生
責
任
者
等
に
対
す
る
講
習
（
以
下
こ
の
章
に

　
お
い
て
「
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
」
と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
場
所
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局

　
長
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と
い
う
．
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
一
　
名
称
及
び
住
所

　
二
　
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
を
行
お
う
と
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

　
三
　
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
等
に
対
す
る
講
習
、
安
全
管
理
者
等
に
対
す
る
講
習
又
は
統
括
安
全
衛
生
責
任
者
等

　
　
に
対
す
る
講
習
の
別

　
四
　
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

3
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
一
　
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

　
二
　
申
請
の
日
を
含
む
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
に
お
け
る
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表

　
三
　
申
請
の
日
を
含
む
事
業
年
度
及
び
翌
事
業
年
度
に
お
け
る
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書

　
四
　
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
面

　
五
　
次
条
第
一
項
各
号
の
要
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類

　
　
（
指
定
基
準
）

第
六
十
九
条
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
ひ
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
が
次
の
■

　
各
号
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
一
　
職
員
、
設
備
、
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
実
施
の
方
法
そ
の
他
の
事
項
が
、
労
働
災
害
防

　
　
止
業
務
従
事
者
講
習
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
二
　
経
理
的
及
び
技
術
的
な
基
礎
が
、
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
に
足

　
　
　
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
三
　
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
が
次
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ

　
　
　
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
　
事
業
場
の
安
全
衛
生
に
関
す
る
管
理
に
係
る
問
題
点
及
び
そ
の
対
策

　
　
　
事
業
場
の
安
全
衛
生
に
関
す
る
管
理
の
方
法

　
　
　
安
全
衛
生
関
係
法
令

　
　
　
労
働
災
害
の
事
例
及
び
そ
の
防
止
対
策

　
　
全
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

　
　
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

　
ハ
　
学
校
教
育
法
に
お
け
る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
十
年
以
上
産
業
安
全
の
実
務
に
従

　
イ
　
ロ
　
ハ
　
ニ四
　
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
講
師
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

　
イ
　
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
に
合
格
し
た
者

　
ロ
　
学
校
教
育
法
に
お
け
る
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者
で
あ
フ
て
、
そ
の
後
七
年
以
上
産
業
安
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2
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指
定
を

　
し
て
は
な
ら
な
い
。

一
申
請
者
が
行
う
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
以
外
の
業
務
に
よ
り
申
請
者
が
労
働
災
害
防
止
業

　
　
務
従
事
者
講
習
の
業
務
を
公
正
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
、

　
二
　
申
請
者
が
法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て
、
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
　
又
は

　
　
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　
三
　
申
請
者
が
第
七
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経

　
　
過
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　
四
　
申
請
者
の
役
員
の
う
ち
に
、
第
二
号
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
こ
と
。

　
　
（
実
施
義
務
）

第
七
十
条
　
指
定
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
機
関
」
と
い
当
。
）

欝
藤
諾
蘇
論
難
講
難
盗
難
難
業
矯
髄
難
い
駐

2
　
指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
機
関
は
、
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
を
修
了
し
た
者
に
対
し

　
遅
滞
な
く
、
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
修
了
証
（
様
式
第
十
号
）
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

　
　
（
変
更
の
届
出
）

第
七
＋
一
条
指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
機
関
は
、
そ
の
名
称
若
し
く
は
住
所
又
は
労
働
災
害
防
止
業

　
務
従
事
者
講
習
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
若
し
く
は
所
在
地
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
事
項
を

　
記
載
し
た
届
出
書
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
一
　
変
更
後
の
指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
機
関
の
名
称
若
し
く
は
住
所
又
は
労
働
災
害
防
止
業
務
従

　
　
事
者
講
習
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
若
し
く
は
所
在
地

　
二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
三
　
変
更
の
理
由

2
　
指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
機
関
は
、
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
を
行
う
事
務
所
を

　
新
設
し
・
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
「
次
の
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届

　
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
一
　
新
設
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

　
二
新
設
し
・
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
霧
所
に
お
い
て
労
働
災
害
防
止
業
務
従
薯
講
習
の
世
霧
を
開
始
し
、

　
　
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
三
　
新
設
又
は
廃
止
の
理
由

　
　
（
業
務
規
程
）

．
第
七
＋
二
条
指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
欝
は
、
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
開
始

　
前
に
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程
（
次
項
に
お
い

　
て
「
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
業
務
規
程
」
と
い
う
．
）
を
定
め
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
意

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

2

　八七六五四三二一き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
変
更
後
の
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
業
務
規
程
を
添
え
て
、

轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
実
施
．
方
法
に
関
す
る
事
項

労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
に
関
す
る
料
金

前
号
の
料
金
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
講
師
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
講
習
科
目
及
び
時
間
に
関
す
る
事
項

　
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
修
了
証
の
発
行
に
関
す
る
事
項

　
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
保
存
に
関
す
る
事
項

　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
機
関
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
ょ
う
と
す
渇
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所

　
一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

　
二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
三
　
変
更
の
理
由

　
（
事
業
計
画
の
届
出
等
）

第
七
十
三
条
　
指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
、
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
を
作
成

　
し
、
当
該
事
業
年
度
開
始
前
に
（
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
後

　
遅
滞
な
く
）
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、

　
同
様
と
す
る
。

2
　
指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
の
事
業

　
報
告
書
及
び
収
支
決
算
書
を
作
成
し
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
結
果
の
報
告
）

第
七
十
四
条
　
指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
機
関
は
、
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
を
実
施
し
た
と

　
き
は
、
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
等
に
対
す
る
講
習
、
安
全
管
理
者
等
に
対
す
る
講
習
又
は
統
括
安
全
衛
生
責
任
者

　
等
に
対
す
る
講
習
ご
と
に
、
遅
滞
な
く
、
修
了
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
修
了
年
月
日
及
ぴ
労
働
災
害
防

　
止
業
務
従
事
者
講
習
修
了
証
の
番
号
を
、
法
第
九
十
九
条
の
二
第
一
項
の
指
示
を
行
っ
た
都
道
府
県
労
働
局
長
に

　
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

　
　
（
勧
告
）

第
七
十
五
条
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
必
要

　
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
機
関
に
対
し
、
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者

　
講
習
の
業
務
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
業
務
の
休
廃
止
）

第
七
十
六
条
　
指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
機
関
は
、
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
全
部

　
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
休
止
又
は
廃
止
の
日
の
六
月
前
ま
で
に
、
次
の

　
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
一
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
範
囲
．

　
二
　
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
三
　
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ

　
　
の
期
間

　
四
　
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
理
由

　
　
（
指
定
の
取
消
し
等
）

第
七
十
七
条
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
機
関
が
第
六
十
九
条
第
二
項
第
二

　
号
又
は
第
四
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

　
に
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取
σ
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
■

　
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
一
　
第
七
十
条
、
第
七
十
二
条
、
第
七
十
三
条
又
ば
前
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

　
　
二
　
第
七
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
勧
告
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
勧
告
に
係
る
措
置
を
講
じ
て
い
な
い

　
　
　
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　
三
　
第
八
十
条
第
一
項
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

　
　
（
帳
簿
）

　
第
七
十
八
条
　
指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
機
関
は
、
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
を
実
施
し
た
と

　
　
き
は
、
修
了
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
修
了
年
月
日
及
び
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
修
了
証
の
番

　
　
号
を
記
載
し
た
帳
簿
を
作
成
し
、
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
廃
止
（
指
定
の
取
消
し
を
含
む
。
）

　
　
に
至
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
報
告
の
徴
収
）

第
七
十
九
条
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
必
要

　
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
機
関
に
対
し
、
必
要
な
事
項
を
報
告
さ
せ
る

　
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
指
定
の
条
件
）

第
八
十
条
　
指
定
に
は
、
条
件
を
付
し
、
及
び
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
　
前
項
の
条
件
は
、
当
該
指
定
に
係
る
事
項
の
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
最
少
限
度
の
も
の
に
限
り
、
か

　
つ
、
当
該
指
定
を
受
け
る
者
に
不
当
な
義
務
を
課
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
（
公
示
）

第
八
十
一
条
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
当

　
該
都
道
府
県
労
働
局
の
掲
示
板
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

指
定
を
し
た
と
き
。

一
　
指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
機
関
の
名
称
及
び
事
務
所
の
所
在
地
二
　
行
う
こ
と
が
で
き
る
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
三
　
指
定
し
た
年
月
日

第
七
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

一
　
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
　
し
、
又
は
廃
止
す
る
指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
機
関
の
名
　
称
及
び
事
務
所
の
所
在
地
二
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
　
の
範
囲
三
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
年
月
日
四
　
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
　
し
ょ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
期
間

第
七
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
を
し
た
と
き
．

一
　
指
定
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
機
関
の
名
称
及
び
事
務
所
の
　
所
在
地
二
　
指
定
を
取
り
消
し
た
年
月
日

第
七
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
。

　
　
　
第
九
章
　
指
定
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
機
関

　
（
指
定
）

第
八
十
二
条
　
法
第
九
十
九
条
の
三
第
一
項
の
指
定
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
指
定
」
と
い
う
。
）
は
、
次
の

　
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
て
定
め
る
同
項
の
講
習
を
行
お
う
と
す
る
者
（
法
人
に
限
る
。
）
の
申
請
に
よ
り

　
行
う
。

　
一
　
令
第
二
十
条
第
六
号
の
業
務
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
者
　
ク
レ
ー
ン
運
転
上
等
に
対
す
る
講
習

　
二
　
令
第
二
十
条
第
七
号
の
業
務
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
者
　
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
等
に
対
す
る
講
習

　
三
　
令
第
二
十
条
第
十
二
号
の
業
務
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
者
　
車
両
系
建
設
機
械
運
転
業
務
従
事
者
に
対
す
る

　
　
講
習

　
四
　
令
第
二
十
条
第
十
六
号
の
業
務
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
者
　
玉
掛
業
務
従
事
者
に
対
す
る
講
習

2
　
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
、
当
該
者
が
ク
レ
ー
ン
運
転
士
等
に
対
す

　
る
講
習
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
等
に
対
す
る
講
習
、
車
両
系
建
設
機
械
運
転
業
務
従
事
者
に
対
す
る
講
習
又

　
は
玉
掛
業
務
従
事
者
に
対
す
る
講
習
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
」
と
い
う
。
）
を
行

　
お
う
と
す
る
場
所
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
」
と

　
い
う
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

　
一
　
名
称
及
び
住
所

　
二
　
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
を
行
お
う
と
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

　
三
　
ク
レ
ー
ン
運
転
士
等
に
対
す
る
講
習
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
上
等
に
対
す
る
講
習
、
車
両
系
建
設
機
械
運

　
　
転
業
務
従
事
者
に
対
す
る
講
習
又
は
玉
掛
業
務
従
事
者
に
対
す
る
講
習
の
別

　
四
　
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

3
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

　
二
　
申
請
の
日
を
含
む
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
に
お
け
る
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表

　
三
　
申
請
の
日
を
含
む
事
業
年
度
及
び
翌
事
業
年
度
に
お
け
る
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書

　
四
　
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
面

　
五
　
次
条
第
一
項
各
号
の
要
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類

　
（
指
定
基
準
）

第
八
十
三
条
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
が
次
の

　
各
号
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
一
　
職
員
、
設
備
、
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
実
施
の
方
法
そ
の
他
の
事
項
が
、
就
業
制
限
業
務
従

　
　
事
者
講
習
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
二
　
経
理
的
及
び
技
術
的
な
基
礎
が
、
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
に
足
る
も

　
　
の
で
あ
る
こ
と
。

　
三
　
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
が
次
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

　
　
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
イ
　
就
業
制
限
業
務
機
械
等
の
構
造

　
　
　
就
業
制
限
業
務
機
械
等
に
係
る
安
全
装
置
等
の
機
能

　
　
　
　
就
業
制
限
業
務
機
械
等
の
保
守
管
理

　
　
　
就
業
制
限
業
務
機
械
等
に
係
る
作
業
の
方
法

　
　
　
　
安
全
衛
生
関
係
法
令

　
　
　
　
労
働
災
害
の
事
例
及
び
そ
の
防
止
対
策

　
　
　
安
全
の
実
務
に
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

　
　
　
事
し
た
経
験
を
有
す
る
も
の

2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指
定
を

　
　
ハ
　
学
校
教
育
法
に
お
け
る
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
十
年
以
上
産
業
安
全
の
実
務
に
従

　
　
ロ

　
　
ハ

　
　
ニ

　
　
ホ

　
　
ヘ

　
四
　
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
講
師
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

　
　
イ
　
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
試
験
に
合
格
し
た
者

　
　
ロ
　
学
校
教
育
法
に
お
け
る
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
七
年
以
上
の
産
業

　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、

し
て
は
な
ら
な
い
．

一
　
申
請
者
が
行
う
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
以
外
の
業
務
に
よ
り
申
請
者
が
就
業
制
限
業
務
従
事
者

　
講
習
の
業
務
を
公
正
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

二
　
申
請
者
が
法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て
、
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は

　
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

三
　
申
請
者
が
第
九
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経

　
過
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

四
　
申
請
者
の
役
員
の
う
ち
に
、
第
二
号
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
こ
と
。
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（
実
施
義
務
）

第
八
十
四
条
　
指
定
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
機
関
」
と
い
う
。
）

　
は
、
都
道
府
県
労
働
局
長
か
ら
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
を
行
う
べ
き
こ
と
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
正
当
な

　
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
遅
滞
な
く
、
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
指
定
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
機
関
は
、
■
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
を
修
了
し
た
者
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、

　
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
修
了
証
（
様
式
第
十
一
号
）
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
変
更
の
届
出
）

第
八
十
五
条
　
指
定
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
機
関
は
、
そ
の
名
称
若
し
く
は
住
所
又
は
就
業
制
限
業
務
従
事
者

　
講
習
の
業
務
を
行
ヶ
事
務
所
の
名
称
若
し
く
は
所
在
地
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た

　
届
出
書
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
一
　
変
更
後
の
指
定
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
機
関
の
名
称
若
し
く
は
住
所
又
は
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習

　
　
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
若
し
く
は
所
在
地

　
二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
三
　
変
更
の
理
由

2
　
指
定
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
機
関
は
、
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
を
行
う
事
務
所
を
新
設
し
、

　
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
一
　
新
設
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

　
二
　
新
設
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
事
務
所
に
お
い
て
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
を
開
始
し
、
又

　
　
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
三
　
新
設
又
は
廃
止
の
理
由

　
　
（
業
務
規
程
）

・
第
八
十
六
条
　
指
定
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
機
関
は
、
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
開
始
前
に
、
次

　
の
事
項
を
記
載
し
た
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程
（
次
項
に
お
い
て
「
就
業
制
限

　
業
務
従
事
者
講
習
業
務
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。
．

　
　
一

2　
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
変
更
後
の
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
業
務
規
程
を
添
え
て
、

　
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

　
二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
三
　
変
更
の
理
由

　
（
事
業
計
画
の
届
出
等
）

第
八
十
七
条
　
指
定
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
、
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
を
作
成
し
、

　
当
該
事
業
年
度
開
始
前
に
（
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
後
遅
滞

　
な
く
）
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同

　
様
と
す
る
。

　
　
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項

　
　
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
に
関
す
る
料
金

　
　
前
号
の
料
金
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

　
　
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
講
師
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

　
　
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
講
習
科
目
及
び
時
間
に
関
す
る
事
項

　
　
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
修
了
証
の
発
行
に
関
す
る
事
項

　
　
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
保
存
に
関
す
る
事
項

　
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

　
指
定
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
機
関
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
所
轄
都
道
府
県

二三四五六七八

2
　
指
定
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
の
事
業
報
告

　
書
及
び
収
支
決
算
書
を
作
成
し
、
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
結
果
の
報
告
）

第
八
十
八
条
　
指
定
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
機
関
は
、
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
を
実
施
し
た
と
き
は
、
ク

　
レ
ー
ン
運
転
士
等
に
対
す
る
講
習
、
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
等
に
対
す
る
講
習
、
車
両
系
建
設
機
械
運
転
業
務

　
従
事
者
に
対
す
る
講
習
又
は
玉
掛
業
務
従
事
者
に
対
す
る
講
習
ご
と
に
、
遅
滞
な
く
、
修
了
者
の
氏
名
、
生
年
月

　
日
、
住
所
、
修
了
年
月
日
及
び
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
修
了
証
の
番
号
を
、
法
第
九
十
九
条
の
三
第
一
項
の

　
指
示
を
行
っ
た
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
勧
告
）

・
第
八
十
九
条
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
必
要
が
あ

　
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
機
関
に
対
し
、
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
に

　
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
業
務
の
休
廃
止
）

第
九
十
条
　
指
定
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
機
関
は
、
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を

　
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
休
止
又
は
廃
止
の
日
の
六
月
前
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
記
載

・
し
た
申
請
書
を
所
轄
都
道
府
県
労
働
局
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
範
囲

　
二
　
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
三
　
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
・
そ
の
期

　
　
間

　
四
　
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
理
由

　
　
（
指
定
の
取
消
し
等
）

第
九
十
一
条
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
指
定
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
機
関
が
第
八
十
三
条
第
二
項
第
二
号
又

　
は
第
四
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
指
定
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至

　
つ
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
全
部
若
し

　
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
一
　
第
八
十
四
条
、
第
八
十
六
条
、
第
八
十
七
条
又
は
前
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

　
二
　
第
八
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
勧
告
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
勧
告
に
係
る
措
置
を
講
じ
て
い
な
い

　
　
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
三
　
第
九
十
四
条
第
一
項
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

　
　
（
帳
簿
）

第
九
十
二
条
　
指
定
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
機
関
は
、
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
を
実
施
し
た
と
き
は
、
修

　
了
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
修
了
年
月
日
及
び
修
了
証
の
番
号
を
記
載
し
た
帳
簿
を
作
成
し
、
就
業
制
限

　
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
廃
止
（
指
定
の
取
消
し
を
含
む
。
）
に
至
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

　
　
（
報
告
の
徴
収
）

第
九
十
三
条
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
必
要
が
あ

　
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
機
関
に
対
し
、
必
要
な
事
項
を
報
告
さ
せ
る
こ
と
が
で

　
き
る
。

　
　
（
指
定
の
条
件
）

第
九
十
四
条
　
指
定
に
は
、
条
件
を
付
し
、
及
び
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
．

2
　
前
項
の
条
件
は
、
当
該
指
定
に
係
る
事
項
の
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
最
少
限
度
の
も
の
に
限
り
、
か

　
つ
、
当
該
指
定
を
受
け
る
者
に
不
当
な
義
務
を
課
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
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（
公
示
）

第
九
十
五
条
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、

　
該
都
道
府
県
労
働
局
の
掲
示
板
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
当

停業就よ第
~務業り九

よ第
驪

が第

｠九
指
定

をの制指十 取十 つ十 を

命全限定一 消一 た条 し

じ部業を条
ｽ若務取第

し条
�

との

ｫ規
た
と

とし従り二
ｫく事消項

し一

ｽ項

。定

ﾉ
き
。

。は者しの との よ

一講’規 き規 る

部習又定 。定 届

ののはに に 出

三　　二　　一 二　　一 四三　　二　　一 三二　一
のじ　部　地
ﾍた就若指　指
ﾍ場業し定　定
y合制くを　就
ﾑに限は取　業
ｻあ業一り　制
ﾌつ務部消　限
冾ﾄ従のし　業
ﾔは事停’　務
@’者止又　従
@停講をは　事
@止習命就　者
@をのじ業　講

　地
w　指
閨@．定

�@就
諱@業
閨@制
ﾁ　限
ｵ　業
ｽ　務
N　従
氏@事
冝@者　　描　　i再

あ　　囲　定
ﾂ就休　休就就
ﾄ業止　止業業
ﾍ制し　し制制’限　”限限

ｻ業又　又業業の務は　は務務

叝]廃　廃従従
ｷ事止　止事事
@者す　す者者
@講る　る講講
@習年　就習習
@の月　業機の

　　地
w行　指
閧､　定
ｵこ　就
ｽと　業
Nが　制
獅ﾅ　限
冾ｫ　業
@る　務
@就　従
@業　事
@制　者
@限　講

命業た制　習
ｶ務年限　機

ココ

P
機

業日　制関業
ｱ　　限の務

業　習
ｱ　機

たの月業　関
A全日務　の
ﾆ部　従　名
ｧ又　事　称

関
の
名
称

を　　業名を
x　　務称休
~　　従及止
ｵ　　事びし

従　関山畢　　の

ﾒ　名
u　称

限は　者　及
ﾆ一　講　び
ｱ部　習　事
]の　の　務
亦竅@業　所

及
び
事
務
所

よ　　者事’
､　　講務又
ﾆ　　習所は
ｷ　　のの廃
驕@　業所止

習　及
@　び
@　事
@　務
@　所

者止　務　の
uを　の　所
K命　全　在

の
所
在

場　　務在す
〟@　　の地る
ﾉ　　範　指

の
所
在

　
　
　
第
十
章
　
指
定
記
録
保
存
機
関

　
（
指
定
）

第
九
十
六
条
　
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
｝
号
。
以
下
「
電
離
則
」
と
い
う
。
）

　
第
九
条
第
二
項
（
電
離
則
第
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
第
九
十
八
条
第
一
項
及
び
第
百
五
条

　
に
お
い
て
同
じ
．
）
、
第
五
十
七
条
及
び
第
六
十
一
条
の
二
（
電
離
則
第
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

　
む
。
第
九
十
八
条
第
一
項
及
び
第
百
五
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
指
定
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
単
に
「
指
定
」
と

　
い
う
．
）
に
つ
い
て
は
、
電
離
則
第
九
条
第
二
項
の
記
録
（
以
下
単
に
「
記
録
」
と
い
う
。
）
及
び
電
離
則
第
五
十
七

　
条
の
電
離
放
射
線
健
康
診
断
個
人
票
（
以
下
単
に
「
電
離
放
射
線
健
康
診
断
個
人
票
」
と
い
う
。
）
の
保
存
に
関
す

　
る
業
務
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
記
録
保
存
業
務
」
と
い
う
。
）
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
．

2
　
指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

　
一
　
名
称
及
び
住
所

　
二
　
記
録
保
存
業
務
を
行
お
う
と
す
る
事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

　
三
　
記
録
保
存
業
務
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

3
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書

　
二
　
申
請
の
日
を
含
む
事
業
年
度
の
前
事
業
年
度
に
お
け
る
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表

　
三
　
申
請
の
日
を
含
む
事
業
年
度
及
び
翌
事
業
年
度
に
お
け
る
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書

　
四
　
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴
を
記
載
し
た
書
面

　
五
　
次
条
第
一
項
各
号
の
要
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
類

　
　
（
指
定
基
準
）

第
九
十
七
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
他
に
指
定
を
受
け
た
者
が
な
く
、
か
つ
、
前
条
の
申
請
が
次
の
各
号
に
適
合
し

　
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
一
　
職
員
、
設
備
、
記
録
保
存
業
務
の
実
施
の
方
法
そ
の
他
の
事
項
が
、
記
録
保
存
業
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実

　
　
施
に
適
合
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
二
　
経
理
的
及
び
技
術
的
な
基
礎
が
、
記
録
保
存
業
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
に
足
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

2
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指
定
を
し
て

　
は
な
ら
な
い
。

　
一
　
申
請
者
が
、
一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
以
外
の
者
で
あ
る
こ
と
。

　
二
　
申
請
者
が
行
う
記
録
保
存
業
務
以
外
の
業
務
に
よ
り
申
請
者
が
記
録
保
存
業
務
を
公
正
に
実
施
す
る
こ
と
が

　
　
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

　
三
　
申
請
者
が
法
又
は
法
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
に
違
反
し
て
、
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は

　
　
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　
四
　
申
請
者
が
第
百
四
条
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過

　
　
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

　
五
　
申
請
者
の
役
員
の
う
ち
に
、
第
三
号
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
こ
と
。

　
（
実
施
義
務
）

第
九
十
八
条
　
指
定
を
受
け
た
者
．
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指
定
記
録
保
存
機
関
」
と
い
う
。
）
は
、
事
業
者
が
、

　
電
離
則
第
九
条
第
二
項
、
第
五
十
七
条
ヌ
は
第
六
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
記
録
又
は
電
離
放
射
線
健
康
診
断

　
個
人
票
（
次
項
及
び
第
百
五
条
に
お
い
て
「
記
録
等
」
と
い
う
。
）
を
引
き
渡
そ
う
と
す
る
と
き
は
、
正
当
な
理
由

　
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
指
定
記
録
保
存
機
関
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
者
か
ら
引
き
渡
さ
れ
た
記
録
等
に
つ
い
て
、
当
該
事
業
者

　
又
は
当
該
記
録
等
に
係
る
者
か
ら
照
会
が
あ
っ
た
と
き
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
当
該
照
会
に
対

　
し
て
速
や
か
に
回
答
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
変
更
の
届
出
）

第
九
十
九
条
　
指
定
記
録
保
存
機
関
は
、
そ
の
名
称
若
し
く
は
住
所
又
は
記
録
保
存
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
若

　
し
く
は
所
在
地
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
変
更
後
の
指
定
記
録
保
存
機
関
の
名
称
若
し
く
は
住
所
又
は
記
録
保
存
業
務
を
行
う
事
務
所
の
名
称
若
し
く

　
　
は
所
在
地

　
二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
三
　
変
更
の
理
由

　
　
（
業
務
規
程
）

第
百
条
　
指
定
記
録
保
存
機
関
は
、
記
録
保
存
業
務
の
開
始
前
に
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
記
録
保
存
業
務
の
実
施

　
に
関
す
る
規
程
（
次
項
に
お
い
て
「
記
録
保
存
業
務
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け

　
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

　
一
　
記
録
保
存
業
務
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項

　
二
　
記
録
保
存
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
保
存
に
関
す
る
事
項

　
三
　
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
記
録
保
存
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

2
　
指
定
記
録
保
存
機
関
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記

　
載
し
た
申
請
書
に
変
更
後
の
記
録
保
存
業
務
規
程
を
添
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

　
一
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

　
二
　
変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
月

　
三
　
変
更
の
理
由

　
　
（
事
業
報
告
書
等
の
提
出
）

第
百
一
条
　
指
定
記
録
保
存
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書
及
び
収

　
支
決
算
書
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
，

　
　
（
勧
告
）

第
百
二
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
記
録
保
存
業
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
必
要
が
あ
る
乏
認
め
る
と
き
は
、

　
指
定
記
録
保
存
機
関
に
対
し
、
記
録
保
存
業
務
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き

　
る
。
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（
業
務
の
休
廃
止
）

第
百
三
条
　
指
定
記
録
保
存
機
関
は
、
記
録
保
存
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と

　
き
は
、
そ
の
休
止
又
は
廃
止
の
日
の
六
月
前
ま
で
に
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け

　
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
．

　
　
一
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
記
録
保
存
業
務
の
範
囲

　
二
　
記
録
保
存
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

　
三
　
記
録
保
存
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
期
間

　
四
　
記
録
保
存
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
理
由

　
　
（
指
定
の
取
消
し
等
）

第
百
四
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
記
録
保
存
機
関
が
第
九
十
七
条
第
二
項
第
三
号
又
は
第
五
号
に
該
当
す
る
に

　
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
2
厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
記
録
保
存
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
霞
そ
の
脂

　
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
記
録
保
存
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
カ
で
き
為

　
　
一
　
第
九
十
八
条
、
第
百
条
、
第
百
一
条
又
は
前
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
．

　
　
二
　
第
百
二
条
の
規
定
に
よ
る
勧
告
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
勧
告
に
係
る
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
と

　
　
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
　
三
．
第
百
七
条
第
一
項
の
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

　
　
（
帳
簿
）

第
百
五
条
　
指
定
記
録
保
存
機
関
は
、
電
離
則
第
九
条
第
二
項
、
第
五
十
七
条
又
は
第
六
十
一
条
の
二
の
規
定
に
よ

　
　
り
事
業
者
か
ら
記
録
等
が
引
き
渡
さ
れ
た
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
、
記
録
保
存
業
務
の
廃

　
　
止
（
指
定
の
取
消
し
を
含
む
。
）
に
至
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
一
　
当
該
記
録
等
を
指
定
記
録
保
存
機
関
に
引
き
渡
し
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
、
住
所
及
び
連
絡
先

　
　
二
　
当
該
記
録
等
が
引
き
渡
さ
れ
た
年
月
日

　
　
三
　
当
該
記
録
等
を
保
存
す
る
場
所

　
　
（
報
告
の
徴
収
）

　
第
百
六
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
記
録
保
存
業
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

　
　
指
定
記
録
保
存
機
関
に
対
し
、
必
要
な
事
項
を
報
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
指
定
の
条
件
）

　
第
百
七
条
　
指
定
に
は
、
条
件
を
付
し
、
及
び
こ
れ
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

　
2
．
前
項
の
条
件
は
、
当
該
指
定
に
係
る
事
項
の
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
最
少
限
度
の
も
の
に
限
り
　
カ

　
　
つ
、
当
該
指
定
を
受
け
る
者
に
不
当
な
義
務
を
課
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
（
厚
生
労
働
大
臣
に
よ
る
記
録
保
存
業
務
の
実
施
）

　
第
百
八
条
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
を
受
け
る
者
が
い
な
い
場
A
q
指
定
記
録
保
存
機
関
が
第
百
三
条
の
規
定
に

　
　
よ
り
記
録
保
存
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
休
止
し
、
若
し
く
は
廃
止
し
た
場
合
、
第
百
四
条
の
規
定
に
よ
り

　
　
指
定
を
取
り
消
し
、
若
し
く
は
指
定
記
録
保
存
機
関
に
対
し
記
録
保
存
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命

　
　
じ
た
場
合
又
は
指
定
記
録
保
存
機
関
が
天
災
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
記
録
保
存
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
実

　
　
施
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
記
録
保
存
業
務
の
全
部

　
．
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

　
2
　
指
定
記
録
保
存
機
関
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
次
の
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
一
　
厚
生
労
働
大
臣
に
当
該
記
録
保
存
業
務
並
び
に
当
該
記
録
保
存
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
引
き
継
ぐ

　
　
　
こ
と
。

　
　
二
　
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項

　
　
　
（
公
示
）

　
第
百
九
条
　
厚
生
労
働
大
臣
嫉
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報
で
告

　
　
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

指
定
を
し
た
と
き
。

一二

指
定
記
録
保
存
機
関
の
名
称
及
び
事
務
所
の
所
在
地

指
定
し
た
年
月
日
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、表題には、r安全衛生推進者犠成講習」、r較正」・r発破実技講習」・「ボイラ嘆技講習」・「教習」・，

　　「コンサルタント講習」及び「計画作成参画者研修」のうち、該当する文字を記入すること。

2この届出書は、登録較正機関、登録コンサルタント講習機関及び登録計画作成参画者研修機関

　　にあっては厚生労働大臣に、登録安全衛生推進者継成講習機関澄録発破実麟習機関・甲登録

　　ボイラー実技講習機関及び登録教習機関にあっては都道府県労働局長に提出すること。

　3　登録番号及び登録年月日の欄は、登録の更新を行う場合に限り、記入すること。

4登録を受けようとする区分の欄は、安全衛生推進者犠成講習にあっては・安全衛生推進鶯

　　成講習又は衛生推進者養成講習の別を、教習にあっては労働安全衛生法及びこれに基づく命令に

　　係る登録及び指定に関する省令（昭禾・47年労働省令第44号）第2・条各号の区分を・コンサルタン

　　附習にあっては安全に関する講習又は衛生に関する講習の別を・計画作成参画者研修にあって

　　は工事に関する研修又は仕事に関する研修の別を記入すること。
罫，収入印紙は、登録教習機関の甥の申請をする場合に5艮り・ちょう付すること・また・収入E口

　　紙は、申請者において消印しないこと。
　6　この申請書に記載しきれない事項については、別紙に・記載して添付すること。

　　雌帽脚nいe脚呉e櫓曜経偲⑱。
様式第1号の2（第・条の2の5、第・9条の24の2L第・9条の24の36・第25条の8・’ 謔T7条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施計画届出書

円
理
殴
　
田
O
q
り
殴
の
叶
［
N
督
降
の
寸

大

登 録 番 号

届出者の氏名又は名称
届　　出 者 の　」住 所 電話（ ）

事 業 年 度 年 月 日　～ 年　　月 日

　　　　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者　　　　　　　　　　　　㊥

　　厚生労働大臣　　　　　　　　　　　殿
　　都道府県労働局長

備考
　　この届出書は、登録コンサルタント講習機関及び登録計画作成参画者研修機関にあっては厚生労

働大臣に、登録安全衛生推進者等養成講習機関澄録発破実蹴習機関及び登録ボイラ襖技講習

　機関にあっては都道府県労働局長に提出すること。

　　継嘱蕪10pelle碁想呉e川蝉嘱梱員・畑。
様式第1号の3（第條の2の5、第19条の24の21・第19条の24の36・第25条の8・第57条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　実施計画変更届出書天　　ノ」世　　口1

登　　　　録　　　　番　　　　号

届出者の氏名又は名称
届　　出　　者　　の　　住　　所 一　　　　　　　　　　　　　電話（　　　　）

変．　　　　更　　　　　前変
更
事
項 変　　　　　更　　　　　後

爪　．

変更しようとする年月日
変　　」更　　　の　　理　　　由

　　　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者　　　　　　　　　　　　㊥、

　　厚生労働大臣　　　　　　　　　　殿
　　都道府県労働局長

備考
、この届出書は、登録コンサルタント講習機関及び登録計画作成参画者研修機関にあっては厚生

　　労働姫に、登録安全衛生推進者等養成紹機関澄録発破実技講習機関及び登録ボイラー実技

　　講習機関にあっては都道府県労働局長に提出すること。

　2　この届出書に記載しきれない事項については、別紙に記載して添付すること。

様式第1号の4（第・条の2の5、第・9条の24の2・・第・9条の24の36・第25条の81第57条関係）

　　　　　　　　　　　〔　　　　〕実施結果報告書
L ノ

登　　　録　　　番　　　号 登録年月日

報告者の氏名又は名称及び法人
ﾉあっては、その代表者の氏名

報　告　者　の　住　所 電話

報　告　対　象　期　間
年　　月　　日　から　　　　年　　月　　日まで、

講習　・研修の名称 実施期日 実施場所 受講者数 修了者数

　　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者　　　　　　　　　　　　㊥・

　　　　　　　　　　　　厚’生労働大臣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿
　　　　　　　　　　　　都道府県労働局長

備考
、表題には、r安全衛生雛者等養成講習」、r発破実技講習」・rボイラー実技講習」・「コンサルタン

　　ト講習」麟r計画作成参画者研修」のうち・該当する文字を記入すること・

2この報告書は、登録コンサルタント講習機関及醗録計画イ乍成参画者研修機関にあっては厚生

　　労働大臣に、登録安全衛生雛者駿成講習機関澄録発破実技講習機関及び登録ボイラ嘆技

　　講習機関にあっては登録を受けた都道府県労働局長に提出すること。

3r縮．研修の名称繭には、安全衛生推進者等養成講習にあっては「安全衛生推進者養成講

　　習」又はr衛生推進者養成講習」を、コンサルタント講習にあっては「安全に関す講習」又は

　　　r衛生に関する講習」を、計酢成参画者研修にあってはr工事1こ関する研修」又は「仕事に関

　　する研修」を分けて記入すること。

　4　この申請書に記載しきれない事項については、別紙に記載して添付すること。

　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一



寸
寸

（
申
寸
⑩
駅
《
中
）

騨

畑

田
轡
町

田
O
q
り
皿
o
り
廿
一
N
．
怪
降

様式第1号の5（第・条の2の6、第・条の5の2・第5条の2・第・4条の2・第19条の6の2・第
　　　　　　19条の24の7、第19条の24の22、第19条の24の37、第22条の2、第25条の9、第58条

　　　　　　関係）

　　　　　　　　登録〔　　　　〕機関登録事項変更届出書
k

登　　　　録　　　　番　　　　号

届出者の氏名又は名称及び法人に
｠っては、その代表者の氏名

届　　出　　者　　の　　住　　所 電話（　　　　）

変　　　　　更　　　　　前変
更
事
項 変　　　　　更　　　　　後

変更しようとする年月日

変　　更　　の　　理　　由

　　　　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者　　　　　　　　　　　　㊥

　　厚生労働大臣　　　　　　　　　　　殿
　　都道府県労働局長

備考
　1　表題には、「安全衛生推進者等養成講習」、「製造時等検査」、「性能検査」、「個別検定」、「型式検定」、

　　「較正」、「発破実技講習」、「ボイラー実技講習」、「教習」、「コンサルタント講習」及び「計画作成参

　　画者研修」のうち、’該当する文字を記入すること・

　2　この届出書は、登録製造時等検査機関、登録性能検査機関、登録個別検定機関、登録型式検定

　　機関、登録較正機関、登録コンサルタント講習機関及び登録計画作成参画者研修機関にあっては

　　厚生労働大臣に、登録安全衛生推進者等養成講習機関・登録発破実技講習機関・登録ボイラー実

　　技講習機関及び登録教習機関にあっては都道府県労働局長に提出すること。

　3　法人の代表者の氏名を変更する場合にあっては、変更後の代表者の略歴を記載した書面を添付

　　すること。

　4　この届出書に記載しきれない事項については、別紙に記載して添付すること・

　　牽嘱駅110に々£蕪図中幅P脚気e蝿・P、想洛萄ゆ。
様式第2号（第1条の2の7、第1条の6、第6条、第15条、第19条の7、第19条の24の8、第19条

　　　　　の24の23、第19条の24の38、第23条、第25条の10、第59条関係）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　業務規程届出書

登　　　　録　　　　番　　　　号

届出者の氏名又は名称
届　　出　　者　　の　　住　　所 電話（　　　　）

業務　開　始　予　定年　月　日

　　　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者　　　　　　　　　　　㊥

　　厚生労働大臣
　　　　　　　　　　殿
　　都道府県労働局長

備考
　　この届出書は、登録製造特等検査機関、登録性能検査機関、登録個別検定機関、登録型式検定機

　関、登録較正機関、登録コンサルタント講習機関及び登録計画作成参画者研修機関にあっては厚生

　労働大臣に、登録安全衛生推進者等養成講習機関・登録発破実技講習機関・登録ボイラー実技講習

　機関及び登録教習機関にあっては都道府県労働局長に提出すること。

様式第3号（第1条の2の7、第1条の6、第6条、第15条、第19条の7、第19条の24の8、第19条
　　　　　・の24の23、第19条の24の38、第23i条、第25条の10、第59条関係）

　　　　　　　　　　　　　　業務規程変更届出書

登　　　　録　　　・番　　　　号

届出者の氏名又は名称
届　　出　　者　　の　　住　　所 電話（　　　　）

変　　　　　更　　　　　前変
更
事
項 変　　　　　更　　　　　後

変更しようとする年月日

変　　更　　の　　理　　由

　　　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者　　　　　　　　　　　ロ⑪

　　厚生労働大臣
　　　　　　　　　　殿
　　都道府県労働局長

備考
　1　この届出書は、登録製造特等検査機関、登録性能検査機関、登録個別検定機関、登録型式検定

　　機関、登録較正機関、登録コンサルタント講習機関及び登録計画作成参画者研修機関にあっては

　　厚生労働大臣に、登録安全衛生推進者等養成講習機関、登録発破実技講習機関、登録ボイラー実

　　技講習機関及び登録教習機関にあっては都道府県労働局長に提出すること。

　2　この届出書に記載しきれない事項については、別紙に記載して添付すること。

様式第4号（第1条の2の8、第1条の7、第7条、第16条、第19条の8、第19条の24の9、第19条

　　　　　の24の24、第19条の24の39、第23条の2、第25条の11、第60条関係）

　　　　　　　　　〔　　　　〕業務休廃止届出書
曳

1 登　　　録　　　番　　　号

2，
届出者の氏名又は名称及び法人
ﾉあっては、その代表者の氏名

3 届　出　者　の　住　所 電話（　　　　）

4
（休止・廃止）しょうとする業

ｱの範囲



（
申
寸
⑩
駅
《
中
）

騨

通

口
轡
町

田
O
m
H
殴
Q
り
叶
［
N
督
酔の
マ

，5 （休止　・廃止）　年月，日

6 休　　止　　の　　期　　問

7 （休止　・廃止）　の理由

　　　　　　　年　　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者　　　　　　　　　　　㊥

　　厚生労働大臣　　　　　　　　　　　殿
　　都道府県労働局長

備考．
　1　表題には、「安全衛生推進者等養成講習」、「製造時等検査」、「性能検査」、「個別検定」、「型式検定」、

　　「較正」、「発破実技講習」、「ボイラー実技講習」、「教習」、「コンサルタント講習」及び「計画作成参

　　画者研修」のうち、該当する文字を記入すること。

　2　この届出書は、登録製造時等検査機関、登録性能検査機関、登録個別検定機関、登録型式検定

　　機関、登録較正機関、登録コンサルタント講習機関及び登録計画作成参画者研修機関にあっては

　　厚生労働大臣に、登録安全衛生推進者等養成講習機関、登録発破実技講習機関、登録ボイラー実
　　技講習機関及び登録教習機関にあっては都道府県労働局長に提出すること二

　3　4、5及び7の欄中（　）内は、該当しない文字を抹消すること。
　　継嘱蕪ギ中押羅9’雄宿駅4く中砲継宿臓ギ中幻⇒’継帽猷国恥e意想慧e1継精測員・kρ。

様式第6号（第1条の8、第8条、第17条、第19条の9関係）

　　　　　　　　　　　　　　　〔雅量〕解任届出書

1 登　　　　録　　　　番　　　　号

2 届．出者の氏名又は名称
3 届　　出　　者　　の　　住　　所 電話（　　　　）

4！ 解任した（検査員・検定員）の氏名
yび生年月日

5
（製造特等検査・性能検査・個別検
閨E型式検定）を行っていた機械等
ﾌ種類

6 解　　　任　　　の　　　理　　　由

　　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者

　　厚生労働大’臣殿
備考

　1　表題中「検査員」及び「検定員」のうち、該当しない文字を抹消すること。

　2　4及び5の欄中（　）内は、該当しない文字を抹消すること。
　　攣宿駅くロP姻慧e蝿’r、想軽薄⑫。

様式第8号（第19条の24の6関係）

　　　　　　　　　　　　　　較正実施結果報告書

㊥

報告対象期間 年
年
月
月

日から

日まで

製 造 者 名 型 式 申 ≡血
�ﾚ 者 数

ム
ロ 数

較正を行った測定機器

較正を行った測定機器
のうち較正が不可能で
あった測定機器

　　　　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　登録較正機関
　　　　　　　　　　　　代表者　　氏名

　　厚生労働大臣殿
　　備考　この報告書に記載しきれない事項については、別紙に記載して添付すること。

　　轡精城《ロpe慧想呉el腿恒如員・kゆ。

様式第10号（第70条関係）

㊥

第 号

労働災害防止業務従事者講習修了証

（．ぷり力書な）

氏　　　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　　所

　あなたは、労働安全衛生法第99条の2第1項の講習（
ます。

　　　　　　年　　月　　日
　指定労働災害防止業務従事者講習機関　代表者　氏　　名

年　　月 日　生

）を修了したことを証し

㊥

　［備考］

　　様式中（）内には、都道府県労働局長から指示を受けた講習の別を記入すること。

様式第11号（第84条関係）

第 号

就業制限業務従事者講習修了証

（志、り力宝な）

氏　　　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　　所」

　あなたは、労働安全衛生法第99条の3第1項の講習（
ます。

　　　　　　年　　月　　日

　指定就業制限業務従事者講習機関　代表者　氏　　名

年　　月 日　生

）を修了したことを証し

㊥

［備考］

様式中（ ）内には、都道府県労働局長から指示を受けた講習の別を記入すること・

“



46（号外第64号）報官月曜日
　
（
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
則
（
昭
和
四
＋
八
年
労
働
省
令
第
一
二
号
）

　
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
二
条
第
七
号
中
「
が
指
定
す
る
」
を
「
の
登
録
を
受
け
た
者
が
行
う
」
に
改
め
る
．

　
　
第
四
条
第
一
項
の
表
技
術
士
試
験
合
格
者
で
、
機
械
部
門
船
舶
部
門
航
空
学
宙
部
門
又
は
金
属
部
門
に
係

る
第
二
次
試
験
に
合
格
し
た
も
の
の
項
中
「
船
舶
部
門
」
を
「
船
舶
．
海
洋
部
門
」
に
驚
同
表
技
術
士
試
験
合

格
者
で
・
電
気
電
子
部
門
に
係
る
第
二
次
試
験
に
ム
・
格
し
た
も
の
の
項
中
「
璽
．
電
子
部
門
」
を
「
電
舞
子

部
門
」
に
霧
同
表
技
術
士
試
験
合
著
で
、
資
源
工
学
部
門
若
し
く
は
建
設
部
門
に
係
る
第
一
一
次
試
験
、
肇

灘
講
蟹
議
響
灘
購
綿
織
繋
騨
賑
繍
轄
講
騨
鰭
蘇

　
産
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

　
　
第
士
条
第
二
号
中
「
（
以
下
「
医
師
国
家
試
験
ム
・
格
者
」
と
い
う
．
）
」
を
「
同
法
第
一
二
＋
六
条
箋
項
の
規
定

に
よ
り
医
師
免
許
を
受
け
薯
と
み
馨
れ
た
者
及
び
同
法
第
四
士
条
の
規
定
に
よ
り
蠕
免
許
倭
け
る
こ
と

■
が
で
き
薯
」
に
驚
同
条
第
三
号
中
「
（
以
下
「
歯
科
医
師
国
家
簸
合
格
者
」
と
い
う
）
」
を
「
同
蒙
二

叶
懸
騨
翻
魏
眈
舗
講
薪
観
穆
需
麓
監
鵯
韓
諸
欝
銅
講
評
、
舗
離
離

　
た
者
が
行
う
」
に
改
め
る
．

　　

諱
{
三
条
笹
項
の
表
医
留
家
試
験
合
格
者
又
鴇
科
医
師
国
家
試
験
合
格
者
の
項
中
「
医
師
螺
試
験
合
格

者
又
は
歯
科
医
師
国
家
試
験
合
著
」
を
「
第
士
条
第
二
号
又
麩
二
号
に
掲
げ
る
者
」
に
改
め
「
指
定
す
る
」

　
の
下
に
「
者
（
法
人
に
限
る
。
）
が
行
う
」
を
加
え
る
。

　
　
（
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
六
条
作
業
霧
測
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
＋
年
労
働
省
令
第
二
＋
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．

　
　
第
五
条
の
二
第
一
項
中
「
こ
の
条
に
お
い
て
「
大
学
等
」
を
「
「
大
学
等
」
に
、
「
認
定
す
る
」
を
「
登
録
を
受
け
た
」

に
・
「
（
第
三
項
に
蕊
て
「
科
目
」
と
い
・
つ
．
）
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
」
を
「
と
し
て
盗
掲
げ
る
」

　
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
．
λ
る
。

　
　
　
一
　
労
働
衛
生
一
．
般

平成21年3月30日

第
五
条
の
三

五
条
の
五
第
一
項
第
一
量
規
定
す
る
該
当
科
目
を
開
靹
弩
よ
う
と
す
る
大
学
等
の
設
置
者
の
申
請
に
よ
り
行

　
｝
つ
。
2
登
録
の
申
請
を
し
ょ
う
と
す
る
大
学
等
の
靹
護
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大

　
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ぢ
な
い
。

　
一
　
大
学
等
の
名
称
、
所
在
地
及
び
設
立
年
月
日

　
　
労
働
衛
生
管
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
労
働
衛
生
関
係
法
令

　
　
作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
デ
ザ
イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ

　
　
作
業
環
境
の
評
価

　
　
作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
分
析

（
登
録
）

　
　
　
　
　
前
条
の
登
録
（
以
下
こ
の
条
か
ら
第
五
条
の
＋
四
ま
で
に
お
い
て
単
旺
登
録
」
と
い
う
．
）
は
、
第

二三四五六
雲
条
の
二
第
二
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
の
次
に
次
の
＋
二
条
を
加
え
る
．

二
　
大
学
等
の
設
置
者
の
名
称

三
　
第
五
条
の
五
第
一
・
項
第
一
号
に
規
定
す
る
該
当
科
目
を
開
設
す
る
年
月
日

四
第
五
条
の
五
第
蚕
箋
号
に
規
定
す
る
該
当
科
目
の
名
和
範
囲
履
修
方
接
時
間
及
び
試
験
方
法
並

　
び
に
該
当
科
目
を
有
す
る
学
科
又
は
訓
練
科
の
名
称
及
び
設
置
年
月
日

五
　
第
五
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
該
当
科
目
を
担
当
す
る
大
学
等
の
教
員
又
は
職
業
訓
練
指
導
員

　
　
（
以
下
「
教
員
等
」
と
い
う
。
）
の
氏
名
、
略
歴
及
び
担
当
す
る
該
当
科
目
並
．
心
に
専
任
又
は
兼
任
の
別

　
六
　
学
生
又
は
訓
練
生
の
定
員
（
学
科
又
は
訓
練
科
別
）

　
七
　
教
育
上
又
は
訓
練
上
必
要
な
機
器
、
設
備
、
標
本
及
び
図
書
の
種
類
及
び
数

3
　
前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
大
学
等
の
概
要
（
設
立
の
目
的
を
含
む
．
）
を
記
載
し
た
書
類

　
二
　
寄
附
行
為
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
及
び
登
記
事
項
証
明
書

　
三
　
維
持
経
営
の
方
法
を
記
載
し
た
書
類

　
四
　
大
学
等
の
入
学
資
格
又
は
入
校
資
格
を
記
載
し
た
書
面

　
五
　
施
設
の
面
積
を
記
載
し
た
書
面
、
配
置
図
及
び
平
面
図

　
六
　
そ
の
他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
書
類

　
　
（
欠
格
条
項
）

第
五
条
の
四
　
第
五
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経

　
過
し
な
い
大
学
等
の
設
置
者
は
、
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
　
（
登
録
基
準
）

第
五
条
の
五
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
し
た
者
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ

　
て
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
第
一
号
に
規
定
す
る
該
当
科
目
を
開
設
す
る
事
業
年
度
の
初
日
に
そ
の
登
録
を
し

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
大
学
等
が
開
設
す
る
科
目
が
、
第
五
条
の
二
各
号
に
掲
げ
る
科
目
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
厚
生
労
働

　
　
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
（
以
下
「
該
当
科
目
」
と
い
う
．
）
で
あ
る
こ
と
。

　
二
　
教
員
等
の
資
格
及
び
専
任
の
教
員
等
の
数
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
ど
。

　
　
イ
　
教
員
等
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
条
件
の
い
ず
れ

　
　
　
か
に
適
合
す
る
知
識
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

い作

ﾄ業
s環
､境
ｪに
ﾍつ

価作ブィい作
@業リンて業
@環ン及行環
@境グびう境
@の及サデに
@評びンザつ

法労

ﾟ働
@衛
@生
@関
@係

管及労
揩ﾑ働
@労衛
@働生『衛一

@生般

科
目 力
畢
莚
メ
｝
タ
“

三　　　二　　一

@事程　経
Oしを学験第
�ｽ修校を一
�oめ教育種
ﾉ験て育す作
fを卒法る業
ｰ有業に者環
驍ｷしよ　境
ﾒるたる　測
ﾆも者大　定
ｯので学　士
凵@　’又　　と
ﾈ　そは　　し
縺@の高　て
ﾌ　後等　三
m　五専　年
ｯ　年門　以
o　以学　上
ｱ　上校　作
�@化に　業
L　学お　環
ｷ　分い　境
驕@析て　測
ﾒ　の理　定
@　　実科　の
@　　務系　実
@　　又統　務
@　　はの　　に
@　　研正　従
@　　究規．事
@　　にの　　し
@　　従課　　た

三　　二　　一

@と　経
Oな第験第
�骭ﾜを一
�聡�L種
ﾉ格第す作
fを一る業
ｰ有項者環
驍ｷ第　境
ﾒる二　測
ﾆも号　定
ｯのイ　　士
凵@　又　　と

ﾈ　は　　し
縺@　ロ　て
ﾌ　　に　　三

m　該、年
ｯ　当　以
o　す　上
ｱ　る　作
�@者　業
L　で　環
ｷ　　’　境
驕@第　測
ﾒ　一　定
@　　種　の
@　　作　実
@　　業　務
@　　環　　に
@　　境　従
@　　測　　事
@　　定　　し
@　　士　　た

二　　　　一

@はに
O研関学
��ｷ校
ﾉにる教
f従学育
ｰ専科法
驍ｵをに
ﾒた修よ
ﾆ緩める
ｯ験て大
凾�ｲ学
ﾈ有業又
繧ｷしは
ﾌるた旧
mも者専
ｯので門
o　　’学

ｱ　そ校
�@の令
L　後に
ｷ　三よ
驕@年る
ﾒ　以専
@　　上門
@　　労学
@　　務校
@　　管に
@　　理お
@　　のい
@　　実て
@　　務法
@　　又律

二　　　一

@事程
Oしを学
�ｽ修校
ﾉ経め教
f験て育
ｰを卒法
髣L業に
ﾒすしよ
ﾆるたる
ｯも者大
凾ﾌで学
ﾈ　　’又

縺@そは
ﾌ　の高
m　後等
ｯ　三専
o　年門
ｱ　以学
�@上枝
L　労に
ｷ　働お
驕@衛い
ﾒ　生で
@　　の理
@　　実科
@　　務系
@　　又統
@　　はの
@　　研正
@　　究規
@　　にの
@　　従課

条
件
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ロ
　
教
員
等
の
う
ち
二
人
以
上
は
専
任
で
あ
る
こ
と
。

　
　
ハ
　
ロ
の
専
任
の
教
員
等
の
う
ち
、
第
一
種
作
業
環
境
測
定
士
で
あ
る
も
の
が
、
作
業
環
境
測
定
を
行
う
こ
と

　
　
　
が
で
き
る
別
表
各
号
の
作
業
場
の
種
類
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
少
な
く
と
も
｝
人
以
上
い
る
こ
と
。

　
三
　
学
生
又
は
訓
練
生
の
数
に
応
じ
、
次
に
掲
げ
る
機
器
及
び
設
備
そ
の
他
教
育
上
又
は
訓
練
上
必
要
な
機
器

　
　
設
備
、
標
本
及
び
図
書
を
備
え
て
い
る
こ
と
。

　
　
イ
　
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
機
器

　
　
ロ
　
化
学
天
び
ん
、
直
示
天
び
ん
又
は
電
子
天
び
ん
、
乾
燥
機
、
純
粋
製
造
装
置
、
化
学
実
験
台
、
ド
ラ
フ
ト

　
　
　
チ
ェ
ン
バ
i
及
び
排
気
又
は
廃
液
の
処
理
の
た
め
の
設
備
（
分
析
を
行
う
場
合
に
有
害
物
を
排
出
す
る
お
そ

　
　
　
れ
が
あ
る
と
き
に
限
る
。
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
ハ
　
試
料
採
取
機
器

2
　
登
録
は
、
登
録
大
学
等
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

　
一
　
登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

　
二
　
大
学
等
の
名
称
及
び
所
在
地

　
三
　
大
学
等
の
設
置
者
の
名
称

　
（
登
録
の
更
新
）

第
五
条
の
六
　
登
録
は
、
五
年
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、
そ
の
効
力
を

　
失
う
。

2
　
前
三
条
の
規
定
は
、
前
項
の
登
録
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
（
実
施
義
務
）

第
五
条
の
七
■
登
録
を
受
け
た
大
学
等
（
以
下
「
登
録
大
学
等
」
と
い
う
。
）
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

　
第
五
条
の
三
第
二
項
第
三
号
か
ら
第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
基
づ
き
、
該
当
科
目
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を

　
作
成
し
、
こ
れ
に
従
っ
て
該
当
科
目
を
開
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
登
録
大
学
等
は
、
毎
事
業
年
度
開
始
前
に
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し
た
計
画
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出

　
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

3
　
登
録
大
学
等
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
一
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
に
実
施
し
た
該
当
科
目
の
結
果
に
つ
い

　
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
該
当
科
目
の
名
称
、
範
囲
、
履
修
方
法
及
び
時
・
問

　
二
　
該
当
科
目
の
試
験
問
題

　
三
　
該
当
科
目
の
教
員
等
の
氏
名

　
四
　
該
当
科
目
別
履
修
者
数

　
五
　
そ
の
他
必
要
な
事
項

　
（
変
更
の
届
出
）

第
五
条
の
八
　
登
録
大
学
等
は
、
第
五
条
の
五
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

　
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な

　
い
。

　
（
該
当
科
目
の
休
廃
止
）

第
五
条
の
九
　
登
録
大
学
等
は
、
開
設
し
て
い
る
該
当
科
目
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

　
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
適
合
命
令
）

第
五
条
の
十
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
大
学
等
が
第
五
条
の
五
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た

　
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
大
学
等
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ

　
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
改
善
命
令
）

第
五
条
の
十
一
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
大
学
等
が
第
五
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と

　
き
は
、
そ
の
登
録
大
学
等
に
対
し
、
該
当
科
目
を
開
設
す
べ
き
こ
と
又
は
該
当
科
目
の
実
施
方
法
そ
の
他
の
業
務

　
の
方
法
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
登
録
の
取
消
し
）

第
五
条
の
十
二
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
大
学
等
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を

　
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
　
第
五
条
の
七
か
ら
第
五
条
の
九
ま
で
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
．

　
二
　
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

　
三
　
不
正
の
手
段
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
と
き
。

　
（
報
告
の
徴
収
）

第
五
条
の
十
三
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
大
学
等
が
開
設
す
る
該
当
科
目
に
つ
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

　
き
は
、
登
録
大
学
等
に
対
し
、
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
の
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
公
示
）

第
五
条
の
十
四
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
官
報

　
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

登
録
を
す
る
と
き
。

一
　
登
録
大
学
等
の
名
称
及
び
所
在
地
二
　
該
当
科
目
を
開
設
す
る
年
月
日

一
　
変
更
前
及
び
変
更
後
の
登
録
大
学
等
の
名
称
及
び
所
在
地
二
　
変
更
す
る
年
月
日

第
五
条
の
九
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
。

一
　
登
録
大
学
等
の
名
称
及
び
所
在
地
二
　
休
止
し
、
又
は
廃
止
す
る
年
月
日
三
　
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
期
間

第
五
条
の
十
二
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
た
と
き
。

一
　
登
録
大
学
等
の
名
称
及
び
所
在
地
二
　
登
録
を
取
り
消
し
た
年
月
日

　
第
七
条
第
二
項
中
「
第
五
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
五
条
の
二
」
に
改
め
る
。

　
第
十
七
条
第
二
号
及
び
第
十
六
号
中
「
が
指
定
す
る
」
を
「
の
登
録
を
受
け
た
者
が
行
う
」
に
改
め
、
同
条
中
第

十
八
号
を
削
り
、
第
十
九
号
を
第
十
八
号
と
し
、
第
二
十
号
を
削
り
、
第
二
十
一
号
を
第
十
九
号
と
し
、
同
条
第
二

十
二
号
中
「
第
五
条
の
二
第
一
■
項
」
を
「
第
五
条
の
二
」
に
改
め
、
同
条
中
同
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
二
十
三
号

を
第
二
十
一
号
と
す
る
。

　
第
十
七
条
の
次
に
次
の
十
五
条
を
加
え
る
。

　
（
登
録
）

第
十
七
条
の
二
　
前
条
第
二
号
の
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
及
び
同
条
第
十
六
号
の
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
（
以
下
こ

　
の
条
か
ら
第
十
七
条
の
十
六
ま
で
に
お
い
て
単
に
「
登
録
」
と
い
う
。
）
は
、
．
そ
れ
ぞ
れ
第
十
七
条
第
二
号
の
講
習

　
及
び
同
条
第
十
六
号
の
講
習
を
行
お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

2
　
登
録
の
申
請
を
し
ょ
う
と
す
る
者
は
、
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
登
録
申
請
書
（
様
式
第
四
号
）
に
次
の
書
類

　
を
添
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書

　
二
　
申
請
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
眞
そ
の
住
民
票
0
写
し
（
外
国
人
に
あ
っ
て
は
、
外
国
人
登
録
証
明
書
の
写

　
　
し
）

　
三
　
申
請
者
が
次
条
各
号
の
規
定
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
説
明
し
た
書
面

　
四
　
第
十
七
条
の
四
第
一
項
各
号
の
要
件
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書
面

　
五
　
次
の
事
項
を
記
載
し
た
書
面

　
　
イ
　
申
請
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
役
員
の
氏
名
及
び
略
歴

　
　
ロ
　
第
十
七
条
第
二
号
の
講
習
又
は
同
条
第
十
六
号
の
講
習
（
以
下
「
試
験
免
除
講
習
」
と
い
う
。
）
の
業
務
を

　
　
　
管
理
す
る
者
の
氏
名
及
び
略
歴

　
　
ハ
　
試
験
免
除
講
習
の
講
師
の
氏
名
、
略
歴
及
び
担
当
す
る
試
験
免
除
講
習
の
講
習
科
目

　
　
二
　
試
験
免
除
講
習
の
業
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要
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（
欠
格
条
項
）

第
十
七
条
の
三
　
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
一
　
法
又
は
労
働
安
全
衛
生
法
（
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
、
罰
金
以
上
の
刑
に
処

　
　
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し

　
　
な
い
者

　
二
　
第
十
七
条
の
十
三
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し

　
　
な
い
者

　
三
　
法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
業
務
を
行
う
役
員
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

　
（
登
録
基
準
）

第
十
七
条
の
四
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
申
請
し
た
者
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の

　
す
べ
て
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
試
験
免
除
講
習
が
次
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る

　
　
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
　
イ
　
労
働
衛
生
一
般

　
　
ロ
　
労
働
衛
生
関
係
法
令

　
二
　
試
験
免
除
講
習
の
講
師
が
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

　
　
る
条
件
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
知
識
経
験
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

法労

ﾟ働
@衛

．労

ｭ
衛

…独

ｾ
習
科

イ
ヨ
｛

生 生 目

関 一
係 般

二　　一 二　　　　一 条

後 し程 件

前三孝 前たを学
号年校 号経修校
に以教 に験め教
掲上菅 掲をて育
げ労法 げ有卒法
る働に るす業に
者衛よ 者るしょ
と生る ともたる
同の大 同の者大
等実学 等　で学
以務又 以　　あ又
上には 上　　つは
の従高 の　て高
知事等 知　　’等
識し専・ 識　そ専
経た門 経　の門
験経学 験　後学
を験校 を　三校
有をを 有　年に
す有卒 す　以お
るす業 る　　上い
者るし 者　労て
もた 働理
の者 衛科
で 生系
あ の統
つ 実の
て 務正
、

に規
そ 従の
の 事課

　
　
　
登
録
年
月
日
及
び
登
録
番
号

　
　
　
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
代
表
者
の
氏
名

　
　
　
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地

　
　
　
第
十
七
条
第
二
号
の
講
習
又
は
同
条
第
十
六
号
の
講
習
の
別

　
（
登
録
の
更
新
）

　
　
　
　
　
　
　
登
録
は
、
五
年
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
、

　
三
　
試
験
免
除
講
習
の
業
務
を
管
理
す
る
者
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
。

2
　
登
録
は
・
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
登
録
簿
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
．

　
一
　
二
　
三
　
四

第
十
七
条
の
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
効
力

　
を
失
う
。

2
　
前
三
条
の
規
定
は
、
前
項
の
登
録
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

　
（
実
施
義
務
）

第
十
七
条
の
六
　
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
「
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
」
と
い
う
。
）
は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場

　
合
を
除
き
、
毎
事
業
年
度
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
試
験
免
除
講
習
の
実
施
歳
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、

　
こ
れ
に
従
っ
て
公
正
に
試
験
免
除
講
習
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
試
験
免
除
講
習
の
実
施
時
期
、
実
施
場
所
、
講
習
科
目
、
時
間
及
び
受
講
定
員
に
関
す
る
事
項

　
二
　
試
験
免
除
講
習
の
講
師
の
氏
名

　
三
　
修
了
試
験
に
関
す
る
事
項

2
　
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
開
始
前
に
（
登
録
を
受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
あ
っ
て
は
、

　
そ
の
登
録
を
受
け
た
後
遅
滞
な
く
）
、
実
施
計
画
届
出
書
（
様
式
第
四
号
の
二
）
に
前
項
の
規
定
に
よ
り
作
成
し

　
た
計
画
を
添
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同

　
様
と
す
る
。

3
　
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
実
施
計
画

　
変
更
届
出
書
（
様
式
第
四
号
の
三
）
を
厚
生
労
働
大
臣
忙
提
出
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

4
　
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
試
験
免
除
講
習
を
修
了
し
た
者
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
修
了
の
事
実
を
証
す
る

　
証
明
書
（
様
式
第
四
号
の
四
）
（
第
十
七
条
の
八
第
一
項
第
七
号
及
び
第
十
七
条
の
十
四
第
一
項
に
お
い
て
「
修
了

　
証
」
と
い
う
。
）
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
　
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
一
月
以
内
に
、
ア
て
の
事
業
年
度
に
実
施
し
た
試
験
免
除
講

　
習
の
結
果
に
つ
い
て
、
試
験
免
除
講
習
実
施
結
果
報
告
書
（
様
式
第
四
号
の
五
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
変
更
の
届
出
）

第
十
七
条
の
七
　
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
第
十
七
条
の
四
第
二
項
第
二
号
又
は
第
三
号
の
事
項
を
変
更
し
よ

　
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う
と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
登
録
事
項
変
更
届

　
出
書
（
襟
式
第
四
号
の
六
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
業
務
規
程
）

第
十
七
条
の
八
　
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
試
験
免
除
講
習
の
業
務
の
開
始
の
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
次
に

　
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
試
験
免
除
講
習
の
業
務
に
関
す
る
規
程
を
定
め
、
業
務
規
程
届
出
書
（
様
式
第
四
号
の

　
七
）
に
当
該
規
程
を
添
え
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と

　
き
も
、
同
様
と
す
る
．

　
　
試
験
免
除
講
習
の
実
施
方
法

　
　
試
験
免
除
講
習
に
関
す
る
料
金

　
　
前
号
の
料
金
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項

　
　
試
験
免
除
講
習
の
講
師
の
選
任
及
び
解
任
に
関
す
る
事
項

　
　
試
験
免
除
講
習
の
講
習
科
目
及
び
時
間
に
関
す
る
事
項

　
　
　
試
験
免
除
講
習
の
修
了
試
験
に
関
す
る
事
項

　
　
　
試
験
免
除
講
習
の
修
了
証
の
発
行
に
関
す
る
事
項

　
　
　
試
験
免
除
講
習
の
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
保
存
に
関
す
る
事
項

　
　
　
試
験
免
除
講
習
の
実
施
に
関
す
る
計
画
に
関
す
る
事
項

　
　
　
第
十
七
条
の
十
第
二
項
第
二
号
及
び
第
四
号
の
請
求
に
係
る
費
用
に
関
す
る
事
項

　
（
業
務
の
休
廃
止
）

　
　
　
　
　
　
　
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
試
験
免
除
講
習
の
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
か
じ
め
、
試
験
免
除
講
習
業
務
休
廃
止
届
出
書
（
様
式
第
四
号
の
九
）

甲一

二三
　
四
　
五六

　
七
　
八
　
九十十

一
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
試
験
免
除
講
習
の
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

2
　
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
前
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、

　
変
更
届
出
書
（
様
式
第
四
号
の
八
）
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

業
務
規
程

第
十
七
条
の
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
は
廃
止

　
し
ょ
う
と
す
る
と
き
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
厚
生
労

　
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
財
務
諸
表
等
の
備
付
け
及
び
閲
覧
等
）

第
十
七
条
の
十
　
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
経
過
後
三
月
以
内
に
、
そ
の
事
業
年
度
の
財
産
目
録
、

　
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
収
支
計
算
書
並
び
に
事
業
報
告
書
（
そ
の
作
成
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電

　
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録

　
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
作
成
が
さ
れ
て
い

　
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
「
財
務
諸
表
等
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
五
年
間

　
事
務
所
に
備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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は
、
い
つ
で
も
、
次
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
又
は
第
四
号
の
請
求
を
す
る
に

　
は
、
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
の
定
め
た
費
用
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
　
財
務
諸
表
等
が
書
面
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
書
面
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

　
二
　
前
号
の
書
面
の
謄
本
又
は
抄
本
の
請
求

　
三
　
財
務
諸
表
等
が
電
磁
的
記
録
を
も
つ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項

　
　
を
紙
面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
又
は
謄
写
の
請
求

　
四
　
前
号
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
電
磁
的
方
法
で
あ
っ
て
次
の
い
ず
れ
か
の
も
の
に
よ
り
提
供
す

　
　
る
こ
と
の
請
求
又
は
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
の
請
求

　
　
イ
　
送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続

　
　
　
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
で
あ
っ
て
、
当
該
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
情
報
が
送
信
さ
れ
、

　
　
　
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
る
も
の

　
　
ロ
　
磁
気
デ
ィ
ス
ク
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
方
法
に
よ
り
一
定
の
情
報
を
確
実
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
が
で
き

　
　
　
る
物
を
も
つ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た
も
の
を
交
付
す
る
方
法

　
　
（
適
合
命
令
）

第
十
七
条
の
十
一
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
が
第
十
七
条
の
四
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に

　
適
合
レ
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
す
る

　
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
改
善
命
令
）

第
十
七
条
の
十
二
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
が
第
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て

　
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
に
対
し
、
試
験
免
除
講
習
を
行
う
べ
き
こ
と
又
は
試
験

　
免
除
講
習
の
実
施
方
法
そ
の
他
の
業
務
の
方
法
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
乏
が

　
で
き
る
。

　
　
（
登
録
の
取
消
し
等
）

第
十
七
条
の
十
三
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、

　
そ
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
期
間
を
定
め
て
試
験
免
像
講
習
の
業
務
の
全
部
若
し

　
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一

2
　
試
験
免
除
講
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
の
業
務
時
間
内

第
十
七
条
の
十
四

　
の
氏
名
、

　
了
年
月
日
及
び
修
了
証
の
番
号
を
記
載
し
た
帳
簿
を
備
え
、

　
び
登
録
の
失
効
を
含
む
。
）
に
至
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
　
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
試
験
免
除
講
習
を
行
っ
た
と
き
は
、

　
　
第
十
七
条
の
三
第
一
号
又
ば
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

　
　
第
十
七
条
の
六
か
ら
第
十
七
条
の
九
ま
で
、
第
十
七
条
の
十
第
一
項
又
は
次
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

　
　
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
十
七
条
の
十
第
二
項
各
号
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
拒
ん
だ
と
き
。

　
　
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

　
　
不
正
の
手
段
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
と
き
。

（
帳
簿
）

　
　
　
　
　
　
　
登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
試
験
免
除
講
習
を
行
づ
た
と
き
は
、
試
験
免
除
講
習
の
修
了
者

　
　
　
　
生
年
月
日
、
本
籍
地
都
道
府
県
名
（
日
本
国
籍
を
有
し
て
い
な
い
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
国
籍
）
、
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
試
験
免
除
講
習
の
業
務
の
廃
止
（
登
録
の
取
消
し
及

二三四五
3

　六五四三二一え登
録
が
そ
の
効
力
を
失
っ
た
場
合
を
含
む
。
）
に
は
、

ら
な
い
。

次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
帳
簿
を
備

　
こ
れ
を
記
載
の
日
か
ら
五
年
間
保
存
し
な
廿
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
第
二
号
の
講
習
又
は
同
条
第
十
六
号
の
講
習
の
別

試
験
免
除
講
習
の
講
習
科
目
及
び
時
間

試
験
免
除
講
習
を
行
っ
た
年
月
日

　
試
験
免
除
講
習
の
講
師
の
氏
名
及
び
そ
の
者
の
資
格
に
関
す
る
事
項

　
試
験
免
除
講
習
の
結
果

　
そ
の
他
試
験
免
除
講
習
に
関
し
必
要
な
事
項

登
録
試
験
免
除
講
習
機
関
は
、
試
験
免
除
講
習
の
業
務
を
廃
止
し
た
場
合
（
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
場
合
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
項
の
帳
簿
を
厚
生
労
働
大
臣
に
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な

　
　
（
報
告
の
徴
収
）

・
第
十
七
条
の
十
五
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
試
験
免
除
講
習
の
実
施
の
た
め
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
登
録
試
験
免
除

　
講
習
機
関
に
対
し
、
試
験
免
除
講
習
事
務
又
は
経
理
の
状
況
に
関
し
報
告
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
（
公
示
）

第
十
七
条
の
十
六
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項
を
官

　
報
で
告
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

とし験り第 一届第 たの第第 たの第第． 春ム

きく免登十 出十 と事十十 と事十十 録

。は除録七 が七 き項七七 き項七七 を

一講を条 あ条 。の条条 。の条条 し

部習取の つの 変のの 変のの た

ののり十 た九 更四七 更四七 と

停業消三
~務しの

との

ｫ規
の第の

ﾍ二規
の第の

ﾍ二規

き
。

をの’規 。定 出項定 出項定

命全又定 に が第に が第に

じ部はに よ あ三よ あ二よ

た若試よ る つ号る つ号る

三　　二　　一 四　　三二　　　一 三　　二一 二　　一 四三二　　一
期あ　一　に
ﾔつ試部登あ登
@て験の録つ録
@は免停をて試
@’除止取は験
@停講をり　’免
@止習命消そ除
@をのじしの講
@命業た’代習
@じ務年又表機
@たの月は者関
@試全日試のの
@験部　験氏氏
@免又　免名名
@除は　除　又
@講一　講　　は
@習部　習　名
@のの　　の　称

合　る　　　にる
ﾉ試年試休あ登試
｠験月験止つ録験
ﾂ免田免して試免
ﾄ除　除　’は験除
ﾍ講　講又　’免講’習　習はそ除習

ｻの　の廃の講の
ﾌ業　業止代習業
坙ｱ　務す表機務
ﾔの　のる者関の
@全　全試のの全
@部　部験氏氏部
@又　又免名名又
@は　は除　又は
@一　一講　は一
@部　部習　名部
@を　　をの　称を

　称
ﾏ及変登
Xび更録
ｷ所前試
骰ﾝ及験
N地び免
氏@変除
ﾚ　更講
@　後習
@　の機
@　試問
@　験の
@　免氏
@　除名
@　講又
@　習は
@　の名
@　業称

　及
ﾏび変
X住更
ｷ所前
髟ﾀ及
Nびび
獅ﾉ変
坙@更
@人後
@にの
@あ登
@つ録
@て試
@は験
@　’免

@そ除
@の講
@代習

　　　　に
o第試あ登
^十験つ録
ｵ七免て試
ｽ条除は験
N第講　’免
雌�Kそ除
厓�ﾌの講
@の業代習
@講務表機
@習を者関
@又行のの
@はう氏氏
@同車名名
@条務　又
@第所　は
@十の　名
@六名　称

業停　業　及
ｱ止　務　び
ﾌを　の　住
ﾍ命　全　所
ﾍじ　部　　並
yた　若　　び
ﾑ場　　し　に

休　休業　及休
~　止務　び止
ｵ　しの　住し
諱@　’範　所’
､　又囲　並又
ﾆ　は　　　びは
ｷ　廃　　　に廃

務・

�
s
う
事
務
所

表機

ﾒ関
ﾌの一
℃＊

ｼ名
@又
@は

号称　　及
ﾌ及　　び
uび　住
K所　所
ﾌ在　並
ﾊ地　　び
@　　　に

そ合　　く　法 る　止　　　法止 の 名 法

のに　　は　　人 場　す　　　人す 名 称 人

　
　
第
二
十
五
条
中
「
第
五
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
五
条
の
二
」
に
改
め
る
。

　
・
様
式
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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搬
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岳
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淵
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轡
u
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“
叫
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麟

r
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○
田

（
申
寸
㊤
駅
《
申
）

騨

麺

田
壁
皿
　
田
O
q
り
皿
σ
り
世
ド
N
怪
降

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話（　　　　）

　申請者の住所
　事務所の名称及び所在地

鱗鑛倚懸鵬麟函
　講習を実施する場所
　　　　　　年　　月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申請者

　　厚生労働大臣殿

備1灘臨誰灘聯繋攣2鞭謙嘉膿講羅9
　　轡恒臓即pe呉想呉eく牽恒如atく岬。

様式第4号の2　（第17条の6関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実施計画届出書

　　登．　　録　　　　番　　　　号

　　届出者の氏名又は名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話（　　　　）
　　届　　出　　者　　の　　住　　所

事・ ﾆ、年　度　年月日～年月日
　　　　　　　年　　月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者

　　厚生労働大臣殿
様式第4号の3（第17条の6関係H施計画変更届出書

　　登　　　　録　　　　番　　　　号

　　届出者の氏名又は名称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話（　　　　）
　　届　　出　　者　　の　　住　　所

　　変　変　　　　　更　　　　　前

　　更
　　嘉変　　更　　後
　’

　　　変更しようとする年月日

　　　変　　更　　　の　　理　　由

　　　　　　　　年　　月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　届出者

　　　厚生労働大臣殿
艦届出書昏こ記載しきれない事項については・別糸底に記載して添付することr

様式第4号の4　（第17条の6関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　試験免麟習修了証．

　第　　　　　号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ふりがな）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所
あなたレよ年月’ 冾ﾉ実施した作業環境測定法施行規則第・7条峯脅獅生胆

び労働衛生関係齢に関する講習を修了したことを証します・

　　　　　　　年　　月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　㊥
　　　　登録試験免除講習機関　代表者　氏名

様式第4号の5　（第17条の6関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　試験免除講習実施結果報告書

　　登　．　　録　　　　番　　　　号

　　鞭段氏鱗翻麗去人に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話（　　　　）

　　報告者の住所
　　事務所の名称及び所在地

　　鯖羅駿驕纂難賜軽舗鼻j

　　　実　　　　施　　　　期　　　　日

　　　実　　　施　　　　場　　　　所

　　　受　　　　講　　　　者　　　　数

　　　修一　　了　　　　者　　　　数

　　　　　　　　年　　月　　日　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　㊥
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者

　　　厚生労働大臣殿

備懲懲継猫llll鶴野“そ
　　様式第4号の6（第17条の7関係）
　　　　　　　　　　　　　　登録試験免除講習機関登録事項変更届出書

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　登　　　　録　　　　番　　　　有

　　　鱗段氏綴灘灘法人に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話（　　　　）
　　　　届　　出　　者　　の　　住　　所
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（
粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条
　
粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
労
働
省
令
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
二
十
六
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同

　
条
第
二
項
の
次
に
次
の
五
項
を
加
え
る
。

　
3
　
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
結
果
の
評
価
が
二
年
以
上
行
わ
れ
、
そ
の
間
、
当
該
評
価
の
結
果
、
第
一
管

　
　
理
区
分
に
区
分
さ
れ
る
こ
と
が
継
続
し
た
単
位
作
業
場
所
（
令
第
二
十
一
条
第
一
号
の
屋
内
作
業
場
の
区
域
の
う

　
　
ち
労
働
者
の
作
業
中
の
行
動
範
囲
、
有
害
物
の
分
布
等
の
状
況
等
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る
作
業
環
境
測
定
の
た
め

　
　
に
必
要
な
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
は
、
当
該
単
位
作
業
場
所
に
係
る
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す

　
　
る
労
働
基
準
監
督
署
長
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
」
と
い
う
．
）
の
許
可
を
受
け
た
場

　
　
合
に
は
、
当
該
粉
じ
ん
の
濃
度
の
測
定
は
、
別
に
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

　
　
の
場
合
に
お
い
て
、
事
業
者
は
、
、
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
に
よ
り
、
一
年
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期

　
　
に
較
正
さ
れ
た
測
定
機
器
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
4
　
前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
粉
じ
ん
測
定
特
例
許
可
申
請
書
（
様
式
第
三
号
）
に
粉
じ
ん
測

　
　
定
結
果
摘
要
書
（
様
式
第
四
号
）
及
び
次
の
図
面
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

　
　
ら
な
い
。

　
■
一
　
作
業
場
の
見
取
図

　
　
二
　
単
位
作
業
場
所
に
お
け
る
測
定
対
象
物
の
発
散
源
の
位
置
、
主
要
な
設
備
の
配
置
及
び
測
定
点
の
位
置
を
示

　
　
　
す
図
面

　
5
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
前
項
の
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
第
三
項
の
許
可
を
し
、
又

　
　
は
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
文
書
で
、
そ
の
旨
を
当
該
事
業
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
な
い
。

　
6
　
第
三
項
の
許
可
を
受
け
た
事
業
者
は
、
当
該
単
位
作
業
場
所
に
係
る
そ
の
後
の
測
定
の
結
果
の
評
価
に
よ
り
当

　
　
該
単
位
作
業
場
所
が
第
一
管
理
区
分
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
文
書
で
、
そ
の
旨
を
所
轄
労
働
基
準

　
　
監
督
署
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
7
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
ば
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
場
合
及
び
事
業
場
を
臨
検
し
た
場
合
に
お

　
　
い
て
、
第
三
項
の
許
可
に
係
る
単
位
作
業
場
所
に
つ
い
て
第
一
管
理
区
分
を
維
持
し
て
い
な
い
と
認
め
た
と
き
又

　
　
は
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
許
可
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

　
　
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
中
「
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
、
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曽
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
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様式第3号（第26条関係）

粉じん測定特例許可申請書

事　業　の　種　類 事業場の名称 事業場の所在地

（電話　　　一　　　　）

作業の内容 従事労働者数

申請に係る単位作業場
鰍ﾉおける粉じん作業

（うち年少者　　名）

様
式
第
二
号
の
次
に
次
の
二
様
式
を
加
え
る
。

　　　　　年　　　月　　　日
　　　労働基準監督署長　殿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業者　職　氏名　　　　　　　　　　　　㊥

備　考　1　r事業の種類」の欄は、日本標準産業分類の中分類により記入するこξ。

　　　　2　「申請に係る単位作業場所における粉じん作業」の欄は、二以上の単位作業場所について申請を行う場合にあっては、

　　　　　単位作業場所ごとに記入すること。

　　　　3　「作業の内容」の欄は、粉じん障害防止規則（昭和54年労働省令第18号）別表第一の各号のいずれに該当するかを記入

　　　　　すること。

　　　　4　氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。

　　　　5　この申請書に記載しきれない事項については、別紙に記載して添付すること。

様式第4号（第26条関係）

粉じん測定結果摘要書

整理番号

一日目の測定 二日目の測定
作業環境測定士又は作業環境測定機関

測定実施

N月日
M1 σ1一 M2 σ！

第一評

ｿ値
第二評

ｿ値
B測
闥l
管理

Z度
管理
謨ｪ

氏名又は名称 登録番号 印

備考1本摘要書は、単位作業場所ごとに記入すること。

　　　　2　「整理番号」の欄は、二以上の単位作業場所について申請を行う場合にあっては、各々に粉じん測定特例許可申請書（様

　　　　　式第3号）に記入した単位作業場所の順に整理番号を付すること。

　　　　3　「一日目の測定」及び「二日目の測定」の欄中M1及びM、はA測定の測定値の幾何平均値をσ1及びσ2はA劃定の測定値の

　　　　　幾何標準偏差をそれぞれ記入すること。なお、「二日目の測定」の欄は、当該測定を行わない場合には記入を要しないこと。

　　　　4　「B測定値」の欄は、二以上の測定点においてB測定を行った場合には、そのうちの最大値を記入すること。なお、「B測

　　　　　定値」の欄は、当該測定を行わない場合には記入を要しないこと。
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附
　
則

　
（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
車
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
（
経
過
措
置
）
、

第
二
条
こ
の
省
令
の
施
征
の
際
現
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
を
行
っ
て
い
る
者
又
は
同
欄
に
掲
げ
る
指
定
を

　
受
け
て
い
る
者
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
問
は
、
同
表
の
中

　
欄
に
掲
げ
る
登
録
を
受
け
て
い
る
者
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
規
定
は
適
用
し
な

　
い
。

衛旧

ｶコ
ﾉン
ﾖサ
ｷル
驛^
uン
Kト
@則
@第
@十　一

@条
@第
@十
@号
@の

習い三タコ第
@う号ンン五
@」。トサ条
@第以規ルの
@二下則タ規
@条r（ン定
@第旧昭トに
@七コ和及よ
@号ン四びる
@のサ十労改
@安ル八働正
@全タ年衛前
@にン労生の
@関ト働コ労
@す則省ン働
@る一令サ安
@講と第ル全

講と示偏技改及六平
Kい第士士正び号成
@う百免’すボ（二
@」十許ボるイボ十
@第六規イ件ライー
@三号程ラ）1ラ年
@条。（1に整1厚
@第以昭溶よ備妓生
@二下和撲る士士労
y難雛イ｛年ボの程ラ示

��P

示免改四平
諡鱒ｳ号成
緕獅ｷ（二
¥験る発十
ｵ規件破一
��j技年）（に士厚

謠ｺよ免生
l和る許労
�l改試働
ﾌ十正験省
ｭ七前親告
j年の程示
ﾀ労発の第
Z働破一百
u省技部二’習告士を十

二六基す九平
謐��る号成
諱B（件（二
O以昭）作十
�下和に業一
謔柱ﾜよ環年一旧十る境厚

�ｪ一改測生
ﾌ定年正定労
w基労前基働
闖�働の準省
@一省作の告
@と告業一示
@い示環部第
@う第境を百
@」四測改二
@第十定正十

進旧

ﾒ選
ﾉ任
W基
髀�
燒{
ﾌ則
ﾉ第
ﾀ四
骰�

vの
@講
@習

@（@衛
@生
@推

る則十る正る二平
熨謐�賰O基号成
ﾌ四。準の準（二
ﾉ号以＿安の安十
ﾀの下昭全一全一
骰ur和衛部衛年
v習旧六生を生厚
@（選十推改推生
@安任三進正進労
@全基年者す者働
@衛準労等る等省
@生一働の件の告
@推と省選）選示
@進い告任に任第
@者う示によに百
@に」第関る関三
@係本八す改す十

し

登新

ﾎコ
@ン
@サ
@ル
@タ
@ン
@ト
@則
@第
@十　一

@条
@第
@十
@号
@の

則タコ第一ンン五

ﾆトサ条
｢規ルの
､則タ規
v＿ン定
謌ﾈトに
�ｺ及よ
�窒ﾑる
謳V労改
ｵコ働正
�悼q後
ﾌサ生の
oルコ労
^タン働
@ンサ安
@トル全

則労及第一働び二

ﾆ省圧条
｢令力の
､第容規」三器定

謠¥安に
S三全よ一号視る
t
ﾕ
号
新
和
の
ニ
ボ
四
ボ
の
イ
十
イ
登
ラ
七
ラ
録
1
年
1

欄新

謌ﾀ
O衛
�･
ﾌ別
o表
^第
@五
@の
@四
@の
@表
@受
@験
@資
@格
@の

第十害第
�ｪ防七
¥号止条
Z。規の
�ﾈ則規
謇ｺ（定
Or昭に
�新和よ
ﾌ粉五る
oじ十改
^ん四正
@則年後
@一労の
@と働粉
@い省じ
@う令ん
@」第障

区（新ｪ
登
安
に
録
衛
係
省
則
る
令
第
も
第
十
の
一
一
に
条
秦
限
璽
の
る
＿
＿
」
第
二
　
＿
第
　
工
百
一
第
項
　
二
の
　
号
登
　
の
録

分と労及生＋＋衛第
ﾉい働び法二二生一
Wう省指及条号規条
驕v令定びの。則の
熨鞫謔ﾉこ三以（規
ﾌ一四関れ第下昭定
ﾉ条十すに一r和に
ﾀの四る基項新四よ
體��ﾈづの安十る
v第。令く登衛七改
@一以（命録則年正
@項下昭令＿一労後
��@区」1年録衛第三全

二項一十登
¥ま項五録
ﾜでか条省
�yらの令
ﾌび第八第
¥第三第二

の九ま項の九登
O条でか三条録
¥の及ら十の省
ｪ二び第六二令
@十第三第十第
@四十項一四十

の九ま項の九登
��ﾅか二条録
¥の及ら十の省
O二び第一二令
@十第三第十第
@四十項一四十

の九登
ｪ条録
@の省
@二令
@十第
@四十

一項一条登
�ﾜ項の録
ﾌでか二省
�yらの令
ﾌび第五第
ｵ第三第一

　
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
単
に
「
大
学
等
」
と
い
う
。
）
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を

　
経
過
す
る
日
ま
で
の
問
は
、
新
作
環
則
第
五
条
の
二
の
登
録
を
受
け
て
い
る
大
学
等
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い

　
て
、
新
作
環
則
第
五
条
の
七
第
二
項
中
「
毎
事
業
年
度
開
始
前
に
」
と
あ
る
の
は
「
事
業
年
度
開
始
後
遅
滞
な
く
」

　
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

論
叢
鴇
鞭
謂
雛
難
所
畿
誌
擁
墾
輔
峠
羅
鞍
騨
熊
雛
搬
講
郵
臨
嬉
裂
離

　
　
「
平
成
二
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
」
と
、
登
録
省
令
第
一
条
の
二
の
二
十
第
一
項
中
「
毎
事
業
年
度
」
と
あ
る
の

　
は
「
毎
事
業
年
度
（
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
の
属
す
る
事
業
年
度
を
除
く
。
）
」
と
、
「
指
定
を
受
け
た
日
の
属

す
る
事
業
年
度
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
後
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
士
年
＝
亘
二
＋
日
の
属
す
る
事

　
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
年
度
開
始
後
」
と
、
登
録
省
令
第
一
条
の
二
の
三
十
四
第
一
項
中

　
　
「
産
業
髪
習
の
業
務
の
開
始
前
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
士
年
九
月
三
＋
日
ま
で
」
と
、
登
録
省
令
第
秦
の

　
二
の
三
十
五
第
一
項
中
「
毎
事
業
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
毎
事
業
年
度
（
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
の
属
す
為

護
雅
騰
穏
」
一
塁
脂
義
誘
雛
黎
轟
鱒
騒
鍍
義
鱒
瓢
ポ
呑
噸
譲
製
鮮
酷

墾
遜
璽
幹
蕩
」
、
鍵
攣
聾
養
墾
講
攣
解
細
魏
鍵
螺
誤
解

　
　
「
毎
事
業
年
度
（
平
成
二
士
年
三
月
三
士
日
の
属
す
る
事
業
年
度
を
除
く
）
」
と
「
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す

　
る
事
業
年
度
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
後
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
の
属
す
る
事

　
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
業
年
度
開
始
後
」
と
、
登
録
省
令
第
七
十
二
条
第
一
項
中
「
労
働
災

　
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
業
務
の
開
始
前
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
一
年
九
月
三
十
日
ま
で
」
と
、
登
録
省
令

　
第
七
十
三
条
第
一
項
中
「
毎
事
業
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
毎
事
業
年
度
（
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
の
属
す
る

　
事
業
年
度
を
除
く
。
ご
と
、
「
指
定
を
受
け
た
日
の
属
す
る
事
業
年
度
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
指
定
を
受
け
た
後
」
と
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
輯
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
し
恒

2
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
旧
作
環
則
第
五
条
の
二
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
同
項
に
規
定
す
る
大
学
等

3
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
研
修
を
行
っ
て
い
る
者
、
同
欄
に
掲
げ
る
指
定
を
受
け
ぼ

旧
作
環
則
第
十
七
条
第
十
六
号
の
講
習

第第測第
¥二定六
ｵ十法条
��{の’

諱B行規
�ﾈ規定
�ｺ則に
ﾌr（よ
u旧昭る
K作和改
@環五正
@則十前
@一年の
@と労作
@い働業
@う省環
@」令境

す旧

骭､
件C
､告
C示
髄謗

ｦ二
謠�齣謠

二第

�O
ﾉ号
ｨの
｢指
ﾄ定
�　
p�

を定働和六七平」
閧ﾉ安五号号成第
ﾟ基全十を＿二一るづ衛六廃昭十条

盾ｫ生年止和一第
B厚規労す五年三
ﾈ生則働る十厚号
ｺ労別省件六生の
駐ｭ表告〉年労、指
倦蜻謗ｦに労働定
､臣九第よ働省　
Cが資五る省告　
崇闃i十廃告示　
ｦめの六止示第　
黷髣桃�O第百　
ﾆ研の（の五四　
｢修規労昭十十ﾐ

新臣

�ﾌ
ﾂ登
･録
諱@
¥　
ｵ　
�@
諱@
¥　
Z　
�@
ﾌ　
冝@
ｶ　
J　
ｭ�

い測第登

､定六録
v法条　
謗{の　
¥行規　
ｵ規定　
�･に　
諱iよ　
�ﾈる　
�ｺ改　
ﾌr正　
﨎V後　
ｶ作の　
J環作　
ｭ則業　
蛻鼕ﾂ　
bと境�

第仕に第に第建掲号新事
O事掲五掲八設げに安に
�ﾉげ号げ＋のる掲衛限
ﾉ’るまる九仕仕げ則る
f同仕で仕条事事る別」
ｰ条事に事のをの仕表の
髑謔ﾉ掲及二除う事第項
d二あげび第～ち及九．
謗枕�ﾂる第二）塞び第一に’て仕九号の設第八号

｠第は事＋か項の九＋ハ
ﾂニダ（条ら第仕十九の
ﾄ号ム同第第一事条条登
ﾍのの条一六号＿第の録
囀�囁謐��鴻_一二　
ﾝ及設一かま及ム号第　
ﾌびの号らでびのに一�

げ号号新録
驛高ﾉ安　
@及掲衛　
Bびげ則　
剳ﾊる別　
ﾉ表機表　
W第械第　
骼ｵ等九　
Hのに別　
柾繻W表　
ﾌ梱る第　
�第工七　
謠¥事の　
齠�ﾌ上一号号項欄　

高ﾉ第第　
ﾌ掲一十ﾐ

でか七新の
yらの作一八び第六環　

謗O第則　
¥項一第　
ｵま項十�

でか十登条
yら七録　
ﾑ第条省　
謗O第令　
ﾜ項一第　
¥ま項五ﾐ

，4ﾐ
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る
の
は
「
平
成
二
士
年
三
月
三
＋
百
の
属
す
る
事
業
年
度
の
翌
事
業
年
度
に
あ
っ
て
は
、
当
肇
業
年
度
開
始

讐
蕪
蜂
縢
。
難
饗
雛
．
羅
．
霧
難
藁
慈

年
度
（
平
成
二
士
年
三
月
三
＋
百
の
属
す
る
事
業
年
度
を
除
く
．
）
」
と
、
「
指
定
を
受
け
た
日
の
辱
る
妻
年

度
に
あ
っ
て
は
・
そ
の
指
定
を
受
け
た
後
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
士
年
一
・
亘
二
＋
百
の
属
す
る
事
業
年
度
の

翌
事
業
年
度
に
あ
っ
て
は
・
当
該
事
業
年
度
開
始
後
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
．

対止ク（リをデ年法
ｷ講レ平ッ廃り厚第
髀K1成ク止ツ生九
ｯ規ン四運す之労＋項程・年転る逞働九

ﾒ雛鞭難
蜩
�
ﾋ
る
第
転
第
誉
廃
災
五
項
も
一
士
八
舌
止
害
十
の
の
条
等
＋
憂
前
再
一
指
に
に
労
一
先
の
発
号
定
限
規
働
号
防
ク
防
＿
＿
る
定
災
。
止
レ
止
ク
平
」
す
害
以
講
1
講
レ
成
　
る
再
下
習
ン
習
i
二
　
者
発
r
規
・
規
ン
十
　
に
防
旧
程
デ
程
・
一

も三防法
ﾌ条止第
ﾉに業九
ﾀ規務十
髓闖]九
vす事条’る者の

@者労二
@に働第
@対災一
@す害項
@る再の
@同発指
@項防定
@の止（
@講講旧
@習習労
@に規働
@係程災
@る第害

も二防法
ﾌ条止第
ﾉに業九
ﾀ規務十
髓闖]九」す事案

@る者の
@者労二
@に働第
@対災一
@す害項
@る再の
@同発指
@項防定
@の止＿
@講講旧
@習習労
@に規働
@係程災
@る第害

に防下請の発五項号労
ﾎ止r習労防十の。倒
ｷ講旧規働止号指以安
髀K労程災講＿定下全
ｯ規働＿害習労＿r衛
�程災平防規働平法生
ﾌ一害成止程災成一法
uと防四業を害二と＿
Kい止年務廃防十い昭
ﾉう業労従止止一う和
W」務働事す業年」四
髑謠]省者る務厚第＋一

煦齊枕据J件従生九七
ﾌ条者示働）事労十年
ﾉに労第災に者働九法
瘠K働八害よ労省楽律
髓闕ﾐ十再る働告の第
vす害号発廃災示二五
@る再。防止害第第十
@者発以止前再百一七

号程告生改サ＿平
ﾉ一示コ正ル労成
fと第ン前夕働二
ｰい三サのン安十るう十ル労ト全一

ﾒ
」
七
夕
働
規
コ
年
の
第
号
ン
安
程
ン
厚
項
四
　
ト
全
の
サ
生
の
条
以
規
コ
ー
ル
労
講
の
下
程
ン
部
を
働
習
表
r
＿
サ
を
ノ
．
ト
　
前
旧
昭
ル
改
ト
星
　
条
コ
和
タ
正
及
日
　
第
ン
四
ン
す
び
示
　
三
サ
十
ト
る
労
第
　
号
ル
八
及
件
働
亘
　
又
タ
年
び
）
衛
一
　
は
ン
労
労
に
生
＋
　
第
ト
働
働
よ
コ
八
　
四
規
省
衛
る
ン
号

の国旧
�家コ
ﾌ試ン
u験サ
K合ル
@格タ
@者ン
@又ト
@は則
@歯第
@科十
@医三
@師条
@国第
@家一
@試項
@験の
@合表
@格医
@者師

旧
安
衛
則
第
十
四
」
条
第
二
項
第
二
号
の
指
定

項則第
諱i一
鼈ﾈ条
�ｺの
ﾌr規
匤健關
ｶ安に
J衛よ
ｭ則る
蛻皷�

bと正
ｪい前
閧､の
ﾟ」労
髑謫ｭ
､十安
C四全
@条衛
@第生
@二規

翌
事
業
年
珪
軽
凌
一
マ
｝
ヨ
言
導
…
i
左

等十法
ﾉ二第
ﾎ条九
ｷ第十
驤鼡纃

u項条
K第の
ﾉ一三
W号第
驍ﾉ一
煖K項
ﾌ定の
ﾉす指
ﾀる定
驛N＿
vレ登
@i録
@ン省
@運令
@転第
@士八

任十法
ﾒ八第
剌�繧
ﾉ第十
ﾎ一九
ｷ項条
髑謔ﾌ＝」臣一一猛再二一

K号第
ﾉに一
W規項
髓閧ﾌ
烽ｷ指
ﾌる定
ﾉ統（
ﾀ括登
驤ﾀ録」全省

@衛令
@生第
@責六

対十法
ｷ八第
髀�纃

u第十
K一九
ﾉ項条
W第の
體��
号第の

ﾉ一に
K項限
閧ﾌる
ｷ指」る定　

ﾀ（　
S登　
ﾇ録　
搶ﾈ　
ﾒ令　
剔諱@
ﾉ六�

　　　　　　理十法　
@　　　　　者八第　
@　　　　　等条九　
@　　　　　に第十　
@　　　　　対一九　
@　　　　　す項条　
@　　　　　る第の　
@　　　　　講一二　
@　　　　　習号第　
@　　　　　にに一　
@　　　　　係規項　
@　　　　　る定の　
@　　　　　もす指　
@　　　　　のる定　
@　　　　　に総（　
@　　　　　限括登　
@　　　　　る安録　
@　　　　　」全省　
@　　　　　　衛令　
@　　　　　　生第’　　　　　　　管六�

新第

Rニ
桃�

T又
汲ﾍ
^，第

梼O
g号
･に
謖f
¥げ
Oる
�ﾒ
謔ﾌ
鼾�
�一指の
ﾌ指
¥定
諱@
¥　一�

安
衛
則
第
十
四
条
第
二
項
第
二
号
の
定
�

安
衛
則
第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
の
指
定
�

お
省
令
の
施
行
前
髪
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
、
研
修
、
実
習
又
は
科
目
を
修
了
し
た
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ﾐ

同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
講
習
、
研
修
、
実
習
又
は
科
目
を
修
了
し
た
者
と
み
な
す
。
ﾐ

十再件享年法に
O発）者厚第係
�hに労生九る
j止よ働労十も
{講る災働九窪
T
毒
縫
一
難
　
に
年
務
習
三
指
　
対
労
従
規
号
定
　
す
働
事
程
（
（
　
る
省
者
を
玉
平
　
同
告
労
廃
掛
成
　
項
示
働
止
業
二
　
の
第
災
す
務
十
　
講
八
害
る
従
一
�

規程機程機年法る
閨Q械を械厚第」
ｷ平運廃運生九　
髏ｬ転止転労十　
ﾒ四業す業働九　
ﾉ年務る務省条　
ﾎ労従件従告の　
ｷ働事）事示三　
髀ﾈ者に者第第　
ｯ告労よ労百一　
�示黴る働五項　
ﾌ第災廃災十の　
u八害止害二指、　
K十再前再号定　
ﾉ二発の発（（　
W号防車防車平　
驕j止両止両成　
燒{講系譜系二　
ﾌ則習建習建十　
ﾉに規設規設一�

規ン法係
�E第る
諠
f
九
も
ニ
リ
十
の
条
里
九
に
に
ク
条
限
規
運
の
る
定
転
＝
」
葛
夢
　
　
　
一
議
項
発
露
縫
離
馨
轍
ﾐ

　
習
　
ま
・
目
　
　
　
し
　
　
ま
、
　
れ
�

十法対

�謔ｷ
�繧髑
十講一

繽K項
�ﾉ第
ﾌ係四
Oる号
謔烽ﾉ
黷ﾌ規
�に定
ﾌ限す
wるる
閨v玉（　掛

o　業
^　務
ﾈ　従
ﾟ　事
諱@者
ｪ�.�

十法」転二第　業

�縺@務
謠¥　従
鼡縺@事
�条者塑
@にぢ一対置

@
す
規
項
　
る
定
の
　
講
ず
指
　
習
る
定
　
に
車
（
　
係
両
登
　
る
系
録
　
も
建
省
　
の
設
令
　
に
機
第
　
限
械
八
�
�

法転二
謗m条
纉剔謠
¥に一
繿ﾎ項
�ｷ第
ﾌる二
O講号
謠Kに
黷ﾉ規
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ﾌるす
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閧ﾌ移
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o限式
^るク
ﾈ」レ
ﾟ　1
諱@ン
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@衛第上
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ﾉ表ロ十
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驪繻､号
H別修に
抹¥　掲
ﾌ第　げ
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齒縺@械
�刀@等
国諱@に
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ﾊに　工
¥掲冓@
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諠梼

lサ
�汲

ﾉタ
fン
ｰト
驪K
ﾒ程
ﾌ第
�四
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�,ﾀ

旧項家
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T習合
求@格
^　者
刀@又
g　は
･　歯
諱@科
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t亊`

すコ
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@タ
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@ト
@則
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@号
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@ル
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@ン
E　ト
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@第
@七
@号
@の
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@に
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@ラ
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@程
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@条
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@号
@の
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@イ
@ラ
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@技
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ｭ衛
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ﾀ別
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K五
@の
@四
@の
@表
@受
@験
@資
@格
@の
@欄
@第
@三
从ﾀ

衛
則
第
十
四
条
第
二
項
第
二
号
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習
�
�
 

が安

濶q
ﾟ則
髑謖

､十
C四
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@第
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@項
@第
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@の
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@生
@労
@働
@大
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る選

熹C
ﾌ基
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髑･v
第
　
四
　
号
　
の
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i
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’
　
コ
ヌ
　
日
　
（
　
衛
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推
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者
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�
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l
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�
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旧 旧 指旧 号仕同掲か第のうげ旧
作 作 定作 ハ事条げち六項ちる安
環 環 す環 のに第る第号第建仕衛
則 則 る則 研あ二仕五ま一設事則
第 第 科第 修つ号亭号で号の及別
十 十 目五 て’にまにロ仕び表
七 七 条 は第あで掲及事第第
条 条 の 建二つにげび＿九九

第 第 二 設号て掲る第ダ十第
十 二 第 ののはげ仕八ム条八
六 口

万 一
仕ニダる事十の第十

口
万 の 項 事及ム仕及九建一九
の 講 の にびの事び条設号条
一ル

u
羽
田 厚 限第建（第ののにの

ココ 生 る三設同九二仕掲二
労 」号の条十第事げ第
働 のに仕第条二をる一
大 項掲専一第号除仕号
臣 第げに号一かく事に
が 一る’に号ら」の掲

新 新 当新 設二あまで一建る新
作 作 科作 の号つでに号設仕安

環 環 目環 仕のてに掲ロの事衛
則 則 則 事二は掲げ及仕及則
第 第 第 に及ダげるび事び別
十 十 五 限びムる仕第＿第表
七 七 条 る第の仕事八ダ九第
条 条 の 」三建事及十ム十九

第 第 五 の号設（び九の条第
十 二 第 項にの同第条建第八
六 号 一 第掲仕条九の設一十
号 の 項 一げ事第十二の号九
の

…生
C丹 第 号るに一条第仕に条

講 習 一
ハ仕’号第二事掲の

習 口
万
の事同に一号をげ二

に 研に条掲号か除る第，
規 修あ第げからく仕一
定 つ二るら第」亭号
す て号仕第六ののに
る は’事五号項う掲
該 建第に号ま第ちげ

5
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
受
け
た
旧
測
定
基
準
第
二
条
第
三
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
較
正
は
、
新
粉
じ
ん
則
第
二

　
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
較
正
と
み
な
す
。

　
（
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の

　
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条
　
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通

　
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
別
表
第
一
の
一
の
表
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
一
号
）
の
項
中
「
第
九
条

　
第
二
項
」
及
び
「
第
四
十
五
条
第
一
項
」
の
下
に
「
（
第
六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、

　
同
表
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）
の
項
を
次
の
よ
う
に

　
改
め
る
。
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基

づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定

に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年

労
働
省
令
第
四
十
四
号
）レ

第
一
条
の
二
の
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
財
務
諸
表
等
の
備
置
き

第
一
条
の
二
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
一
条
の
二
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
一
条
の
二
の
二
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
一
条
の
二
の
四
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
｝
条
の
九
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
十
条
σ
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
十
九
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
十
九
条
の
二
十
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
財
務
諸
表
等
の
備
置

き第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
十
九
条
の
二
十
個
の
二
十
五
第
一
項
の
規
定
化
よ
る
財
務
諸
表
等
の

備
置
き

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

馴」

b

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
財
務
諸
表
等
の
備

置
き

第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
十
九
条
の
三
十
五
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
二
十
五
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
財
務
諸
表
等
の
備
置
き

第
二
十
五
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
二
十
五
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
二
十
五
条
の
二
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
財
務
諸
表
等
の
備
置
き

第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
九
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
百
五
条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

　
別
表
第
一
の
一
の
表
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則

め
る
。

（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
■

作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
昭

和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）

第
十
七
条
の
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
財
務
諸
表
等
の
備
置
き

第
十
七
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
十
七
条
の
十
四
第
二
項
の
親
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
五
十
条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
保
存

第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
保
存

　
別
表
第
二
電
離
放
射
線
障
害
防
止
規
則
の
項
中
「
第
九
条
第
二
項
」
及
び
「
第
四
十
五
条
算
一
項
」
の
下
に
「
（
第

六
十
二
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
．
）
」
を
加
え
、
同
表
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
等
に
関
す
る
規
則
の
項

を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基

づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定

に
関
す
る
省
令

▽．

第
一
条
の
二
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
一
条
の
二
の
十
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
一
条
の
二
の
二
十
五
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

験

介

4、
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第
一
条
の
二
の
四
十
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
一
条
の
九
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
十
条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
十
九
条
の
十
一
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
十
九
条
の
二
十
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
十
九
条
の
二
十
四
の
二
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
十
四
第
一
項
砂
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
十
九
条
の
二
十
四
の
四
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
十
九
条
の
三
十
五
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
二
十
五
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
二
十
五
条
の
十
六
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
二
十
五
条
の
二
十
九
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
作
成

第
六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
七
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
九
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
百
五
条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
砂
記
載

別
表
第
二
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
．

作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則

第
十
七
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
十
七
条
の
十
四
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載

第
五
十
条
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
作
成

第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
作
成

別
表
第
三
建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
．

作 にづ労
別
表 作 にづ労

業 関く働 第 業 関く働
環 す命安

四
環 す命安

境 る令全 建 境 ，る令全

測 省に衛 築 測 省に衛
定 令係生 物 定 令係生
法 る法 に 法 る法
施 登及 お 施 登及
行 録び け 行 録び
規 及こ る 規 及こ
則 びれ 衛

則 びれ
指に 生 指に
定基 的 定基

は第 抄第 本第 等第 表第 の第 又第
環
は第 謄第 覧第 等第 表第 の第 又第

抄十 本六 又二 の十 等十 謄十 は一
境
謄十 写六 又二 の十 等十 閲十 は一

本七 の十 は十 謄九 の九 本九 抄条
の
写七 十 は十 閲九 の九 覧九 謄条

の条 山父一 抄五 本条 謄条 又条 本の
確
条 一 謄五 覧条 閲条 又条 写の

交の 付条 本条 又の 本の はの の二
保
に の 条 写条 又の 覧の はの 二

付十 第 のの は二 又二 抄二 交の 十 第 の’ は二 又二 謄二 の
第 二 交十 抄十 は十 本十 付九

関
第 二 十 謄十 は十 写十 九

二 項 付二 本四 抄四 の四 第
す
二 項 二 写四 謄四一 四 第

項 第 第 のの 本の 交の 二
る
項 第 第 の 写の の 二

第 二 二 交四 の二 付十． 項
法
第 一 二 四 二 十 項’

二 口
万
項 付十 交十 第 第

律
一

口
万 項 十 十 第 第

自
巧 の 第 第 付五 二 二

施
口
万 の 第 第 五 二 一

の 規 二 二 第 項 号
行
の 規 一 二 第 項 口

万

規 定 号 項 二 第 の
規
規 定 口

巧 項 二 第 の
定 に の 第 項 二 規

則 定 に の 第 項 ｝
規

に よ 規 二 第 口
万
定 の に よ 規

一 第 口
万
定

よ る 定 口
万 二 の に

垣’、

よ る 定 号 一 の に

る 財 ．に の 口
万
規 よ の る 財 に の 口

万
規 よ

財 務 よ 規 の 定 る
次
財 務 よ 規 の 定 る

務 諸 る 定 規 に 財
に
務 諸 る 定 規 に 財

諸 表 財 に 定 よ 務
次
諸 表 財 に 定 よ 務

表 等 務 よ に る 諸 の
よ
表 等 務 よ に る 諸

等 の 諸 る よ 財 表 等 の 諸 る よ 財 表
の 謄 表 財 る 務 等

う
の 閲 表 財 る 務 等

謄 本 等 務 財 諸 の
に 閲 覧 等 務 財 諸 の

本 又 の 諸 務 表 謄
加
覧 又 の 諸 務 表 閲

又 は 謄 表 諸 等 本 え
る 又 は 閲 士衣 諸 等 覧

O
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
六
号

　
障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
三
十
条
第
一
項
第
二
号
イ
及
び
第
四
十
三
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ピ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
．

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

　
　
　
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

　
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
口
見
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
平

成
十
八
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
五
条
第
二
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

　
　
た
だ
し
、
当
該
者
の
員
数
に
つ
い
て
は
、
事
業
の
規
模
に
応
じ
て
常
勤
換
算
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
三
号

　
介
護
保
険
法
及
び
老
人
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
四
十
二
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及

び
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
・
介
護
保
険
法
及
び
老
人
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
告
示

の
整
理
に
関
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
一
年
五
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

第
一
　
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
利
用
者
等
の
数
の
基
準
及
び
看
護
職
員
等
の
員
数
の
基
準
並
び
に
通
所
介
護
費
等
の

　
算
定
方
法
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
六
号
イ
の
表
中
「
第
百
三
十
一
条
の
三
」

　
　
第
八
号
イ
の
表
中
「
第
百
三
十
一
条
の
五
」

　
　
第
十
号
イ
の
表
中
「
第
百
三
十
一
条
の
七
」

　
　
第
十
四
号
イ
の
表
中
「
第
百
四
十
条
の
七
」

　
　
第
十
五
号
イ
の
表
中
「
第
百
四
十
条
の
八
」

　
　
第
十
六
号
イ
の
表
中
「
第
百
四
十
条
の
九
」
・

　
　
第
十
七
号
イ
ω
の
表
、

　
に
改
め
る
。

　
　
第
十
九
号
イ
の
表
中

　
　
第
二
十
号
イ
の
表
中

　
　
第
二
十
一
号
イ
の
表
中

第
二
　
省
告
示
第
百
二
十
三
号
）

　
　
第
一
号
イ
③
及
び
③
中

　
四
十
条
の
十
」
を
「
第
百
四
十
条
の
十
一
」

　
の
八
」
に
改
め
る
。

第
三
　
居
住
、

　
示
第
四
百
十
九
号
）

　
　
第
一
号
ハ
中
「
第
百
三
十
一
条
の
三
、

　
「
第
百
三
十
一
条
の
四
、

　
の
七
、
第
百
四
十
条
の
八
、

　
十
ご
を
「
第
百
四
十
条
の
八
、

　
二
十
四
又
は
第
百
四
十
条
の
二
十
五
」

第
四
　
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
六
十
五
号
）

　
　
表
以
外
の
部
分
中

第
五
　
労
働
省
告
示
第
二
百
六
十
七
号
）

　
　
題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

をををををを

同
号
ロ
ω
の
表
及
び
同
号
ハ
の
表
中

「
第
百
三
十
一
条
の
四
」
に
改
め
る
。

「
第
百
三
十
一
条
の
六
」
に
改
め
る
。

「
第
百
三
十
一
条
の
八
」
に
改
め
る
。

「
第
百
四
十
条
の
八
」
に
改
め
る
。

「
第
百
四
十
条
の
九
」
に
改
め
る
。

「
第
百
四
十
条
の
十
」
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
「
第
百
四
十
条
の
十
㌧

を
「
第
百
四
十
条
の
十
ご

　
　
　
　
　
　
　
「
第
百
四
十
条
の
二
十
」
を
「
第
百
四
十
条
の
二
十
四
」
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
「
第
百
四
十
条
の
二
十
ご
を
「
第
百
四
十
条
の
二
十
五
」
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
「
第
百
四
十
条
の
二
十
二
」
を
「
第
百
四
十
条
の
二
十
六
」
に
改
め
る
。

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
利
用
者
等
が
選
定
す
る
特
別
な
居
室
等
の
提
供
に
係
る
基
準
等
（
平
成
十
二
年
厚
生

　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
「
第
百
四
十
条
の
九
」
を
「
第
百
四
十
条
の
十
」
に
改
め
、
同
号
ロ
③
及
び
㈲
中
「
第
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
、
同
号
ハ
③
中
「
第
百
三
十
一
条
の
七
」
を
「
第
百
三
十
一
条

　
　
　
滞
在
及
び
宿
泊
並
び
に
食
事
の
提
供
に
係
る
利
用
料
等
に
関
す
る
指
針
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告

　
　
　
　
　
　
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
百
三
十
一
条
の
四
、
第
百
三
十
一
条
の
五
、
第
百
三
十
一
条
の
七
」
を

　
　
　
　
　
　
　
　
第
百
三
十
一
条
の
五
、
第
百
三
十
一
条
の
六
、
第
百
三
十
一
条
の
八
」
に
、
「
第
百
四
十
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
百
四
十
条
の
九
、
第
百
四
十
条
の
十
、
第
百
四
十
条
の
二
十
ヌ
は
第
百
四
十
条
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
百
四
十
条
の
九
、
第
百
四
十
条
の
十
、
第
百
四
十
条
の
十
一
、
第
百
四
十
条
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
め
る
。

介
護
保
険
法
施
行
令
第
三
十
七
条
の
十
五
第
二
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
（
平
成
十
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
　
　
　
　
「
第
百
四
十
条
の
五
十
四
」
を
「
第
百
四
十
条
の
六
十
八
」
に
改
め
る
。

介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
の
四
十
一
第
二
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
（
平
成
十
八
年
厚
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
　
　
介
護
保
険
法
施
行
規
則
第
百
四
十
条
の
五
十
五
第
二
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

　
　
表
講
義
の
項
中
「
第
百
十
五
条
の
三
十
一
第
一
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
三
十
七
第
一
項
」
に
、
「
第
百
十
五
条
の

　
二
十
九
第
一
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
一
項
」
に
、
「
介
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
二
十
九
第
一
項
」
を
「
介

　
護
保
険
法
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
一
項
」
に
、
「
第
百
十
五
条
の
三
十
第
一
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
三
十
六
第
一

　
項
」
に
改
め
、
表
演
習
の
項
中
「
第
百
十
五
条
の
三
十
第
一
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
三
十
六
第
一
項
」
に
改
め
、

　
同
表
の
注
2
中
「
第
百
十
五
条
の
二
十
九
第
一
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
三
十
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
六
　
介
護
保
険
事
業
に
係
る
保
険
給
付
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
（
平
成
十
八
年
厚
生
労

　
働
省
告
示
第
三
百
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
二
第
二
号
2
日
中
「
第
百
十
五
条
の
三
十
八
第
二
項
各
号
」
を
「
第
百
十
五
条
の
四
十
四
第
二
項
各
号
」
に
改

　
め
る
．

第
七
　
介
護
予
防
事
業
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
の
指
針
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
十
六
号
）
の
一

　
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
一
第
二
号
中
「
第
百
十
五
条
の
三
十
九
第
一
項
」
を
「
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
」
に
改
め
る
。

O
厚
生
労
働
省
告
示
篁
百
二
十
四
号

　
労
働
安
全
衛
生
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、

発
破
技
士
免
許
試
験
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
告
示
第
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十

一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
第
四
条
か
ら
第
七
条
ま
で
並
び
に
様
式
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
る
。

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
五
号

　
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第
七
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
揚
貨
装
置
運
転

実
技
教
習
、
ク
レ
ー
ン
運
転
実
技
教
習
及
び
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
実
技
教
習
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
告
示
第

九
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
｝

　
第
二
条
第
二
項
中
「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
等
に
関
す
る
規
則
」
を
「
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命

令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
」
に
改
め
る
。

0
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
六
号

　
ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
三
号
）
第
百
一
条
第
三
号
ホ
の
規
定
に
基

．
づ
き
、
ボ
イ
ラ
ー
技
士
、
ボ
イ
ラ
…
溶
接
士
及
び
ボ
イ
ラ
ー
整
備
士
免
許
規
程
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
告
示
第
百
十

六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
第
一
条
の
二
第
四
号
中
「
第
五
十
四
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　
第
三
条
中
「
第
百
一
条
第
三
号
二
」
を
「
第
百
一
条
第
三
号
ホ
」
に
改
め
、
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と

し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
す
る
。

　
第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
七
条
か
ら
第
十
条
ま
で
　
削
除

　
様
式
第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
る
。

0
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
七
号

　
労
働
安
全
衛
生
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、

及
び
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令

第
四
十
四
号
）
第
十
九
条
の
二
十
二
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
等
に
関
す
る
規
則

第
十
九
条
の
二
十
二
第
一
項
第
一
号
等
の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
者
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
告
示
第
百
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一

日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一
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題
名
中
「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
等
に
関
す
る
規
則
」
を
「
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る

登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
」
に
改
め
る
。

　
第
一
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
等
に
関
す
る
規
則
」
を
「
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ

れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
」
に
、
「
規
則
」
を
「
登
録
省
令
」
に
改
め
る
。

　
第
二
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
、
第
三
条
及
び
第
四
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
規
則
」
を
「
登
録
省
令
」
に
改

め
、
同
条
第
四
号
中
「
前
三
号
」
を
「
前
各
号
」
に
改
め
、
同
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
適
第
四
号
と
し
、

第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
三
　
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
二
百
五
十
八
号
）
別
表
第
一
に
掲
げ
る
検
定
職
種
の

　
　
う
ち
、
産
業
車
両
整
備
に
係
る
一
級
又
は
二
級
の
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
で
あ
っ
て
、
厚
生
労
働
省
労
働
基
準

　
　
局
長
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
た
も
の

　
第
五
条
及
び
第
六
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
規
則
」
を
「
登
録
省
令
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
中
「
（
昭
和
四
十

四
年
政
令
第
二
百
五
十
八
号
）
」
を
削
る
。

　
第
七
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
、
第
十
二
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
及
び
第
十
三
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
中
「
規

則
」
を
「
登
録
省
令
」
に
改
め
る
。

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
八
号

　
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
労
働
省
令
第
三
号
）
第
二
条

第
八
号
、
第
十
一
条
第
十
一
号
及
び
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
煮
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛

生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
程
（
昭
和
四
十
八
年
労
働
省
告
示
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十

一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
第
一
条
第
五
号
中
二
級
」
の
下
に
「
又
は
単
一
等
級
」
を
加
え
る
．

　
第
三
条
中
第
三
号
及
び
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
三
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り

上
げ
る
。

　
第
四
条
の
表
前
条
第
三
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
者
の
項
を
削
る
。

　
第
五
条
中
「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
等
に
関
す
る
規
則
」
を
「
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係

る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
」
に
改
め
る
。

　
別
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
一
条
関
係
）

　
金
属
溶
解

　
鋳
造

　
鍛
造

　
金
属
熱
処
理

　
　
　
や

　
粉
末
冶
金

　
機
械
加
工

　
放
電
加
工

　
金
型
製
作

　
金
属
プ
レ
ス
加
工

　
鉄
工

　
建
築
板
金

　
工
場
板
金

　
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
陽
極
酸
化
処
理

溶
射
金
属
ば
ね
製
造

仕
上
げ

金
属
研
磨
仕
上
げ

切
削
工
具
研
削

製
材
の
こ
目
立
て
、

機
械
検
査
、

ダ
イ
カ
ス
ト

機
械
保
全

電
子
回
路
接
続

電
子
機
器
組
立
て

電
気
機
器
組
立
て

半
導
体
製
品
製
造

プ
リ
ン
ト
配
線
板
製
造

産
業
車
両
整
備

複
写
機
組
立
て

内
燃
機
関
組
立
て

空
気
圧
装
置
組
立
て

油
圧
装
置
調
整

建
設
機
械
整
備

農
業
機
械
整
備

木
工
機
械
整
備

機
械
木
工

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形

．
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
（
筆
記
試
験
に
お
い
て
積
層
成
形
法
を
試
験
科
目
と
し
て
選
択
し
た
者
に
限
る
。
）

建
築
大
工

　
と
び
左
官
ブ
ロ
ッ
ク
建
築

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
積
み
ブ
ロ
ッ
ク
施
工

　
配
管
，
型
枠
施
工

　
鉄
筋
施
工

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
施
工

　
ウ
エ
ル
ポ
イ
ン
ト
施
工

　
化
学
分
析

　
金
属
材
料
試
験

　
産
業
洗
浄
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O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
九
号

　
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
作
業
環
境
測
定

基
準
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
告
示
第
四
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
第
二
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

3
　
粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
労
働
省
令
第
十
八
号
）
第
二
十
六
条
第
三
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第

　
一
項
第
四
号
の
規
定
に
が
か
わ
ら
ず
、
当
該
粉
じ
ん
の
濃
度
の
測
定
は
、
相
対
濃
度
指
示
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き

　
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
質
量
濃
度
変
換
係
数
は
、
同
条
第
三
項
の
測
定
機
器
を
用
い
て
当
該
単
位
作
業
場
所
に

　
つ
い
て
求
め
た
数
値
又
は
厚
生
労
働
省
労
働
基
準
局
長
が
示
す
数
値
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
第
二
条
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
を
削
る
。

　
第
十
条
第
三
項
中
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
」
を
「
当
該
単
位
作
業
場
所
に
係
る
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

労
働
基
準
監
督
署
長
（
以
下
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
」
と
い
う
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。5

　
第
三
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業
者
は
、
作
業
環
境
測
定
特
例
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
に
作
業
環

　
境
測
定
結
果
摘
要
書
（
様
式
第
二
号
）
及
び
次
の
図
面
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
．

　
一
　
作
業
場
の
見
取
図

　
二
　
単
位
作
業
場
所
に
お
け
る
測
定
対
象
物
の
発
散
源
の
位
置
、
主
要
な
設
備
の
配
置
及
び
測
定
点
の
位
置
を
示
す

　
　
図
面

　
第
十
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

6
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
前
項
の
申
請
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
第
三
項
の
許
可
を
し
、
又
は

　
し
な
い
こ
と
を
決
定
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
文
書
で
、
そ
の
旨
を
当
該
事
業
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

7
　
第
三
項
の
許
可
を
受
け
た
事
業
者
は
、
当
該
単
位
作
業
場
所
に
係
る
そ
の
後
の
測
定
の
結
果
の
評
価
に
よ
り
当
該

　
単
位
作
業
場
所
が
第
一
管
理
区
分
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
文
書
で
、
そ
の
旨
を
所
轄
労
働
基
準
監
督

　
署
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

8
　
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
場
合
及
び
事
業
場
を
臨
検
し
た
場
合
に
お
い

　
て
、
第
三
項
の
許
可
に
係
る
単
位
作
業
場
所
に
つ
い
て
第
一
管
理
区
分
を
維
持
し
て
い
な
い
と
認
め
た
と
き
又
は
維

　
持
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
当
該
許
可
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

　
第
十
三
条
第
五
項
中
「
第
二
条
第
四
項
か
ら
第
七
項
ま
で
」
を
「
第
十
条
第
五
項
か
ら
窮
八
項
ま
で
」
に
改
め
る
。

　
様
式
第
一
号
及
び
第
二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様式第1号（第10条、第13条関係）

作業環境測定特例許可申請書

事業の種類 事業　場　の名　称
盲　　讐亨　　　不 場　の　所 在 地

（電話 ｝
）

作 業　の 内　容 従事労働者数

申請に係る単位作業場

鰍ﾉおける有害業務 （うち年少者 ）

種 類 使用量（kg／月）

所における測定対象物
ｿの種類及び使用量

（主成分 ）

㊥事業者職氏名

　　年　　　月　　　日

労働基準監督署長　殿

備　考　1　r事業の種類」の欄は、日本標準産業分類の中分類により記入すること。

　　　　2　「申請に係る単位作業場所における有害業務」及びf申請に係る単位作業場所における測定対象物質の種類及び使用量』の欄は、二以上

　　　　　の単位作業場所について申請を行う場合にあっては、単位作業場所ごとに記入すること・

　　　　3　　r種類」の欄は、当該物質の名称を記入すること。なお、申請に係る単位作業場所において、有機溶剤が二種類以上の有機溶剤を含有す

　　　　　る混合物として製造され、又は取り扱われる場合にあっては、　r混合有機溶剤」と記入し、　（　　　）内に主成分の名称を記入すること

　　　　4　氏名を記載し、押印することに代えて、署名することができる。

　　　　5　この申請書に記載しきれない事項にρいては、別紙に記載して添付すること・
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様式第2号（第10条、第13条関係）

作業環境測定結果摘要書

整理番号

測定対象物の名称
（主成分　　　　　　　　　　　　）

一日目の測定 二日目の測定
作業環境測定士又は作業環境測定機関

測定実施

N月　目 M1 σ1 M2 σ2

第一評

ｿ値

第二評

ｿ値

B測

闥l

管理

Z度

管理

謨ｪ 氏名又は名称 登録番号 印

1本摘要書は、単位作業場所ごとに記入すること。
2r整理番号」の欄は、二以上の単位作業場所について轄を行う場合にあっては、各々に作業戴測定特遡許可申請書（様式第1号）に記入した単｛立作

業場所の順に整理番号を付すること。
3r測定対鋤暁称」の欄は、当該物質の名称を記入すること．なお、申請に係騨位作業場所において・有機溶剤が二纐以上の有機醐裕有する

混合物として製造され、又は取り扱われる場合にあっては、「混合有機溶剤」と記入し、（　　）内に主成分の名称を記入すること。・

4r＿日目の測定」及びr二日目の測定』の欄中MI及びM！はA測定の測定値の幾何平均値をσ一及びσ2はA測定の測定値の幾何騨偏差をそれぞれ記

入すること。なお、「二日目の測定』の欄は、当該測定を行わない場合には記入を要しないこと。

5rB測定値』の樹、二以上の測定、ぱおいてB測定を行つた場合には、そのうちの最大値を記入すること・なお・「B測定値」の欄は・当翻定を行わない

場合には記入を要しないこと．

考備

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
号

　
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第
百
五
十
一
条
の
二
十
四
第
二
項
第
二
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
百
三
十
五
条
の
三
第
二
項
及
び
第
百
五
十
一
条
の
二
十
四
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
研
修
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
（
昭
和
五
十
二
年
労
働
省
告
示
第
百
二
十
四
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
第
四
条
第
四
号
中
「
前
三
号
」
を
「
前
各
号
」
に
改
め
、
同
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、

第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　
三
　
職
業
能
力
開
発
促
進
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
二
百
五
十
八
号
）
別
表
第
一
に
掲
げ
る
検
定
職
種
の

　
　
う
ち
、
産
業
車
両
整
備
に
係
る
一
級
又
は
二
級
の
技
能
検
定
に
合
格
し
た
者
で
あ
つ
て
、
厚
生
労
働
省
労
働
基
準

　
　
局
長
が
定
め
る
研
修
を
修
了
し
た
も
の

　
第
四
条
の
三
第
七
号
中
「
（
昭
和
四
十
四
年
政
令
第
二
百
五
十
八
号
）
」
を
削
る
。

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
一
号

　
労
働
安
全
衛
生
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
一
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、

登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
等
に
関
す
る
規
則
別
表
下
欄
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
科
目
、
厚
生
労
働

大
臣
の
定
め
る
研
究
及
び
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
（
昭
和
五
十
三
年
労
働
省
告
示
第
百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
題
名
中
「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
等
に
関
す
る
規
則
」
を
「
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る

登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
」
に
改
め
る
。

　
第
一
条
中
「
登
録
製
造
時
等
検
査
機
関
等
に
関
す
る
規
則
」
を
「
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係

る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
」
に
、
「
機
関
則
」
を
「
登
録
省
令
」
に
改
め
る
。

　
第
二
条
中
「
機
関
則
」
を
「
登
録
省
令
」
に
改
め
る
。

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
二
号

　
安
全
衛
生
推
進
者
等
の
選
任
に
関
す
る
基
準
（
昭
和
六
十
三
年
労
働
省
告
示
第
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
し
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
．

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
本
則
中
「
第
十
二
条
の
三
」
を
「
第
十
二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
第
四
号
を
削
り
、
本
則
第
五
号
中
「
前
各
号
」

を
「
前
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
本
則
第
四
号
と
す
る
。

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
三
号

　
■
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
別
表
第
九
資
格
の
欄
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
元

年
労
働
省
告
示
第
九
号
（
労
働
安
全
衛
生
規
則
別
表
第
九
資
格
の
欄
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
を

定
め
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
厚
生
労
働
大
臣
舛
添
要
一

　
第
一
条
第
三
号
及
び
第
二
条
第
三
号
中
「
昭
和
五
十
六
年
労
働
省
告
示
第
五
十
六
号
第
一
条
に
規
定
す
る
」
を
「
労

働
安
全
衛
生
規
則
別
表
第
九
別
表
第
七
の
上
欄
第
十
号
に
掲
げ
る
機
械
等
に
係
る
工
事
の
項
第
一
号
ロ
及
び
別
表
第
七

の
上
欄
第
十
二
号
に
掲
げ
る
機
械
等
に
係
る
工
事
の
項
第
一
．
号
ロ
の
」
に
改
め
る
．

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
四
号

　
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働

安
全
衛
生
規
則
第
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
講
習
科
目
を
次
の
よ
う
に
定
め
、

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
「

　
　
　
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
十
二
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
講
習
科
目

　
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
。
以
下
「
安
衛
則
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
の
三
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
同
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
同
条
第
一
項
の
講
習
の
講
習
科
目
（
安
全

衛
生
推
進
者
に
係
る
も
の
に
限
る
．
）
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲

げ
る
講
習
科
目
と
す
る
。

’
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受
講
の
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者

講
習
科
目

安
衛
則
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

安
衛
則
第
十
二
条
の
三
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者

登
録
省
令
第
一
条
の
二
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
③
か
ら
㈲
ま
で
に
掲
げ
る
講
習
科
目

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
五
号

　
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第

四
十
四
号
）
第
↓
条
の
二
の
三
第
一
項
第
｝
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係

る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
第
一
条
の
二
の
三
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
安
全

衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
講
習
科
目
の
範
囲
及
び
時
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら

適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
第
一
条
の
二
の
三
第
一
項

　
　
　
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
安
全
衛
生
推
進
者
等
養
成
講
習
の
講
習
科
目
の
範
囲
及
び

　
　
　
時
間

　
（
安
全
衛
生
推
進
者
養
成
講
習
の
講
習
科
目
の
範
囲
及
び
時
間
）

第
一
条
　
安
全
衛
生
推
進
者
養
成
講
習
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
衾
の
中
欄
に

　
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
以
上
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

講
習
科
目

範
囲

時
間

安
全
管
理

安
全
衛
生
推
進
者
の
役
割
と
職
務
　
安
全
活
動
　
労
働
災
害
の
原
因
の
調
査
と
再
発
防
止
対
策

二
時
間

危
険
性
又
は
有
害
性
等
の
調
査
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
き
講
ず
る
措
置
等

二
時
間

作
業
環
境
管
理
及
び
作
業
管
理

作
業
環
境
測
定
　
作
業
環
境
改
善
　
作
業
方
法
の
改
善
　
労
働
衛
生
保
護
具

二
時
間

健
康
の
保
持
増
進
対
策

健
康
診
断
　
労
働
衛
生
統
計
　
労
働
生
理
　
健
康
教
育

一
時
間

安
全
衛
生
教
育

安
全
衛
生
教
育
の
方
法
　
作
業
標
準
の
作
成
と
周
知

一
時
間

安
全
衛
生
関
係
法
令

二
時
間

　
（
衛
生
推
進
者
養
成
講
習
の
講
習
科
目
の
範
囲
及
び
時
間
）

第
二
条
　
衛
生
推
進
者
養
成
講
習
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、

　
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
以
上
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
．

そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ

講
習
科
目

作
業
環
境
管
理
及
び
作
業
管
理

（
危
険
性
又
は
有
害
性
等
の
調
査

及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
き
講
ず
る

措
置
等
を
含
む
。
）

範
囲

衛
生
推
進
者
の
役
割
と
職
務
　
作
業
環
境
測
定
　
作
業

環
境
改
善
　
作
業
方
法
．
の
改
善
　
危
険
性
又
は
有
害
性

等
の
調
査
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
き
講
ず
る
措
置
等

時
間

二
時
間

健
康
の
保
持
増
進
対
策

健
康
診
断
　
労
働
衛
生
統
計
　
労
働
生
理
　
健
康
教
育

一
時
間

労
働
衛
生
教
育

労
働
衛
生
教
育
の
方
法

一
■
時
間

労
働
衛
生
関
係
法
令

法
及
び
労
働
者
派
遣
法
並
び
に
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
中
の
関
係
条
項

一
時
間

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
六
号

　
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第

四
十
四
号
）
第
一
条
の
二
の
十
七
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に

係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
第
一
条
の
二
の
十
七
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

産
業
医
研
修
の
研
修
科
目
の
範
阻
、
履
修
方
法
及
ぴ
時
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら

適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
第
一
条
の
二
の
十
七
第
一

　
　
　
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
産
業
医
研
修
の
研
修
科
目
の
範
囲
、
履
修
方
法
及
び
時

　
　
　
間

　
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
の
研
修
は
、
次
の
各
号

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
一
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
研
修
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
も

　
　
の
で
あ
る
こ
と
。

研
修
科
目

範
囲

労
働
衛
生
一
般

労
働
衛
生
概
論
　
労
働
衛
生
管
理
体
制
　
労
働
衛
生
関
連
法
令
　
産
業
医
の
役
割
と
職
務

健
康
管
理

健
康
情
報
と
そ
の
評
価
　
健
康
診
断
及
び
面
接
指
導
並
び
に
こ
れ
ら
の
事
後
措
置
　
健
康
管
理
の
事
例

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
　
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

作
業
環
境
管
理

作
業
環
境
測
定
と
評
価
　
管
理
濃
度
と
許
容
濃
度
　
生
物
学
的
モ
ニ
タ
リ
ー
ン
グ
　
作
業
環
境
改
善

作
業
管
理

労
働
生
理
　
安
全
管
理
　
有
害
業
務
管
理
　
作
業
管
理
の
事
例

健
康
の
保
持
増
進
対
策

健
康
測
定
　
健
康
づ
く
り
　
健
康
教
育
　
保
健
指
導

　
二
　
前
号
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
研
修
科
目
に
つ
い
て
、
講
義
及
び
実
習
が
そ
れ
ぞ
れ
四
十
時
間
以
上
及
び
十
時
間

　
　
以
上
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
七
号

　
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第

四
十
四
号
）
第
一
条
の
二
の
三
十
二
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令

に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
第
一
条
の
二
の
三
十
二
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
産
業
医
実
習
の
実
習
科
目
の
範
囲
及
び
時
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す

る
。　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一
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労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
第
一
条
の
二
の
三
十
二
第

　
　
　
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
産
業
医
実
習
の
実
習
科
目
の
範
囲
及
び
時
間

　
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
第
十
四
条
第
二
項
第
二
号
の
実
習
は
、
次
の
各
号

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
一
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
実
習
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
も

　
　
の
で
あ
る
こ
と
。

実
習
科
目

範
囲

労
働
衛
生
一
般

労
働
衛
生
概
論
　
労
働
衛
生
管
理
体
制
　
労
働
衛
生
関
連
法
令
　
産
業
医
の
役
割
と
職
務

健
康
管
理

健
康
情
報
と
そ
の
評
価
　
健
康
診
断
及
び
面
接
指
導
並
び
に
こ
れ
ら
の
事
後
措
置
　
健
康
管
理
の
事
例

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ァ
　
ス
ト
レ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
　
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

作
業
環
境
管
理

作
業
環
境
測
定
と
評
価
　
管
理
濃
度
と
許
容
濃
度
生
物
学
的
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
　
作
業
環
境
改
善

作
業
管
理

労
働
生
理
　
安
全
管
理
　
有
害
業
務
管
理
　
作
業
管
理
の
事
例

健
康
の
保
持
増
進
対
策

健
康
測
定
　
健
康
づ
く
り
　
健
康
教
育
　
保
健
指
導

　
二
　
前
号
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
実
習
科
目
に
つ
い
て
、
産
業
医
実
習
が
十
時
間
以
上
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
．

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
八
号

　
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第

四
十
四
号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
砂
十
九
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く

命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
第
十
九
条
の
二
十
四
の
十
九
第
一
項
第
一
，
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
が
定
め
る
発
破
実
技
講
習
の
実
施
方
法
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
第
十
九
条
の
二
十
四
の
十

　
　
　
九
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
発
破
実
技
講
習
の
実
施
方
法

　
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
）
別
表
第
五
の
四
の
表
受
験
資
格
の
欄
第
三
号
の
発

破
実
技
講
習
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
一
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄

　
　
に
掲
げ
る
時
間
以
上
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
．

発 火t 講
破 薬 コ刃

P
の 類 科
方 の 目

法 取
扱
い

の発お発 火薬火 範
装破け破 薬類薬 囲
薬にるの 類の類
’お結準 の取の
残け線備 処扱概
薬る’ 理い要
及発配せ 及及
び破線ん びび
跡器及孔 運危
ガ等び及 搬険
スの導び 性
の処通装 火
点置試て 薬火
検を験ん 類葉
及含 の類
びむ点電 検の
処」火気 査保
置　（発 管
不電破 不
発気に 良火

十 六 時
時 時 間
間 間

二
　
お
お
む
ね
二
十
人
以
内
の
受
講
者
を
一
単
位
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
三
十
九
号

　
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第

四
十
四
号
）
第
十
九
条
の
二
十
四
の
三
十
四
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ

く
衛
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
第
十
九
条
の
二
十
四
の
三
十
四
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
実
施
方
法
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適

用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
第
十
九
条
の
二
十
四
の
三

　
　
　
十
四
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
の
実
施
方
法

　
ボ
イ
ラ
ー
及
び
圧
力
容
器
安
全
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
三
号
）
第
百
一
条
第
三
号
二
の
ボ
イ
ラ
ー

実
技
講
習
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
一
　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ブ
て
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄

　
　
に
掲
げ
る
時
間
以
上
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

占
州
検

水
処

附
属
燃
焼

講
羽
目

及 理
壬ハ．

i又 科
び 及 備 目

異 び 及
常 吹 び
一時 出 附

の し 属

処 品

置 の
取
扱
い 軋

す点 水 取バ管面給 料ボ 範
る検 処 替ルの測水 のイ 囲
処 理 えブ取定装 貯ラ
置使 の替装置 蔵1
の用 吹 操え置の 及の
方中 出 作　及操 び概
法に し 及　び作 取要
お び節圧 扱

使け す炭力安 い点
用る り器計全 火
後異 合’の弁 の

の常 わ過点の 方

処状 せ熱検調 法

置態 器　整
及 ガ等水及 燃
清び スの面び 焼
浄こ ケ取計試 方
作れ ツ扱ガ験 法
業に トいラ
対 の　ス水 燃

五 一
六 八 時

時 時 時 時 問

間 間 間 問

　
二
　
前
号
の
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
の
合
計
の
お
お
む
ね
三
分
の
一
以
上
の
時
問
に
つ
い
て
は
、
運
転
中
の
ボ
イ

　
　
ラ
ー
を
用
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
三
　
前
号
の
遣
転
中
の
ボ
イ
ラ
ー
を
用
い
て
行
わ
れ
る
ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習
は
、
お
お
む
ね
二
十
人
以
内
の
受
講
者

　
　
を
一
単
位
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
号

　
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第

四
十
四
号
）
第
二
十
五
条
の
六
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係

る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
第
二
十
五
条
の
六
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
講
習
科
目
の
範
囲
及
び
時
問
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す

る
。　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
北
関
す
る
省
令
第
二
十
五
条
の
六
第
一
項

　
　
　
・
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
講
習
の
講
習
科
目
の
範
囲
及
び
時
間

　
　
（
安
全
に
関
す
る
講
習
の
講
習
科
目
の
範
囲
及
び
時
間
）

第
一
条
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
労
働
省
令
第
三
号
。

　
以
下
「
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
」
と
い
う
。
）
第
二
条
第
七
号
の
安
全
に
関
す
る
講
習
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講

　
習
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
以
上
行
わ
れ
る
も

　
の
で
あ
る
こ
と
。
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講
習
科
目

範
囲

時
間

産
業
安
全
一
般

三
十
時
間

産
業
安
全
関
係
法
令

四
時
間

　
（
衛
生
に
関
す
る
講
習
の
講
習
科
目
の
範
囲
及
び
時
間
）

第
二
条
　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
則
第
十
一
条
第
十
号
の
衛
生
に
関
す
る
講
習
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に

　
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
以
上
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る

　
こ
と
。
・

講
習
科
目

範
囲

時
間

労
働
衛
生
｝
般

■
三
十
時
間

労
働
衛
生
関
係
法
令

労
働
安
全
衛
生
法
、
作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
）
及
び
じ
ん
肺
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
号
）
並
び
に
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
の
う
ち
労
働
衛
生
に
係
る
も
の

四
時
間

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
一
号

　
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第

四
十
四
号
）
第
二
十
五
条
の
二
十
一
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令

に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
第
二
十
五
条
の
二
十
一
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
講
習
科
目
の
範
囲
及
び
時
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら

、
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
第
二
十
五
条
の
二
十
一
第

　
　
　
　
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
圧
が
定
め
る
筆
記
試
験
免
除
講
習
の
講
習
科
目
の
範
囲
及
び
時
間

　
労
働
安
全
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
労
働
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
労
働
省
令
第
三
号
）
第
十
一
二

条
第
一
項
の
表
第
十
一
条
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
者
の
項
に
規
定
す
る
講
習
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講

習
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
以
上
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
こ
と
。

講
習
科
目

範
囲

時
間

労
働
衛
生
一
般
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

十
時
間

労
働
衛
生
関
係
法
令

一
時
間

健
康
管
理

労
働
生
理
学
　
産
業
心
理
学
　
労
働
衛
生
学
　
健
康
診
断
及
び
面
接
指
導
等
並
び
に
こ
れ
ら
の
事
後
措
置
　
作
業
環
境
の
管
理
方
法
　
作
業
方
法
の
管
理
　
健
康
の
保
持
増
進
対
策
　
救
急
処
置
　
快
適
な
職
場
環
境
の
形
成

五
時
間

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
二
号

．
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第

四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登

録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
第
五
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
計
画
作
成
参
画

者
研
修
の
研
修
科
目
の
範
囲
及
び
時
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
第
五
十
五
条
第
一
項
第
一

　
　
　
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
計
画
作
成
参
画
者
研
修
の
研
修
科
目
の
範
囲
及
び
時
間

　
（
工
事
に
関
す
る
研
修
の
研
修
科
目
の
範
囲
及
び
時
間
）

第
一
条
　
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
。
以
下
「
安
衛
則
」
と
い
う
。
）
別
表
第
九
別

　
表
第
七
の
上
欄
第
十
号
に
掲
げ
る
機
械
等
に
係
る
工
事
の
項
第
一
号
ロ
及
び
別
表
第
七
の
上
欄
第
十
二
号
に
掲
げ
る

　
機
械
等
に
係
る
工
事
の
項
第
一
号
ロ
の
研
修
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
研
修
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の

　
中
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
以
上
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

研
修
科
目

範
囲

時
間

労
働
災
害
の
現
状
及
び
問
題
点
　
安
全
衛
生
管
理
の
意
義
　
安
全
衛
生
管
理
体
制
　
安
全
衛
生
管
理
活
動
　
安
全
衛
生
教
育
　
就
業
制
限
　
安
全
衛
生
に
配
慮
し
た
工
事
計
画
の
作
成
　
安
全
衛
生
管
理
計
画
の
作
成

二
時
間

仮
設
構
造
物
に
関
す
る
知
識

趨
鵬
蕩
潔
類
鱗
難
物
娠
雛
騰
⑳
譜
設
構
造
物
の
組
立
て
及
び
管
理

七
時
間

労
働
災
害
の
事
例
及
び
そ
の
防
止
対
策

労
働
災
害
の
事
例
研
究

二
時
間

安
全
衛
生
関
係
法
令

朧
璽
灘
違
唯
嬬
解
批
籠
蜂
縫
研
枇
親
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
。
以
下
「
令
」
■
と
い
う
．
）
及
び
安
衛
則
中
の
関
係
条
項

二
時
間
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（
仕
事
に
関
す
る
研
修
の
研
修
科
目
の
範
囲
及
び
時
間
）

第
二
条
　
安
衛
則
別
表
第
九
第
八
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
仕
事
及
び
第
九
十
条
第
一
号
に
掲
げ
を
仕
事
の
う
ち

　
建
設
の
仕
事
（
ダ
ム
の
建
設
の
仕
事
を
除
く
。
）
の
項
第
一
号
ロ
及
び
第
八
十
九
条
の
二
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に

　
掲
げ
る
仕
事
及
び
第
九
十
条
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
仕
事
（
同
条
第
一
号
に
掲
げ
る
仕
事
に
あ
っ
て
は

　
ダ
ム
の
建
設
の
仕
事
に
、
同
条
第
二
号
、
第
二
号
の
二
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
仕
事
に
あ
っ
て
は
建
設
の
仕
事
に
限

　
る
。
）
の
項
第
一
号
ハ
の
研
修
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
研
修
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る

　
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
以
上
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

研
修
科
目

範
囲
・

時
間

安
全
衛
生
管
理
に
関
す
る
知
識

労
働
災
害
の
現
状
及
び
問
題
点
　
安
全
衛
生
管
理
の
意
義
　
安
全
衛
生
管
理
体
制
　
安
全
衛
生
管
理
活
動
　
安
全
衛
生
教
育
就
業
制
限

四
時
間

工
事
用
設
備
に
関
す
る
知
識

七
時
間

工
事
用
機
械
に
関
す
る
知
識

工
事
用
機
械
の
種
類
及
び
用
途
　
機
械
化
施
工
の
計
画
機
械
化
施
工
の
安
全
対
策
　
工
事
用
機
械
の
管
理

四
時
間

工
事
計
画
の
安
全
衛
生
に
関
す
る
知
識

安
全
衛
生
に
配
慮
し
た
施
工
計
画
の
作
成
　
安
全
衛
生
管
理
計
画
の
作
成

四
時
間
、

労
働
災
害
の
事
例
及
び
そ
の
防
止
対
策

安
全
衛
生
管
理
計
画
の
事
例
　
労
働
災
害
の
事
例
研
究

七
時
間

安
全
衛
生
関
係
法
令

法
、
令
、
安
衛
則
、
ク
レ
ー
ン
等
安
全
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
四
号
）
、
高
気
圧
作
業
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
号
）
、
酸
素
欠
乏
症
等
防
止
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
四
十
二
号
）
及
び
粉
じ
ん
障
害
防
止
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
労
働
省
令
第
十
八
号
）
中
の
関
係
条
項

四
時
間

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
三
号

　
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
．
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第

四
十
四
号
）
第
六
十
九
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登

録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
第
六
十
九
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
労
働
災
害
防
止

業
務
従
事
者
講
習
の
講
習
科
目
の
範
囲
及
び
時
間
を
次
の
よ
ヶ
に
定
め
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す

る
。　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
ぴ
指
定
に
関
す
る
省
令
第
六
十
九
条
第
一
項
第
三

　
　
　
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
講
習
の
講
習
科
目
の
範
囲
及
び
時

　
　
　
間

　
（
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
等
に
対
す
る
講
習
）

第
一
条
　
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
九
十
九
条
の
二
第
一
項

　
に
規
定
す
る
労
働
災
害
防
止
業
務
従
事
者
（
次
条
及
び
第
三
条
に
規
定
す
る
者
を
除
く
．
）
に
対
す
る
同
項
の
講
習
は
、

　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲

　
げ
る
時
間
以
上
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

講
習
科
目

事
業
場
の
安
全
衛
生
に
関
す
る
管

理
に
係
る
問
題
点
及
び
そ
の
対
策

範
囲

労
働
災
害
の
現
状
及
び
問
題
点
　
事
業
場
に
お
け

る
安
全
衛
生
管
理
の
意
義
　
事
業
場
に
お
け
る
安

全
衛
生
管
理
体
制

時
間

三
時
間

、

事
業
場
の
安
全
衛
生
に
関
す
る
管
理
の
方
法

事
業
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
管
理
計
画
の
作
成
事
業
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
管
理
活
動
　
事
業
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
教
育
　
事
業
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
の
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
事
業
者
が
一
連
の
過
程
を
定
め
て
行
う
自
主
的
活
動
（
危
険
性
又
は
有
害
性
等
の
調
査
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
き
講
ず
る
措
置
を
含
む
。
）

三
時
間

安
全
衛
生
関
係
法
令

二
時
間

労
働
災
害
の
事
例
及
び
そ
の
防
止
対
策

労
働
災
害
の
事
例
研
究

二
時
間

　
（
安
全
管
理
者
等
に
対
す
る
講
習
）

第
二
条
　
安
全
管
理
者
、
衛
生
管
理
者
、
安
全
衛
生
推
進
者
そ
の
他
事
業
場
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
業
務

　
に
従
事
す
る
者
で
あ
っ
て
、
法
第
十
条
第
一
項
各
号
の
業
務
の
う
ち
安
全
若
し
く
は
衛
生
に
係
る
技
術
的
事
項
を
管

　
理
す
る
も
の
又
は
当
該
業
務
を
担
当
す
る
も
の
に
対
す
る
法
第
九
十
九
条
の
二
第
一
項
の
講
習
は
、
次
の
表
の
上
欄

　
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
以
上

　
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

講
習
科
目

範
囲

時
間

事
業
場
の
安
全
衛
生
に
関
す
る
管
理
に
係
る
問
題
点
及
び
そ
の
対
策

労
働
災
害
の
現
状
及
び
問
題
点
　
事
業
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
管
理
の
意
義
　
事
業
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
管
理
体
制

二
時
間

事
業
場
の
安
全
衛
生
に
関
す
る
管
理
の
方
法

事
業
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
管
理
計
画
の
作
成
事
業
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
管
理
活
動
　
事
業
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
教
育
　
事
業
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
の
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
事
業
者
が
一
連
の
過
程
を
定
め
て
行
う
自
主
的
活
動
（
危
険
性
又
は
有
害
性
等
の
調
査
及
び
そ
の
結
果
に
基
づ
き
講
ず
る
措
置
を
含
む
。
〉

二
時
間

安
全
衛
生
関
係
法
令

法
、
令
及
び
安
衛
則
中
の
関
係
条
項

二
時
間

労
働
災
害
の
事
例
及
び
そ
の
防
止
対
策

労
働
災
害
の
事
例
研
究

二
時
間

　
（
統
括
安
全
衛
生
責
任
者
等
に
対
す
る
講
習
）

第
三
条
　
統
括
安
全
衛
生
責
任
者
、
元
方
安
全
衛
生
管
理
者
、
店
社
安
全
衛
生
管
理
者
、
安
全
衛
生
責
任
者
そ
の
他
法

　
第
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
元
方
事
業
者
の
労
働
者
及
び
同
項
に
規
定
す
る
関
係
請
負
人
の
労
働
者
の
作
業

　
が
同
一
の
場
所
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
の
業
務
に
従
事
す
る
者

　
に
対
す
る
法
第
九
十
九
条
の
二
第
一
項
の
講
習
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表

　
の
中
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
以
上
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

講
習
科
目

範
囲

時
間

事
業
場
の
安
全
衛
生
に
関
す
る
管
理
に
係
る
問
題
点
及
び
そ
の
対
策

労
働
災
害
の
現
状
及
び
問
題
点
　
工
事
現
場
に
お
’
け
る
安
全
衛
生
管
理
の
意
義
　
工
事
現
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
管
理
体
制

三
時
間
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対労 安 理事
策働 全 の業
災 衛 方場
生
口 生 法の
の 関 安
事 係 全
例 法 衛

及 令 生
び に

そ 関

の す
防 る

止 管

労 法 含のめこ業め　工
働

、

む調てと場方工事
‘くく

ﾎ A7
」査行をに事現

空
目 及 及う目お工現場
の び び自的け事場に
事 安 そ主とる現にお
例 衛 の的し安場おけ
研 則 結活て全にける
究 中 果動事衛おる安
の に（業生け統全
関 基危者のる括衛
係 づ険が水安安生
条 き惟一準全全管
項 講又連の衛衛理
ずはの向生生計
る有過上教管画
措害程を育理の
置性を図　の作
を等定る事進成

二 二 三
時 時 時
間 間 間

○
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
四
号

　
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第

四
十
四
号
）
第
八
十
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登

録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
第
八
十
三
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
就
業
制
限
業
務

従
事
者
講
習
の
講
習
科
目
の
範
囲
及
び
時
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
に
係
る
登
録
及
び
指
定
に
関
す
る
省
令
第
八
十
三
条
第
一
項
第
三
．

　
　
　
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
就
業
制
限
業
務
従
事
者
講
習
の
講
習
科
目
の
範
囲
及
び
時
間

　
（
ク
レ
ー
ン
運
転
士
等
に
対
す
る
講
習
）

第
一
条
　
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
十
条
第
六

　
号
の
業
務
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
者
に
対
す
る
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
．
以
下
「
法
」

　
と
い
う
．
）
第
九
十
九
条
の
三
第
一
項
の
講
習
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
・

　
中
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
以
上
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

対労 安 業就 理就 全就 就 …牲
S丹

策働 全 の業 業 装業 砦
禾 習

災 衛 方制 制 置制 制 科
宝
口 生 法限 限 等限 限 目
の 関 業

不 業 の業 当
禾

事 係 務 務 機務 務
例 法 機 機 能機 機
及 令 械 械 械 械
び 等 等 等 竺

マ

そ に の に の
の 係 保 係 構
防 る 守 る 造
止 作 管 安

労 と年う労法 策ク ク ク 行ク 範
働 い労」働’ レ レ レ 等レ 囲
災 う働及省令 1 i 1 の1
出
舌 」省び令’ ン ン ン 作ン
の 中令ク第労 に の の 動の
事 の第レ三働 係

占
3
し
、
、 安 を主

例 関三1十安 る 検 全 す要
研 係十ンニ全 作 及 装 る構
究 条四等号衛 業 び 置 装造
項号安。生 の

敷
毘 及 置部

。全以規 方 備 び の分
以規下則 法 “

フ 構及
下則r（ に レ 造び
客
露
翻
i
和
型
四
、
四
　
十
画
‡
薙

応
じ
た
安
全
対

1
キ
の
機
能

つ
り
上
げ
、
走

二 一 一 一 一 一 時
時 ■ ● 時 時 時 間
問 五

時
間

五
時
間

間 間 間

　
（
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
士
等
に
対
す
る
講
習
）

第
二
条
　
令
第
二
十
条
第
七
号
の
業
務
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
者
に
対
す
る
法
第
九
十
九
条
の
三
第
一
項
の
講
習
は
、

　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲

　
げ
る
時
問
以
上
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

対労 安 業就 理就 全就 就 講

策働 全 の業 丑
禾 装業 業 珊

臼
“（

ﾎ 衛 方制 制 置制 制 科
宝
o
生 法限 限 等限 限 目

の 関 業 業 の業 業
富景 係 務 務 機務 務
例 法 機 機 能機 機
及 A

－
械 械 械 械

び 等 等 等 等

そ に の に の

の 係 保 係 構
防 る 守 る 造
止 作 管 安

労 項法 安移 移 機移 げ移 些範

働
、

全動 動 能動 ’動 囲
“く

ﾎ A
双
対式 式 式 起式

生
口 策ク ク ク 伏ク
の 安 レ レ レ 等レ
事 衛 1 1 1 の1
例 則 ン ン ・ン 作ン
研 及 に の の 動の
究 び 係

占
」
1
、
、 安 を主

ク る 検 全 す要
レ 作 及 装 る構
1 業 び 里

厘 装造
ン の 整 及 置部
則 方 備 び の分
中 法 ■

フ
構及

の
関
係

に
応
じ

レ
1
キ

造び

ﾂ
り条 た の 上

二 一 一 r 一 一
時

時 ■ 時 時 時 間
問 五
時
問

五
時
間

問 問 間

　
（
車
両
系
建
設
機
械
運
転
業
務
従
事
者
に
対
す
る
講
習
）

第
三
条
　
令
第
一
，
一
十
条
第
十
二
号
の
業
務
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
者
に
対
す
る
法
第
九
十
九
条
の
三
第
一
項
の
講
習

　
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄

　
に
掲
げ
る
時
問
以
上
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

講
習
科
目

範
囲

時
問

就
業
制
限
業
務
機
械
等
の
構
造

車
両
系
建
設
機
械
の
走
行
及
び
作
業
に
関
す
る
装
置
の
構
造

一
時
問

就
業
制
限
業
務
機
械
等
に
係
る
安
全
装
置
等
の
機
能

一
時
間

車
両
系
建
設
機
械
の
点
検
及
び
整
備

一
時
間

就
業
制
限
業
務
機
械
等
に
係
る
作
業
の
方
法

車
両
系
建
設
機
械
に
係
る
作
業
の
方
法
に
応
じ
た
安
全
対
策

一
・
五
時
問

安
全
衛
生
関
係
法
令

法
、
令
及
び
安
衛
則
中
の
関
係
条
項

一
・
五
時
間

労
働
災
害
の
事
例
及
び
そ
の
防
止
対
策

労
働
災
害
の
事
例
研
究

二
時
問

　
（
玉
掛
業
務
従
事
者
に
対
す
る
講
習
）

第
四
条
　
令
第
二
十
条
第
十
六
号
の
業
務
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
者
に
対
す
る
法
第
九
十
九
条
の
三
第
一
項
の
講
習

　
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄

　
に
掲
げ
る
時
問
以
上
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

講
習
科
目

範
囲

時
間

就
業
制
限
業
務
機
械
等
の
構
造

玉
掛
用
具
及
び
つ
り
具
の
種
類
と
構
造

O
・
五
時
問

就
業
制
限
業
務
機
械
等
に
係
る
安
全
装
置
等
の
機
能

ク
レ
ー
ン
等
の
安
全
装
置
及
ぴ
ブ
レ
ー
キ
の
機
能

○
・
五
時
間
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就
業
制
限
業
務
機
械
等
の
保
守
管
理
　
　
　
　
　
　
　
　
●

玉
掛
用
具
の
点
検
及
び
整
備

○
・
五
時
間

就
業
制
限
業
務
機
械
等
に
係
る
作
業
の
方
法

玉
掛
け
の
作
業
の
方
法
に
応
じ
た
安
全
対
策

二
時
間

安
全
衛
生
関
係
法
令

○
・
五
時
間

労
働
災
害
の
事
例
及
び
そ
の
防
止
対
策

労
働
災
害
の
事
例
研
究

二
時
間

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
五
号

　
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
第
五
条
の
五
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、

作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
第
五
条
の
五
第
一
項
第
｝
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
科
目
の
実
施
方

法
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
第
五
条
の
五
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
科
目
の

　
　
　
実
施
方
法

　
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
第
五
条
の
五
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
該
当

科
目
（
以
下
単
に
「
該
当
科
目
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　
一
　
該
当
科
目
が
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て

　
　
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
履
修
方
法
に
よ
り
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
時
間
以
上
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

科
目

範
囲

履
修
方
法

時
間

労
働
衛
生
」
般
作
業
場
に
お
け
る
有
害
因
子
が
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
　
有
害
物
の
体
内
侵
入
の
形
態
　
有
害
物
の
量
に
関
す
る
指
標

講
義

三
十
時
間

労
働
衛
生
管
理
労
働
衛
生
管
理
概
論
　
作
業
環
境
管
理
の
進
め
方
　
作
業
環
境
の
改
善
　
作
業
方
法
の
改
善
　
労
働
衛
生
保
護
具

講
義
　
　
　
　
　
　
．

三
＋
時
間

労
働
衛
生
関
係
法
令

講
義

三
十
時
間

作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
デ
ザ
イ
ン
及
び
サ
ン
プ
リ
ン
グ

講
義

六
十
時
間

試
料
採
取
の
原
理
及
び
方
法
　
採
取
し
た
試
料
の
管
理
方
法
　
試
料
採
取
機
器
及
び
簡
易
測
定
機
器
の
原
理
及
び
使
用
方
法

講
義

三
十
時
間

単
位
作
業
場
所
及
び
測
定
点
の
設
定

演
習

六
十
時
間

実
習

作
業
環
境
の
評
価

作
業
環
境
の
評
価
に
関
す
る
基
礎
知
識
　
作
業
環
境
の
評
価
の
基
準

講
義

三
十
時
間

作
業
環
境
測
定
の
結
果
の
記
録
　
評
価
値
の
計
算
　
管
理
区
分
の
決
定

演
習

六
十
時
間

作
業
環
境
に
つ
い
て
行
う
分
析

分
析
化
学
の
基
礎
理
論
　
分
析
機
器
の
原
理
及
び
使
用
方
法
、

講
義

六
十
時
間

実
習

四
十
五
時
間

　
二
　
該
当
科
目
の
う
ち
、
そ
の
履
修
方
法
が
講
義
又
は
演
習
で
あ
る
も
の
の
試
験
方
法
が
筆
記
試
験
で
あ
る
こ
と
．

O
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
六
号

　
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
第
十
七
条
の
四
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ

き
、
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
第
十
七
条
の
四
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
試
験
免

除
講
習
の
講
習
科
目
の
範
囲
、
時
間
及
び
試
験
方
法
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
適
用

す
る
．
　
　
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
大
臣
　
舛
添
　
要
一

　
　
　
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
第
十
七
条
の
四
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
試
験

　
　
　
免
除
講
習
の
講
習
科
目
の
範
囲
、
時
間
及
び
試
験
方
法

　
、
（
環
境
計
量
士
の
登
録
を
受
け
た
者
に
係
る
試
験
免
除
講
習
）

第
一
条
　
作
業
環
境
測
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
二
十
号
）
第
十
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
講
習
は
、

　
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲

　
げ
る
時
間
以
上
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

講
習
科
目

範
囲

時
間

労
働
衛
生
一
般

作
業
場
に
お
け
る
有
害
因
子
が
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
作
業
環
境
の
評
価
及
び
改
善
　
作
業
方
法
の
改
善
　
労
働
衛
生
保
護
具

六
時
間

労
働
衛
生
関
係
法
令

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
、
作
業
環
境
測
定
法
（
昭
和
五
十
年
法
律
第
二
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
及
び
じ
ん
肺
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
号
）
並
び
に
こ
れ
ら
に
基
づ
く
命
令
の
う
ち
労
働
衛
生
に
係
る
も
の

六
時
間

2
　
試
験
方
法
が
筆
記
試
験
で
あ
る
こ
と
。

　
（
第
一
種
衛
生
管
理
者
免
許
又
は
衛
生
工
学
衛
生
管
理
者
免
許
を
受
け
た
者
に
係
る
試
験
免
除
講
習
）

第
二
条
　
作
業
環
鏡
測
定
法
施
行
規
則
第
十
七
条
第
十
六
号
に
規
定
す
る
講
習
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
講
習
科

　
目
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
範
囲
に
つ
い
て
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
時
間
以
上
行
わ
れ
る
も
の
で

　
あ
る
こ
と
。

2

講
習
科
目

範
囲

時
間

労
働
衛
生
一
般

作
業
場
に
お
け
る
有
害
因
子
が
人
体
に
及
ぼ
す
影
響
作
業
環
境
の
評
価
及
び
改
善

三
時
間

労
働
衛
生
関
係
法
令

労
働
安
全
衛
生
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
う
ち
作
業
環
境
管
理
に
係
る
も
の
（
作
業
環
境
測
定
基
準
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
告
示
第
四
十
六
号
）
を
含
む
。
）
並
び
に
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令

三
時
間

試
験
方
法
が
筆
記
試
験
で
あ
る
こ
と
。
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○囲1超版面細剥四時駅団団十ギロに

　獄避鋼細紐畑暇颪雛e　l豁如洛旧跡ゆ受皿くF（軒賢口十1叶殴韻な軽細くF蕪国十閑日に）e紹に想吐二’

蟄居開→一→く廿独避和毛四時賦国十→く咋（な避禍細紐畑緊颪誌榔風損無笹e輕e緊製超期n如映畑融遼→く

囲為｛喫偲ゆ庫過剰霞愈ゆ辻）ぜ．陰ト督11十1世川皿川→一口ユ畷9毬ヨ赫ゆ。

　　日一瞥11十一1廿H11匹田十Eロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　映姻猟奄→く囲　な雄　蝋1

0瞳州瓶越細細時無団団午く中

　獄軽粥細紐釧緊颪帥e1量押詰旧赫ゆ細くF（降慣U十1世殴畑獄軽細＜F駅国十開口P）e溜に思量13’

降督川世な遼細田旨釈く十ギ中（騨継颯駆製斑摺に経蔵蕪国蝋e11城1「邸e緊製想幽い如殴蝋R華

十く囲e儂愈ゆ志趣脚製偲㊨せ）楚’涛慣H十1廷H11殴川幸田豊Ω速習赫⑱。

　　涛督日十1世川㎎川十［n　　　　　　一　　　　　．　　　殴畑熱電→く囲　ま騰　臨1

0阯超執念細則田旨鵬阻団十べqp

　独避儀細紐釧軽愚雛e　t籠如督旧跡ゆ細くFて陰ト督1H－1世映姻独避細くF猷開十国口に）e翼に惣社」

降督図世数華細幻日照蕪国十→（中（準線眠螺麗製斑摺に暇颪駅国艦e日蕪1邸e殴釧猟避→く囲e瀧便赫

ゆ十く磐即知鷲1周ρ鰻章）廼■降督11十1廿111［【工1川十皿鰹9選司赫即。

　　降督11十1肝111殴lll十田　　　　　　　　　　　　　　　　　殴矧恕軽斗く囲　其輝　臨1

0回州執画細則01旨鵬回国十巾

　撫避鋼細堰州軽颪馳e1籠如洛田桐｝Q細くF（肝賢口十1母殴畑題軽細くF城園十園ロ短）e偲に想吐二’
寿ミ逼蓬…きく細口護茎r目串農書蔑…還和恥醤q1…甘ミ避…き（細口H｝仁凝起茎r』1諮髪際田田葵貝坦　　（B…｝一瞥E証壮ト…欝ミ避｛四刻口1陛…彗良く十口に，）　±歪’　目一｛畳目→一　1

廿川興国半田鰹。躍ヨ価⑩。

　　降蟹日十1肚田町田十田　　　　　　　　　　　　　　　　　　殴釧な避→く囲　其腫　關1

0回想瓶越知剣町ぐ堀囮国十四に

　菱R軽胴細紐畑寝颪雛e1籠如洛聞ひゆ細くF（陰ト怪H十一1母映畑猟回釦＜F蕪国十網目即）e紹に想…出13’

ヘム一八・、トひ躯へ鋤甚H帥猟麟《剖日置姻握唄総隈皿眼暉（蒔怪9［母な避釦岨日照厭く十一P）楚’目督

口→一1母川四川十［ロ暫9毬ヨ赫⑩。

　　降慣U十拠抽1吹田半田　　　　，　　　　　，　　　　　　映姻疎酬く囲　慧腫　臨1
0阯：田耗R亟細則四時振ゆ国十l　Iロじ

　脈選粥細紐姻暇醸酔e　l籠即智田赫ゆ細くF（降督口十1計殴姻瓶避麺＜F駅園十国ロに）e溜亡想辻13’

冊檀廠戴縦羅掻則聯蝋総灘怖湘独回翼細腱熈握r目糖度皿軽曜（降督9【廿菱R遡細七口嘔釈く十日nに）楚■酔

噛慣11十1計川町11H一［1ユ謎9毬唄赫ゆ。

　　降軽口十1叶川町111十田　　　　　　　　　　　．　　　　　殴測熱避→く囲　煎種　臨l

O阯釧瓶魎舟囲m旨糖海国十川口に

　菱R軽｛嵐細紐釧緊颪堺e1籠如洛田赫即細くF（陰ト怪11十一1世殴釧獄避細＜F城国十国ロP）e鳳じ製造二’

旧喪蝋椴ぎ1酬噛趣1…《卸田：紫雲r珊甑皿緊腿（降督日計猟軽｛酬日照蕪く十1巾国）惣■陰ト督口十1世川吹

111十［1ユ暫O偲周赫ゆ。

　　汁督日十1廿田町川十［ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　映釧蝋画→く囲　な腫・剛1

0阯州瓶華細刻E嘔騰胆国十目1中

　憩華鋼細紐釧駆颪雛e　l籠如督田偏ゆ細＜F（降怪U十1暑瞳畑独華細くF蕪■十閑日P）e瑠に想起ダ

丹督く肝猟醒細細旨腺十1中（筆線懸螺認製輝偲に曜颪燃国照e　U塊1四e殴畑独軽→く囲e騰製価ρ

→く瀞馳即離恨⇒喫辻）楚’肝罎日十1肝田町川十［n暫9毬唄赫即。

　　降賢11十1廷Hlに足川十田　　　　　　　　　　　　　　　　　　殴釧猟遇→く囲　ま雌　臨1

0欧州菱R趣細剥四時糠kn国十回目『

　猟越鋼細紐姻緊颪馳e1雛如洛旧跡即知＜F（肝督I　H－1廿殴姻叡濯細くF願園十絹目即）e椙に想池二’

陰ト怪く叶猟軽細温田旨城十11中（拳蘇懸螂駆蝦坦偲に緊颪塒国懸e　U腿1邸e緊個想幽い細’猷l　l輝母

罧眠郵聴製十4幻麺ゆ喫愛想類臨従量縄藤橋鞘認知‡姉赫ゆ碇皿即製偲旧註）楚’降督11十1世111殴川．

十田暇9毬唄恒ゆ。

　　樟鰹日＋1母川吹川＋田　　　　　　　　　　　　　一　殴釧融軽一K囲其騰　脚

○阯釧瓶華細則四時甑海国十月くロ『

　憩避蝋細紐翅緊颪馳e　l籠佃督旧赫ゆ細くF（降督日十1世職畑猟凝細くF糠開十開口に）e退に想社：3’

降怪く母融華細田日照厭く十中（聡蕊幅細紐姻軽颪賦十目磯城H四駅1中薦め恕遍鋼細紐釧緊颪釧pe1

籠掴督円価ゆ細くF豊颪駅日照毅団P∈）緊製想幽い蜻u’映釧独避十く囲裂｛凄憩ゆさ巡御製遺⑩辻）楚’腎

督l　l十1世川田ミ川半田慶9毬ヨ赫噸。

　　お十督日十1世川四川十・田　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殴畑菱R蚕十く囲　ま灘　臨1

0阯釧菱R醒寿酬四時堀回国十・ギ叫e

　菱R遍儀剣聖姻緊颪遡tドe1籠如洛日赫ゆ釦＜F（梓慣l　H－1世職畑甚R遇細くF騰園十国。じ）e慰む想輩』3’

菱R華悩細紐姻緊颪城十図蝋甑日田厭110pe曖恨坦幽い削殴畑鞠華十佃築製含ゆ蝋即（誹怪十ギ世職釧

鞠軽細君日照堤脚十一→（ロに）楚一ドト督11十1財田殴川十［n畷9還当世ゆ。

　　降慣11十1叶川町川十［n　　　　・　　　　　　　　　　　　殴釧獄避→く田　ま懸　臨l

O阯超悲運細則日照城障唄十くロlp

　置卸湘｛皿偶似踏坦（降遷幸ギ世艶麗駅侮日半田ロP）豊颪駅日十1蝋蕪U邸e緊製想幽い“u’置脚“中

皿偶似鞘坦坦幽いV聖製坦坦摺継似騨想臨赫ゆ徹旺e凝e賦製想匪赫⑩幽斜（肝怪士く母殴畑題華細

則ロ1旨厭旧悔口十110に）e悌掴呉。蝿・曜洛旧⇒’蒔督1H一隙目剛田灸①蝦旺赫⑫。

　　降督11十1塒川町11H一国　　　　　　　　　　　　　　　　　映畑撫凝→く囲　ま騰　臨1

　韻榔燃HeHeヤ｛トr965単位」個r1，004単位」上！r772単位」如r811単位」想’r655単位」樹

r694単位」製’r689単位」如r728単位」）’r531単位」顧r570単位」想’r402単位」如r441単位」

想’「643単位」側「682単位」ぜ「459単位」姻「498単位」ぜ「324単位」如「363単位」y　r570単位」

如r609単位」ぜr395単位」如r434単位」上！「296単位」如「335単位」ぜ「421単位」如r426単位」

想■r412単位」姻r417単位」2’r401単位］脚r406単位」想’r576単位」如r581単位」想’r537単位」

如r542単位」想’r498単位」如r503単位」想’r439単位」掴r444単位」想繕偲’匝：口任r1，006単位1．

掴「1，045単位」想’「813単位」細「852単位」ぜ「697単位」如「736単位」ぜ「730単位」如r769単

位」ぜr572単位」轡r611単位」ぜr443単位」如r482単位」ぜr685単位」樹r724単位」ぜr500

単位」掴r539単位」ぜr366単位」姻r405単位」想’r611単位」掴r650単位」ぜr437単位」如

「476単位」想’「338単位」姻「377単位」）■「421単位」姻「426単位」ぜ「412単位」如「417単位」．

想’「401単位」側「406単位」ぜ「576単位」姻「581単位」想’「537単位」掴「542単位」想’「498単位」

脚「503単位」瓦～’「439単位」樹「444単位」想洛偲ゆ。

　品榔憾H　e　H　e測ゆ如竈ゆ。

　品懸厭H　er任「に対して外泊」eト想「（障害者自立支援法に基づく指定障害福祉サービス等及び

基準該当障害福祉サービスに要する費用の額の算定に関する基準（平成18年厚生労働省告示第523号）

別表介護給付費等単位数表（以下「介護給付費等単位数表」という。）第9の1の注1に規定する指定

共同生活介護（以下「指定共同生活介護」という。）及び介護給付費等単位数表第16の1の注1に規定

する指定共同生活援助（以下「指定共同生活援助」という。）における体験的な利用に伴う外泊を含む。

この2及び2の2において同じ。）」如昏虻匝『つ如碁e櫓r、想督偲ゆ。

　8　欠席時対応加算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　94単位

　　注　旧指定身体障害者更生施設において通所による指定旧法施設支援を利用する入所者が、あら

　　　かじめ当該指定旧法施設支援の利用を予定していた日に、急病等によりその利用を中止した場

　　　合において、旧指定身体障害者更生施設従業者が、入所者又はその家族等との連絡調整その他

　　　の相談援助を行うとともに、当該入所者の状況、相談援助の内容等を記録した場合に、1月に

　　　つき4回を限度として、所定単位数を算定する．




